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    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    あの夏、最後に見た打ち上げ花火は


    
      助供珠樹

    


    
      イラスト　春夏冬ゆう
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    　序章


    



    　──きっと、これまでに忘れたくない思い出など何もなかったのだろう。


    　特に夏休みなんて、大体がいつもそんな感じだった。何をするわけでもなくぼーっと過ごしているうちに終わりがやってきて、ちょっとした寂せき寥りよう感かんを覚えながら新学期を迎えていく。


    　そうして迎えた新学期の最初の登校日には、ご大層な旅行をしていた連中たちの自じ慢まん話ばなしを聞かされる羽は目めになるのだ。中には海外旅行に行ったヤツなんかもいたりして、自分はいつもそういう連中たちの話を聞かされる側の立場だった。


    　夏休みなんてどうせそんなもので、一生の中で記き憶おくに残るようなことなんてあるはずもない。


    　毎年いつも、そんな風に思っていたのに──


    



    「──はぁ……っ、はぁ……っ！」


    　山の中腹にある神社の裏に、抜け道があることを知ったのはついこのあいだのことだった。


    　夏休み中に発見したその道は、およそ抜け道とすら呼べないようなひどすぎる悪路であった。そのような道を真まっ暗くら闇やみの中で掻かき分けて、今は急いでその先の山の頂上へと辿たどり着かなければならなかった。


    　この夏、忘れたくない夏休みをくれた少女と出会った。


    　こんな風に誰だれかのことを考えるのは初めてだった。こんなにも異性のことを強く意識したことなどなかったから。終業式前から聞かされていた親友の恋の悩みなど、そのほとんどを理解出来ないまま聞いていたんじゃないだろうかと、今となってはそんな風に思えてならない。


    　ぎゅうっと胸が締しめ付けられる気分だった。自身の心を占有したその女の子のことで頭がいっぱいになっていた。もどかしくて切なくなるけれど、決して嫌いやじゃない胸の痛みだ。


    　そのようなことをぼんやりと考えたせいで、道の途中にあった大きな石にも気づかなかった。石に蹴けつまずいて派手にすっ転ぶと、手の平と膝ひざを大きく擦りむいて地面に倒れ込んだ。


    　その瞬しゆん間かん、ぱっと夜空に花火が打ち上がった。


    　何度目かわからなくなった打ち上げ花火だ。鮮あざやかな光が、真っ暗だったけもの道を一いつ瞬しゆんだけ明るく照らし出す。


    　その光でようやく自身の目の前に、大きな壁が現れたことを知った。三メートルもある土の壁だ。自分のように非力な人間にはとても登り切れそうにないほどの高さでそびえ立っている。


    　そのような壁を前にして、ゆっくりと立ち上がる。ここにやってくるまでの経緯と、夏休み中に起こった出来事を懸けん命めいに思い出そうとして、ゆっくりと息を吐はき出してみる。


    　今はどうしても、その記き憶おくを何度も確かめておく必要があった。


    　じゃないと、またすぐに忘れてしまうかもしれなかったから。


    　だから、思い出そうとする。


    　何度だって。何十回だって。忘れないように、そう確かめるのだ。


    　今は中学二年生の夏休みだ。


    　毎年やってくる夏休みの花火大会の真っ最中だ。


    　その花火大会が行われる、市街地から外れた田舎いなか町まちがここだ。


    　山に囲まれて何も見るべき所もない場所がこの町なのだ。


    　そのような何もないところで──自分は大きく心を動かされる少女と出会ったんだ。


    



    　……大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと覚えていた。


    　そしてそれらのことは、たとえ今後この壁の先で何が起ころうとも、決して忘れてはいけないように胸に誓ちかう。


    　そうして再び目の前にある大きな壁を睨にらみつけると、またしても夜空に花火が鮮烈に打ち上がった。


    



    　大きな入にゆう道どう雲ぐも。うだるような暑さ。


    　廃線になってしまった家の近くにあるバスの停留所。


    　ひまわりの花。セミの鳴き声。ペットボトルロケット。


    　白い帽子と、白いワンピースの少女のこと。


    



    　花火の光によってフラッシュバックのように脳内に描えがき出されるそれらのイメージは、紛まぎれもなくこの夏に自分が見続けてきた現実の光景と同じものだ。


    　少女は確かにこの夏、自分とともにここにいた。


    　この場所に立って、同じ空気を吸って──そして恋をしたのだ。


    



    　全すべては、一冊の小説を読んだあの日からだった。

  


  
    



    　第一章


    



    　昨夜から読み続けていた小説をようやく読み終え、眞さな田だ寛ひろ樹きはその本をぽーんと放ほうり投げた。そうして縁側でごろんと寝転がってみると、途と端たんにそれまで忘れていたはずの疲れがどっと全身に襲おそいかかってきた。


    　手足がダルい。目もショボショボする。


    　そのまま大口を開けて欠伸あくびをし、知らぬ間に虫に刺されて赤くなったひょろい腕をぼんやりと見つめ、ようやく自みずからの現状を察し、顔を両手で覆おおい隠かくしながら激しく後こう悔かいをした。


    「……徹てつ夜やを……してしまった」


    　うめき声を上げながらごろんと二回転。


    　顔を覆っていた両手を後頭部に回して三回転。


    　そこで自身の猫っ毛の髪がいつもよりぺったりしていることに気づくと、寛樹はぴたっとその場で転がるのを止やめて、外のぎらぎらとした日ひ射ざしを恨うらむように睨にらみつけた。


    「暑い……」


    　今年から電気代節約のため、共用空間以外は夜しかエアコンをつけないというのが家の中でのルールになっていた。なのでこの時間の自室は当然蒸し風ぶ呂ろ状態だ。睡すい眠みんには適さない。


    　唯ゆい一いつ昼間にもエアコンが許されているリビングは、いつも母と妹がテレビ前のソファーに座って陣じん取どっていた。あのソファーを奪うばわれてしまっては寝っ転がることも出来やしない。


    　まったく、思えば思うほどに最悪なルールだった。


    　おまけにセミの鳴き声も信じられないほどにうるさかった。


    　寝転がったままの体勢で縁側から鳴き声のする方向を探してみる。すると寛ひろ樹きがいる場所から、廃線となって使われなくなってしまったバスの停留所が目に入ってきた。


    　寛樹自身が育ったこの町──Ｉ県Ｗ市の外れである松まつ乃のは、人口三〇〇〇人ほどの小さな山やま間あいにある田舎いなか町まちである。周囲をぐるりと山に囲まれたこの町は、近年の地方都市の過か疎そ化かに伴ともなって今もなお子供の数が減少し続けている。


    　道を歩けば決まっていつも見かけるのは老人たちばかりで、たまに違うものが通りかかったと思えば野生のイタチだったりするのはザラだ。とはいえ閑かん静せいかと言えば決してそういうわけでもなく、朝と昼と夕方の三回、大きなサイレンが町中に鳴り響ひびいてメチャクチャうるさい。


    　フィクションの舞台にするには、本当に魅み力りよくがなさすぎる町であった。


    　にも拘かかわらず、たった今読了したばかりのこの小説『あの夏、最後に見た打ち上げ花火』の舞台はこの松乃だという。しかもこの小説の冒頭シーンで描えがかれているバスの停留所は、いま縁側から見つめている、古びたあのバスの停留所なのだった。


    「それにしても……」


    　なかなか面おも白しろい本だったと、バス停を見つめながら寛樹は感かん慨がいにひたった。


    　夏休みの間にだけ都会からやってきたという少女に出会う主人公。


    　物語が進むにつれ、次第に主人公はその少女のことが好きになっていくのだけれども、一方でその少女は主人公の友達である当まさ知かずへと少しずつ好意を寄せていくのである。


    　主人公はその事実を知りながらも苦悩し、それでも少女のことを健けな気げに想おもい続ける。


    　ラストはその想いが見事少女へと届き、二人は相思相愛となって、彼女が去ってしまう最後の花火大会当日、山の頂上で初めてのキスを交わすのだ────


    　なんと甘あま酸ずっぱいラブストーリーだろうか。男で恋愛小説だなんてと自分でも思うが、そんなことは関係ない。ありきたりだとも思ったが、それでも思わず涙ぐんでしまった。


    　普ふ段だんから本を読む習慣のない寛樹にとっては、これまで読書の楽しみ方といったものがいまいちよくわからなかった。本など文字ばかりで退屈だし、あらすじを見てもピンと来ない。仮にあらすじで目を惹ひくようなことが書いてあっても、一度本を開けばすぐに眠くなった。


    　寛樹にとって読書とは、この世に読書感想文なんてものがなければ一生縁のないものであった。


    　けれどもそんなことを言い出し始めたところで、夏休みの読書感想文が仕上がるわけでもない。仕方なく書店で表紙だけをかたっぱしから眺ながめ続け、その中で一番イラストの女の子が可か愛わいいなと思って選び取ったのが、この『あの夏、最後に見た打ち上げ花火』だった。


    　なんとなく自分の好みの絵柄で、もし読み切れなくても部屋に置いて飾かざっておくだけでいいだろうと、寛ひろ樹きがこの本を購入したきっかけはそれほどまでにいい加減で安直な理由からだった。


    　そのようなつもりだったのに、いざ読んでみると地元が舞台になっているし話も面おも白しろいしで、いつしか夢中になってページをめくり続けてしまっていた。


    　特に最後の神社の裏の抜け道を行くシーンなんかはぞくぞくした。


    　すぐ飽あきて眠くなると思っていたのに、今ではこんなにもじんと余よ韻いんに浸ひたってしまっている。


    　そのような感情の代わりに得たものがこのありえないほどの体調不良だと思うとやりきれない気分になるが、でもそのおかげで寛樹は初めて活字の本の楽しみ方を知った気がした。


    　しかし、本当にただの徹てつ夜やにしては異常なほど気分が優すぐれない。


    「そうだ……。図書館に行こう」


    　図書館ならばエアコンも効いているし、眠っていて起こされることもおそらくあるまい。小さい図書館だから職員の目につき易やすいかもしれないが、行ってみる価値はあるぞとやる気になったその時、


    「──寛樹ーっ。お父さんにお弁当届けてきてー」


    　居間から聞こえてくる母の一声に、ただでさえ寝不足でひどい顔がより一層歪ゆがんだ。


    「な……なずなに行かせればいいだろ!?　そっちでテレビ観みてるんだからっ！」


    　そんな風についつい乱暴に声を荒らげてしまう。母親もまさかこんなことで腹を立てるわけがないと思っていたのだろう。居間から驚おどろいた顔で現れると、母親は寛樹のやつれた顔を見て怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた。


    「なぁに、まさか夏バテ？」


    　見てわかるほどにヒドい顔をしているのだろうか。


    「寝不足」


    「なんでよ？」


    「昨日からずっと本を読んでて」


    「自じ業ごう自じ得とくじゃないの。それ」


    　仰おつしやる通りであった。わかってはいるけれども、他人から言われると苛いら立だちが倍増しになる。


    「なずなには別の用事を頼たのみつけてるから、あんたに行って欲しいのよ。どうせ歩いてすぐなんだから行ってきてよ。はいこれ」


    　そうして突き出される弁当箱を寛樹はひったくるように奪うばって、縁側にあったサンダルに片足を突っ込んだ。


    「ちょっと。それお弁当だって言ってるでしょ。もっと丁てい寧ねいに──」


    　母の忠告も無視して、寛樹は無造作に掴つかんだ弁当をぶん回して歩く。


    「寛樹!!」


    　とうとうそんな寛樹の態度に腹を立てたのか、母の激げつ昂こうする声が背中越しに飛んできた。


    　しかし今いま更さら引っ込みがつかなくなっていた寛樹は、その態度を素直に軟化させるわけもなく、逃げ出すようにして家の門を飛び出していく。


    　そうして角を曲がり母の姿が見えなくなったところで、寛ひろ樹きは歩みを遅おそめた。


    「暑い……」


    　人はこのような酷こく暑しよの中でも冷静になれるのだな。


    　そして冷静になったからこそ、寛樹は勢いで飛び出したことに二つの後こう悔かいをし始めていた。


    　一つはもう少し温厚になって母と会話をし、妹のなずなと用事を交換出来ないか頼たのんでみれば良かったこと。


    　これから向かうところは、幼なじみの同級生、三み島しま桐きり子この家であった。


    　口を開けば止やむことなく喋しやべり続ける女である。親同士が古くからの付き合いということもあって、寛樹はほとんど物心がつく以前からこの桐子とともにこの松まつ乃のの地で育ってきた。


    　そんな間柄なので、桐子は寛樹に対しどんな時でも遠えん慮りよなく喋り続ける。今日も下へ手たをすればろくでもない世間話へと巻き込まれ、図書館へと向かう時間が大幅に延びてしまうかもしれない。エアコンのことを考えるに、それだけはなんとしても避さけたかった。


    　もう一つは弁当を乱暴に扱ったため、開けた際に父がキレださないだろうかということ。


    　父はこの町の大工である。父が桐子の家にいるのも、彼女の家が現在リフォーム中だからというのがその理由だった。父は単純な性格なのだが、その単純さのせいで非常に子供っぽいところがある。中学生である自分ですらそう思うのだから、正直よっぽどだと思う。


    　そんな父が楽しみにしている昼食の弁当を、自分はよりにもよって振り回してしまったのだ。おかずが片寄っていたり汁が飛び散っていたらかなりまずい。人前でもゲンコツが飛ぶ。


    　仮にである。仮にもしそこで父が怒おこり出さなかったからといって、帰宅したらその時点でゲンコツは避けられない運命であった。


    「最悪だ……」


    　じりじりと肌を焼き続ける直射日光の中、ふらふらとした足取りで小さな橋を渡りきる。相変わらずセミの声がやかましかった。


    　むせ返るほどの熱気がアスファルトから立ちのぼり、たった今外出したばかりだというのに、もうＴシャツの背中が汗でべっとりと貼はりつき始めている。


    　それでもどうにか桐子の家に辿たどり着くと、ちょうどのタイミングで昼の十二時を告げるサイレンが鳴り響ひびいた。バカでかいボリュームで鳴るそのサイレンは、先ほどからずっとクソやかましく鳴き続けるセミの声と重なり合って、今の寝不足の自分の耳にはかなり堪こたえるものがあった。


    　いつの間にかずきずきと頭痛がしていることにも気づく。


    「──あっ」


    　サイレンの音に耳をやられながら弁当を片手に門をくぐったその瞬しゆん間かん、さっそくテンションの高い桐子の声が飛んできた。


    「寛ひろ樹きーっ。やっほー!!」


    　落ちくぼんだ瞳ひとみを凝こらすと、白のＴシャツにギンガムチェックのキュロット姿で手を振っている桐きり子この姿が目に映る。見ると彼女が座る縁側には、夏の日ひ射ざしによって瑞みず々みずしさが失われつつあるスイカが盛りつけられていた。


    　桐子はその一つを手に取りながら、けらけらと嬉うれしそうに笑って寛樹の顔を覗のぞき込んでくる。


    「どうしたのさ？　なんだか死にそうな顔してるね」


    　何がそんなに面おも白しろいのだろうか。現に死にそうだからこんな顔をしているのだし、もっと察して労いたわってくれよと思う。どうせそう言ったところで、笑い飛ばされてお終しまいだろうけど。


    「尚なお人とさんにお弁当持ってきたんだ？」


    　スイカを片手にそう尋ねてくる桐子に、寛樹は仏ぶつ頂ちよう面づらで頷うなずいてみせた。


    　尚人さんとは自分よりも子供っぽい先ほどの父のことである。


    　眞さな田だ尚人、四〇歳。趣しゆ味みはパチンコで、日曜日に車で三〇分ほどのところにある店へ行き、そのままこっぴどく負けて帰ってくるのを生き甲が斐いとしている大工だ。


    「オヤジはどこ？」


    「あっちだよ。さっきあたしが切ったスイカを大工さんたちに配ってたとこ」


    　そう喋しやべる間にもどんどんと目の前のスイカが無くなっていく。女子一人で食べるにしてはスイカの量が多いんじゃないかと思ったが、今の桐子を見るにそれは杞き憂ゆうのようだった。
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    「しっかし暑いよねぇー。毎日毎日」


    　しゃくりとスイカにかぶりつく桐きり子こから皿の方へと視線を滑すべらせてみる。皿の上のスイカはどれも不ふ揃ぞろいなサイズで切り分けられており、はっきり言って下へ手たくそにもほどがあった。


    　だが間違ってもそんなことを口には出さない。昨今の女子の腕うでっ節ぷしは男子より三倍は強い。


    「プール行きたいよぉプールぅ。あー今すぐ冷たい水にどっぼーんって飛び込みたいっ!!」


    「風ふ呂ろに水溜ためて飛び込めばいいだろ」


    　素そっ気けなくそう答える寛ひろ樹きに、桐子が頬ほおを膨ふくらませる。


    「そうじゃないの。解放感ってヤツが欲しいの。ったく、寛樹はわかってないなぁ」


    「なら、小学校のプールがあるじゃん」


    「それじゃダメなの」


    　なぜと聞く前に、桐子は皿の下に敷しいてあったチラシを抜き取ってこちらに突きつけてきた。


    「ほら！　佐さ倉くら温泉のチラシ。今年からあそこのプールに新しいスライダーができるんだって」


    「佐倉温泉って、あのなぁ桐子」


    　チラシに映っているプールの写真を目にして寛樹はがっくりと肩を落とした。


    　ここから県内有数のレジャースポットである佐倉温泉へ行くには、朝一で車に乗って高速道路を走り続け、それでようやく昼前には着くんじゃないだろうかといった距きよ離りなのだ。正直なところ、中学生だけで行ける行程では絶対にない。


    　一応は近くに「野の乃の木ぎ海岸」という、自転車で一五分ほど走ったところにバスセンターがあるのだが、それだって佐倉温泉へ行くには迂う回かいルートを経由しなければ辿たどり着けないのだ。


    　そんな場所だというのに、いったい桐子はどうやってそこまで行こうと言うのだろうか。


    「車を出してくれる人にでも頼たのみ込まなきゃ無理だろ。こんな場所」


    　かくいう寛樹も小さい時に家族で一度行ったきりだ。


    「うぅ～……実はさっきお母さんに頼んで断られたんだ。でも行きたいんだけどなぁ」


    　桐子は唸うなり声を上げながら、チラシを持ってその場に寝転がってしまう。


    「可か愛わいい水着を買って、それで旅館とかに泊まったりして……そんなことしてみたいのになぁ。あーつまらない。夏休みなのに何もすることがなくて、本っ当につまらない!!」


    　これ以上は話が長くなりそうだ。寛樹は父親のいる母おも屋やの方へと振りかえる。


    「あっ、そうだ寛樹。尚なお人とさんに聞いてみてよ。もしかしたら連れてってくれるかも」


    　桐子が微かすかな希望を瞳ひとみに宿して顔を上げるも、


    「それはない。オヤジが休日に車を使うときはパチンコしか行かない」


    　寛樹はそんな風に希望を打ち砕くだく台詞せりふを吐はいて、そのまま桐子の元を離はなれていった。


    　眠ねむ気けは家を出たときよりもさらにひどくなっていた。ただでさえここ数日は猛もう暑しよ日びが続いてうんざりだというのに、よりにもよって今日はその上を行く暑さだ。


    　体力が奪うばわれる。視界がゆらぐ。意識がぼーっとしている。帽子を被かぶってくれば良かった。


    「──お、寛ひろ樹きか」


    　桐きり子この家族が普ふ段だんから母おも屋やと呼んでいるところの木陰で、尚なお人とは他の大工たちとブルーシートを広げて休んでいた。


    　母屋を見上げると、網のシートがすっぽりと家屋を包み込んでおり、夏休み前に見たときの「築ン十年」と言われたボロっちさはすっかり取り払われてしまっている。


    「これ、弁当だから」


    　さっさと渡して、父親が蓋ふたを開ける前にこの場から立ち去りたい。


    　しかしそう願う気持ちとは裏腹に、尚人を囲んでいた大工たちは寛樹を見ると手招きを始めだした。


    「おー。こっちだこっち。座れ座れ」


    「スイカあるぞ寛樹。お前好きだろスイカ？」


    「どうせなら一杯、茶でも飲んでけ。はっは」


    　別に座りたいともスイカが好きだとも喉のどが渇かわいたとも言った覚えはないのに、半なかば強制的にブルーシートへと引きずり込まれた寛樹は、とりあえず渡されてしまったコップを持って招かれた方へと座り込む。


    「お前んとこのせがれ、大きくなったなぁ」


    　少し白髪の混じった大工の一人が尚人に言う。


    　その話は数日前に寛樹がここにやってきた時にも、全く同じ調子で言ったものだった。


    「ほー。確かに言われてみりゃ背、伸びたかもな？　がっはっは」


    　髭ひげヅラの親おや父じも、つい数日前に同じことを言った。オッサン特有の必殺会話ループだ。


    　寛樹はうんざりして見つめていたお茶から顔を上げる。


    　そもそも身長なんて小学校を卒業してからちっとも伸びてやしなかった。育ち盛りだというのに、未いまだに一六○センチもなくて悩んでいる。桐子は元々それほど身長が高くはなかったが、いまやそんな桐子にすら身長で追い抜かれてしまいそうな勢い。


    　だからもうこれ以上身長の話をするんじゃない。やめてくれ。やめてください。


    　そう思っているのに、ここのオッサンたちは顔を見せるたびいつもそのことだけを指摘して、人の心を何も悪びれることもなく、ごっそりとえぐってくるのだった。


    「ごちそうさまっ」


    　茶をイッキ飲みしてすぐさま立ち上がる。これ以上の長居は無用だ。自分は早く図書館へ行って意識をなくし、夢の世界へとフライハイするのだ。


    「おい寛樹。お前、これおかずが……」


    　急げ。マジで長居は無用だ。


    「おかずが……おかずが、めっちゃくちゃじゃねぇか！　おいこらっ！」


    　寛樹はイチョウの木の下から全速力で逃げ出していった。


    「あれ？　ちょっと寛ひろ樹きー。スイカ食べていけばー？」


    　そんな桐きり子この声も聞こえないまま猛もうダッシュで門を飛び出すと、そのまま図書館まで一直線に走っていく。


    　間違いなく帰ったら処刑だろうなと思いながら、図書館の入り口へと到着した寛樹はぜぇぜぇという呼吸を整えて、ガラス戸に書かれている張り紙に目をやった。


    　──本日、書庫整理のため休館します。


    「嘘うそだろ……？」


    　目の前がまっ暗になる気分だった。そこでふと、妹のなずながそのようなことを言っていたことを思い出す。夏休みの初めに一日だけ図書館が休みになるって。


    　でもだからと言って、わざわざ今日に限ってそんなことをしなくてもいいじゃないか。寛樹は歯ぎしりしながらそう思う。別に明日でもいいだろうに書庫整理なんて。せっかく夕方までは父親からの極刑を忘れてぐうすかと眠りこけていられると、その予定だったのに。


    　まだお昼を過ぎたばかりだというのに、既すでに今日という日がとてつもない厄やく日びだと思えてならなかった。それくらい今日は、最悪な事態が立て続けに起こりすぎている気がする。


    　どれも全部自みずからで引き起こしたものなのだけれども……。


    「どうするんだよ……」


    　そう漏もらした瞬しゆん間かんふらっとめまいがして、思わず図書館の壁に両手をついた。


    　本気で意識が飛びそうだった。


    　そのまま図書館の階段にへたりこんで、顔を下へ向けるとすぐに吐はき気が襲おそってくる。


    　寛樹は慌あわてて顔を持ち上げながら思った。


    　──徹てつ夜やって……こんなにもキツいものだったっけ……？


    　以前に徹夜した時はこれほどひどくはなかったはずだった。今のような時期ではなく、もっと寒い季節だったから参考にはならないかもしれないけれど、それでも今のような吐き気は一度もなかった覚えがあった。


    　──もしかしてこれ……熱中……症、なのか？


    　元々寛樹は普ふ段だんから身体からだを壊こわして風か邪ぜを引くことが多い方だった。その大半が疲れから来るものだったが、そのくせ熱中するものがあるとすぐに夜よ更ふかしして没ぼつ頭とうしてしまうクセがある。


    　普段は新作ゲームのせいで夜更かしをしてしまうことが多いので、そこだけは気をつけていたつもりだったのだが、まさか読書という形でそれがやってきてしまうなんて思わなかった。


    　すぐに寛樹は家へと引き返すことにした。さっきはあんな感じで飛び出してしまったけれども、自らの体調不良を説明すれば母親だって不ふ機き嫌げんながらも労いたわってくれるに違いないと思った。


    　そうだとも。大体自室のエアコンをつけないというルールが、今日というこの猛もう暑しよ日びの中に適用されていることがおかしいのだ。こんな洒しや落れにならない日にまで、どうしてそんな我が慢まん大会みたいなノリを強しいるのだ。修行か。


    　きっと今日くらいは許してくれるはずだ。そんなことを思いながら、寛ひろ樹きは覚おぼ束つかない足取りで、来た道を引き返していく。信号待ちの時間がもどかしくて、気づけばあれだけ流していた汗がすうっと引いてしまっていることにも気づく。


    　虚うつろな目をしながら先ほど通ったばかりの橋を渡りきる。先に見えるトンネルの手前の道路からはゆらゆらと陽かげ炎ろうが見えた。


    　そうして、ようやく家の前の「バス停」が見えてきた。


    　そこで寛樹は、先ほど家を出たときには誰だれもいなかったはずのバス停に、ちらりと人影が映っていることに気がついた。


    　──誰だろう。あんなところにいてもバスはやってこないだろうに。


    　ぼうっとする頭の中で考える。少なくとも二年前にこの松まつ乃のに止まるバスが一つもなくなってしまったことは、ここに住む人たちならば誰もが知っていることだった。


    　──松乃の人じゃないのか？


    　無意識にその場で立ち止まって、その人影を目で追ってみる。頭がぐらんぐらんと左右に揺ゆれて、またしても寛樹の中に嫌いやな感じのめまいが襲おそってくるのがわかった。


    　そのバス停には屋根がついており、ちょうど寛樹が立っている位置からではその人影がすっぽりと屋根の中に隠かくれてしまっている。


    　段々意識が遠のいていきそうになりながら、それでも寛樹はその方向をじっと見つめてみる。


    　バス停の建物から、ふわりとその人影の裾すそが見えた。


    　白いスカート──いや違う。


    　白いワンピースだ。やや時代遅おくれの感があるデザインの、裾が長めのワンピース。同時に大きな白い帽子がバス停の陰からにょきっと飛び出してくる。そしてそれから──


    　まっすぐに長い黒髪の少女だ。見たことのない、同い年くらいの女の子だと思った。


    　憂うれいを帯びたような目つきのまま、少女はバス停の中からゆっくりとその全ぜん貌ぼうを見せ始める。クラスの女子とは違う、このような田舎いなか町まちにはちっともそぐわない上品な佇たたずまいだ。


    　鳴り止やまないセミの鳴き声が耳に染しみ渡る。目が眩くらみそうな日ひ射ざしが照りつけていた。貼はりついたＴシャツの背中が気持ち悪い。でも、それ以上にも増してとてつもなく気分が悪い。


    　目が回る。ぐるぐるぐるぐると。


    　頭が揺れる。ぐらぐらぐらぐらと。


    　景色が緩ゆるやかに、そして次第にスピードをあげて回転し、加速していく。


    　それでも寛樹の虚ろな瞳ひとみはまっすぐ、白いワンピースの女の子へと注がれたままだった。


    　少女がこちらを振りかえった──瞬しゆん間かん、全身の力がふっと抜けて意識が途絶える。


    　多分、かなり可か愛わいかったと思う。
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    　目が覚めると、外はすっかり日が沈んでしまっていた。


    　すぐにそこが自室だとわかった寛ひろ樹きはゆっくりと身体からだを起こしてみる。頭痛が今朝以上にひどかった。おでこの異物感を確かめると冷却シートが張られていることがわかって、布ふ団とんのはだけた上半身にはエアコンから注ぐ冷たい風が当たっていた。


    　枕まくら元もとにはお盆に載ったスポーツドリンクがあり、寛樹はキャップを開けると勢い良くそれを喉のどに流し込んだ。想像以上にひんやりとしていて、少しだけシャーベット状になっている。


    　ラベルを見ると、どうやらそれはあらかじめ凍こおらされたまま売っているやつらしかった。


    　そのスポーツドリンクを再びお盆の上に置いて、ようやく寝ぼけ状態から脱した。


    　──いったいいつの間に、自分はここまでやってきたのだろう。


    　最後の記き憶おくを辿たどると、バス停の前にいた白いワンピースの少女が思い出された。そこからの記憶がぷっつりと途切れているということは、やはりあそこで自分は倒たおれてしまったのだろう。


    　──何者だったのだろうか。あの少女は。


    　まるで、今朝まで小説で読んでいたヒロインのイメージと瓜うり二ふたつだった。白ワンピースに白い帽子。小説に出てきた少女も、そういった風ふう貌ぼうだと描写されていた。


    　そこではっとして時計を見ると、時計の針は午後の七時を少し過ぎたくらい。耳を澄すませると居間の方からはやたらと騒そう々ぞうしい声が飛び交っており、同時に腹の虫も外のセミの声に釣られたかのようにぐうぐうと鳴き出し始める。


    「起きるか……」


    　のそりと布団から這はい出て自室の戸を引く。居間のある方へと廊下を歩いて行くと、その足音に気づいたように、なずなが居間から飛び出してきた。


    「お兄ちゃんが起きてるっ！」


    「えっ？　うそ」


    　なずなの声を聞いた母親も、大層びっくりした顔つきでやってきた。


    「寛樹っ、あんた大だい丈じよう夫ぶなの!?　さっき帰ってきたら、アンタが突然道ばたで倒れてたってなずなが言うからもうビックリして……。大きな病院の時間外救急も市街地の方だから時間がかかるでしょ。それで、今どこか一番近い病院はないだろうかって──」


    「頭はまだ痛いけど……平気だよ」


    　心配する母親の声を遮さえぎるようにそう言って、後頭部に触ふれると激痛が走った。


    　どうやらタンコブが出来ているらしい。


    「とにかく部屋に戻って安静になさい。もう……心臓が飛び出るほど心配したんだから！　徹てつ夜やした上に外出するなんてもう二度とするんじゃないよ」


    　それは言われなくてもかなり自じ戒かいすべき点だと思っていた。


    　自室までＵターンしようとして、そこでふと思い出したように母親へと振りかえる。


    「あの。そういえばどうやってオレ、ここまで戻ってきたの？」


    「え？　……ああ。親切な人がここまでおぶって運んでくれたらしいのよ。ちょうどなずなが戻ってくるところでね。偶然あんたが倒たおれているところに出くわして、そのまま二人であんたを布ふ団とんの上に連れ帰ったって。相当重かったって──」


    「お兄ちゃん太りすぎ!!　すっごく重たかったんだから!!」


    　なずながむっとした顔で指を突きつけてくる。そんなことを言われても、意識を失った人間は意識がある時よりずっと重たくなるそうだし、不可抗力だろうに。


    「ところで、その親切な人って誰だれなのかしら……。どうもなずなはその一いつ緒しよに運んでくれた人の名前を聞いてないらしくて」


    　眉まゆを八の字にしながら、なずなは腕を組んでみせる。


    「すごーく綺き麗れいな、優しい女の子だったんだけどね。それよりもなずなはお兄ちゃんのことで、もー頭がいっぱいだったんだから！　顔が真っ青だったんだよ！　バカみたいに口開けて！」


    　一言多いぞ。


    「その人って……もしかして白いワンピースの人か？」


    　寛ひろ樹きの問いになずなはきょとんとした瞳ひとみを見せた。


    「お兄ちゃん、あの人のこと知ってるの？」


    「いや……意識を失う前にちょこっとだけ見えた、というか」


    　口に出すと、なんだかその様子がとても恥はずかしく思えてきた。なんだっていきなり倒れるんだって話だ。その女の子にも相当な虚きよ弱じやく体質だと思われたに違いない。


    「今度会ったら、その子にちゃんとお礼しておきなさいよ」


    　そう言って母親は居間の方へと引っ込んでいく。


    「もっとちゃんと肉食えよっ！」


    　なずながバカにした調子で母親に続いていく。さっきは太ってるって言っていたくせに何が肉だ。


    「しかし──」


    　今度会ったらとは言うも、いったいどこで会うのかって話だ。どこの誰かもわからないのに。


    　部屋に戻ろうとして、その途中にある客間の前で立ち止まった。そういえば今朝読み終えたばかりの小説が置きっぱなしだった。


    　ふすまを開けて、寛樹は真っ暗な客間の畳たたみに置かれている小説を拾い上げる。


    「『あの夏、最後に見た打ち上げ花火』か……」


    　廊下からこぼれる光に照らして表紙のタイトルを読み上げると、そのままタイトルの横にある著者名にぼんやりと目が行く。


    　この小説の作者の名は、野の乃の木ぎ春はる信のぶといった。


    　おそらくバスセンターのある野乃木海岸から取ったペンネームなのだろう。


    　そのまま寛ひろ樹きは表紙カバーについている著者プロフィールを眺ながめてみた。本を買って一番初めに読んだ場所だったが、あらためてそれを読み直してみると、以前とは全く違う印象を抱いだいてしまう。


    　プロフィール欄らんの最後の部分。そこにはこう書かれていた。


    『──「あの夏、最後に見た打ち上げ花火」は著者のこれまでのＳＦ作品とは趣しゆ向こうを大きく変える意欲作だったが、その刊行後、三三歳という若さで死去。本作が遺作となってしまった』


    　寛樹は小説を閉じると、ゆっくりと和室のふすまを閉めて廊下に出た。


    　思えば本当に不思議な縁である。たまたま書店で手に取ってみた小説が、まさか同じ松まつ乃のの出身者が書いた小説で、しかも遺作だったなんて。


    　たった今プロフィールを読み直して抱いた印象はまさしく……。


    　不思議な縁──


    　自室の電気を点つけてなだれこむように布ふ団とんに倒たおれると、寛樹は手に持っていた小説を枕まくら元もとに置いてごろんとひっくり返る。


    　不思議だった。どうしてそれまでＳＦ小説を書いていた人が、突然このような普通の恋愛小説を書こうと思ったのだろう？


    　いくら地元とはいえ、どうしてこんな何もない町を舞台にしようと思ったのだろう？


    　何もない町といえば、あの少女のことも気にかかった。


    　あの子はもしかすると、この小説の女の子と同じように、都会から親しん戚せきの家に遊びにやってきた子なのかもしれない。同い年くらいに見えたから、おそらく彼女も夏休み中だろうし。


    　しかし若者が興味を示す場所なんて本当に何もない町だった。コンビニは車で三〇分ほど行かなきゃ存在しない。最も寄よりのスーパー兼雑貨屋は夜七時で閉店してしまう。


    　何もない町でがっかりしていないだろうかと、そんな余計な不安が脳裏をよぎってしまった。


    　──今度会ったら、その子にちゃんとお礼しておきなさいよ。


    　先ほどの母の言葉が脳内にリフレインする。


    　意識を失う前のおぼろげな記き憶おくではあるが、彼女の姿は道ですれ違えばすぐにわかるような気がした。田舎いなかであるこの町の雰ふん囲い気きに、彼女の存在はあまり見合っていない気がしたから。


    　──都会からやってきた美少女。


    　小説を読んだせいで、そんなことばかり考えてしまう。


    　丸一日かけて自転車で松乃をぐるぐる回れば、すぐにまた出会えそうな気がした。大きな町でもないし人の出入りもわかりやすいこの地だと、どこそこに誰だれがやってきただなんて噂うわさもすぐに広まる。桐きり子この家のリフォームがいつ完成するのかも、既すでにこの松乃に住む全住民が把は握あくしているくらいなのだから。


    　だが会ってみても、うまく言葉が出るか自信がなかった。考えれば考えるほど倒れた時の赤あかっ恥ぱじな記憶が邪じや魔まをして、行動に起こそうという気がどんどん億おつ劫くうになってくる。


    「ああー、もーっ！」


    　羞しゆう恥ち心しんを打ち払うべく布ふ団とんの中で転げ回ると、後頭部のコブが擦こすれて悶もん絶ぜつしてしまった。


    「……いっそ死にたい」


    　そう口に出して、それでも生きてて良かったなと思い直す。


    　あんなので死んでいたら、それこそ自分の人生はなんだったのだって気分になるから。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　朝になってからカレンダーを眺ながめ、寛ひろ樹きはすぐに別の用事があることを思い出した。


    　美少女の捜そう索さくなどに行っている場合じゃない。もっと大事な友人との約束があった。


    　さっそく服を着替えて廊下に出る。居間を素通りし、ダイニングテーブルにあったレーズンパンをかじる。そのままシンクの下に溜ためておいた一・五リットルサイズの空からペットボトル数本を適当にスーパーのポリ袋の中に突っ込んでから、


    「これだけありゃ、きっとアイツも満足するだろ」


    　独り言を漏もらして頷うなずくと母親から用事を押しつけられる前に家を飛び出していった。


    　本日も相変わらずの暑さだった。天気予報によると最高気温が三六度とのこと。


    　地球はどうやら本気で寛樹を殺しにかかってきているらしい。


    　目指す先は中学校の校庭。桐きり子この家からはそれほど遠くないので、五分とかからないだろう。


    　寛樹は自転車のかごに入ったスーパーの袋の中のペットボトルを見つめながら、ペダルをゆるゆると漕こぎまわして目的地へと向かっていく。


    　実は、今回の熱中症ぶっ倒たおれ事件で良いことが二つもあった。


    　一つは昨晩寝る前に母親から聞かされたことなのだが、どうやら我わが家のエアコンが全部屋解禁になったとのこと。電気代は今以上にかかって家計を圧あつ迫ぱくはするけれど、さすがに今年の夏の暑さを考えたら断行せざるを得ないという判断らしい。


    　寛樹からすればむしろ七月上旬の時点でそれをやっておけよという気持ちだったが、まぁ結果良ければ全すべて良し、である。


    　口元に自然と笑みがこぼれる。いよいよ我が家にも、夢のように快適な夏が到来したのだ。これからは帰宅する度たびに、文明の利器によって生み出された涼風がお出迎えしてくれるのだ。


    　二つ目は、なんと父親の極刑からも解放されたのである。


    　そもそも寛樹が弁当を振っておかずがよってしまったことは紛まぎれもない事実であり、そこには一切の情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はなかったはずなのだが、それがどこをどう捻ねじれ曲がったのか、「あいつはきっと夏の暑さで頭がやられていたんだ」という謎なぞ理論が父親の口から展開され、この度たびめでたく無罪放免と相あい成なったのである。


    　卒そつ倒とうしておくものだと思った。二度目はさすがにゴメンだが。


    　そうして中学校の前までやってきた寛ひろ樹きは、校庭のど真ん中で屈かがみこんでいる人物に向かって大声を張り上げた。


    「おーい、恒こう正せい。頼たのまれてたもの、持ってきたぞーっ！」


    「おー。こっちだこっち」


    　恒正と呼ばれた人物は寛樹の呼びかけに手を振ると、屈みこんでいる場所へと再び目を落とす。


    　阿あ久く津つ恒正。最初に出会ったのが保育園という、桐きり子こと同じく彼もまた寛樹の幼なじみの一人であった。


    　くたびれたＴシャツに中学校の指定ジャージを穿はいた恒正を見つめながら、寛樹は自転車を校庭の中に引き入れる。そのままスタンドを立てて自転車を停とめると、寛樹は恒正の後頭部からぴょんと跳とび出している寝ぐせに気がついた。


    「恒正。お前まさか、布ふ団とんから出てそのままの格好でここに来たんじゃないだろうな？」


    「ん。よく気づいたね？」


    　眠ねむたそうな瞳ひとみがちらりと寛樹を向く。


    「寝ぐせがひどすぎる」


    　その指摘に恒正は自みずからの髪をちょんと触さわると、


    「直らないな」


    　と、それだけ言ってすぐ興味を失ったように手を下ろしてしまった。直す気がないらしい。


    　とてもじゃないけれども、これが学年一、二を争う成績優秀な生徒とは思えなかった。もう少し外見的なだらしなさが是ぜ正せいされればモテそうな気もするのだが、そうなったらなったで気に入らない。だからそれ以上の言及もしない。


    　寛樹は恒正の隣となりに屈むと、その足下にある装置を指さして言った。


    「それはそうと、完成したんだな」


    「ばっちりな」


    　恒正はこちらを見ずに指で丸を作ってみせる。


    「あとは、これをぶっ刺すだけだ」


    　そう言って校庭の地面に置いていた自らのバッグの砂をはらうと、恒正はバッグの中からペットボトルを切ってくっつけ合わせたロケットを取り出してみせた。


    　恒正はこの夏休みの自由研究に、ペットボトルロケットを提出する予定であった。夏休み前から作る作ると息巻いていたので楽しみにしていたのだが、実際に見てみるとネットで事前に調べてみたものよりもずっとみすぼらしい。


    「なんだか不格好だなこれ」


    「これはあくまで試運転用だからこれでいいんだよ。それより頼んでたペットボトル」


    「はいはい」


    　言われるままに、寛ひろ樹きは手に持っていたポリ袋を差し出す。


    「助かったよ寛樹。さすがに俺の家だけじゃ、何本もジュース飲みきれないしな」


    「なずなが無む駄だに張り切って、腹を壊こわすくらい飲み干してくれたよ。それよりこんなに空からのペットボトル用意してどうすんの？　もうそれでロケット完成してるじゃん」


    「これは試運転用だって今言ったろ？　いずれはもっと高く突き抜けるほどすごいのを作る予定だから、何本もプロトタイプを作る必要があるんだよ」


    　そんなもんかと思いながら、寛樹は水飲み場に向かっていく恒こう正せいの姿をぼんやり見つめる。


    「そういえば桐きり子このことなんだけど──」


    　ふと思い出したように口を開くと、恒正の足がぴたりと止まった。


    「昨日さ。桐子の家に行ってきたんだ。もうあいつの家の母おも屋や、ほとんど完成してた」


    「……そっか」


    　なんでもない素そ振ぶりでそう答えて、再び恒正は歩き始める。


    「なぁなぁ。完成したらさ、桐子に『リフォーム記念・お泊まり会』を提案してみようぜ？」


    「ばーか。小学生の時と違うんだから。あの桐子が許すわけねーだろ、そんなの」


    「お前が言えばアリなんじゃ──って、おい待て！」


    　水の入ってないペットボトルロケットを構えて恒正が寛樹を睨にらみつけて立っていた。


    「オレ、まだ病やみ上がりなんだからっ！」


    　寛樹が慌あわてて手を振ると、恒正はすっとその手を下ろしながら不ふ機き嫌げんそうに声を漏もらす。


    「……なんだよ。病み上がりって？」


    「あー……恥はずいから、そのことにはあまり触ふれないでほしい」


    「だったらお前も、そうやって桐子のことで茶ちや化かすようなこと言うなよ」


    「別に茶化したわけじゃないんだけどなあ……」


    　その言葉は小声でちゃんと聞こえてなかったらしく、恒正はふんっと鼻を鳴らしながら水飲み場にある蛇じや口ぐちへと手を伸ばした。


    　寛樹は恒正のそばまで近寄ってすかさず水飲み場のへりに腰を掛けると、


    「でもさ、この夏が勝負なんだって、お前がそう言ったんじゃねーかよ。どうせまだ何にもアクション起こしてないんだろ？　ほれほれ。なんか反論してみろ」


    「っせーなぁ」


    　蛇口から噴き出す水をボトルに入れながら、恒正がちっと舌打ちをして顔を上げる。


    「俺にもね、段階っつーもんがあるわけ。順序ってのがあるのよ。ずっと小さい時から一いつ緒しよだったヤツと今以上の関係になるには、もっとこう……繊せん細さいな動きってヤツを要求されるわけ」


    「なんだよその繊細な動きって。もっと詳しく聞かせろ」


    　ニヤニヤしながら寛樹がそう聞き返したところで、ボトルに半分くらいの水が入った。


    　恒正は蛇口を閉めると、発射台の方へ戻りながら首だけ振りかえってみせる。


    「まずはだな、この俺の夏休み自由課題であるペットボトルロケットを完成させることだ」


    「え。これ桐きり子こと関係あることだったの？　ただの自由研究課題じゃないの？」


    「当然関係あるに決まってるだろ。俺の一挙手一投足、その全すべてが桐子へと繋つながっている」


    　なにそれ怖い。というかちょっとキモい。


    　恒こう正せいはロケットの発射口を閉めると、発射台にがっちり固定して自転車の空気入れを繋げる。


    　校庭には寛ひろ樹きと恒正以外に誰だれもいなかった。万ばん全ぜんの発射態勢だ。


    「まず、はっ！　テスト飛行っ……だっ！　詳、しい話、はっ！　無事にっ、飛んだら、なっ！」


    　そう言って全身を上下させながら、恒正がボトルに空気を注ぎ込んでいく。ボトルの中に泡が入っていくのを眺ながめながら、破は裂れつしないだろうかと他ひ人と事ごとのように寛樹が思っていると、


    「お、お前っ！　もっ！　やれっ！　寛樹っ！」


    「え？　オレもやっていいの？」


    「これっ、はっ、テストっ！　だからっ!!」


    「んじゃ代わって」


    　寛樹が恒正からバトンタッチして空気入れの取っ手を握にぎると、圧力が思いっきりこちらに戻ってくる感触があった。コノヤロウ。今から入れる方がずっと大変じゃないか。


    「んぎっ！　んがぁ！　なにくそっ！」


    　そうしてパンパンになるまで空気を注いだところで、発射台についているジョイント部分に手をかけながら、恒正はちらっと寛樹の様子を窺うかがった。


    「……ちゃんと飛ぶと思うか？」


    「まぁ、大だい丈じよう夫ぶじゃないかな」


    　額ひたいの汗を拭ぬぐいながら寛樹は適当に返事をした。


    「俺、これを無事に飛ばすことが出来たら、桐子のための特注ロケットを用意するんだ」


    「妙みようなフラグみたいなの立てんなよ」


    「色は濃いピンク色で、花とラブレターを取り付けようと思う。どんな花が良いと思う？」


    「ガチで気持ち悪いぞ。そんなこといいから早く」


    　しかめっ面つらをしながら、恒正はロケットと発射台を繋ぐジョイント部分を思いっきり引く。


    　その瞬しゆん間かん、圧力のかかったボトル中の水が物もの凄すごい勢いで噴射されて、ペットボトルのロケットがあっという間に天高く打ち上げられた。


    「やった寛樹！　大成功だっ！」


    　ロケットから噴き出される水が校庭の砂を一直線上に濡ぬらしていき、二階建ての中学校の校舎を越えて突き上がった瞬間、恒正がガッツポーズを決める。


    「これで……これでッ！　俺は桐子と結婚出来るッッ！」


    「……どういう思考回路で、お前にはその結論が導き出されたんだ？」


    　その直後、ロケットは勢いを失ってゆっくりと地面へと落下し始め出した。


    「寛ひろ樹き、もう一度テストしよう！　なんだか興こう奮ふんしてきちゃったよ俺！」


    　恒こう正せいはテンション高くそう叫びながら、落下地点まで駆け出していった。


    　水しぶきがキラキラと光り、少しだけ涼しい気分になった寛樹はふいに空を見上げる。


    　空はどこまでも青く透すき通っていて、まさに絶好のロケット日和びよりだった。


    



    「──白いワンピースの女の子？」


    　昇降口の前で腰を下ろすと、恒正は寛樹の言葉を聞いてそう声を上げてみせた。今の時間だとこの場所は日陰になっており、こうしてゆっくりと話すのには最適な場所だ。


    　意外と頑がん丈じように出来ていたらしく、地面に落ちたロケットは打ち上げ前とほとんど変わりがないように思えた。恒正はそんなロケットの四枚羽根を撫なでつけながら、


    「松まつ乃のの子じゃないのか？」


    　と、そんな風に顔を上げて寛樹に問いかけてきた。


    「うん。あんな子は見たこと無い。上級生でも下級生でも」


    　松乃中学校の生徒は、四年前に別の中学と統廃合されたばかりの五三人。たったそれだけの数しかいない中、あれだけ異彩を放った子の存在にこれまで気づかなかったはずもない。


    「ふぅん」


    　少しだけ考えるように恒正は空を見上げる。


    「で。寛樹はその子になんの用事があって会いに行くつもりなんだ？」


    「言いたくない」


    「なんで？」


    「言いたくないったら言いたくないんだよ。気分の問題だ」


    　つっけんどんに寛樹がそう答える。せっかく熱中症でぶっ倒たおれたところをうまい具合に省いて説明したっていうのにこいつは。


    「まぁでもそのうちわかるんじゃないか？　町をふらふらしてるなら、見慣れないヤツだってすぐに気がつくしさ」


    「そうだけどさぁ」


    「で、可か愛わいいの？」


    「……多分」


    「多分って。なんだよそれ」


    「実のところ、あんまよく顔を見てないんだよな。それよりも──」


    　ろくな情報も聞けないだろうと踏ふんだ寛樹は、すぐさま先ほどの話題を蒸し返す。


    「どうすんの？　桐きり子こに告こくるの？　告らないの？」


    「いきなり告るとか告らないとかじゃないってさっきも言ったろ？　物事には順序ってものがある。夏休みもまだ長いことだし、まずは無事完成したこのロケットを使って──」


    「……だから、それはやめとけって」


    　本気でそう思っている寛ひろ樹きにも気づかないで、恒こう正せいは愛いとおしそうにロケットを撫なで回した。


    「このままでもラブレターを巻き付けて、桐きり子この家に飛ばせるかもな。どう思う？」


    「襲しゆう撃げきでもする気かよ」


    「まぁ。それは冗じよう談だんなんだけどさ」


    「……お前の冗談は、本気かどうか激しくわかりづらいな」


    　そこで一いつ瞬しゆんだけ沈ちん黙もくが生まれてから、


    「──なんかさ、最近桐子とは昔のように気軽には話せなくなってて」


    　と、そんな風に恒正が切り出した。


    「でも距きよ離り感かんとかはあんまり変わってないんだよね。それがなんかちぐはぐっていうか……。確かに家が隣となり同士だから、回覧板持って行くときに顔は見るんだけど、でもそれだけだし。いまだに二人でどっか行こうなんて絶対言えないし。仮に言っても『どうして寛樹も誘さそわないの？』って、アイツならそう聞いてくるだろ。絶対」


    「まぁ、ましてこんな田舎いなかだしな。どこに行くにしても中学生には限界がある」


    「例えばだけど、野の乃の木ぎ海岸のバスセンターまで一いつ緒しよに自転車で行って、それで市街地にまで出るしかないのかもな」


    　そうぽつりと恒正が漏もらしたのを見て、寛樹はぽんと手を打った。


    「よし。んじゃこうしよう。まずオレと恒正と桐子で市街地まで遊びに行くって計画を立てるんだ。んで当日にオレは風か邪ぜを引いたということにして、そのまま二人で行ってこい！」


    「えぇっ!?　……でもそれってすぐにバレないか？」


    「大だい丈じよう夫ぶだ。オレってほら、なんか病弱そうだろ？」


    「あ。それもそうかもな」


    「……認めなくていいんだよそういうのは」


    「寛樹が言い出したんだろうが」


    　そうして互いに顔を合わせて笑い合った。


    「まぁーなんにせよ、オレはお前と桐子の恋路を全力で応援する。思い切って約束取り付けてこい！　んで桐子の唇くちびるにぶちゅーっとしてやるんだ!!」


    「ぶ、ぶちゅーって……そんな」


    　顔を赤らめる恒正を見ながら、寛樹は何を恥はずかしがってるのやらと思った。付き合うというのは必然キスも当たり前の関係なわけだから、早めにしておいて損もないだろうに。


    　それに、だ。


    　恒正はとても優しい良い奴やつだ。そんな恒正が告白することになったとして桐子がＯＫをしないはずがない。寛樹は立ち上がって、座ったままの恒正を見下ろすと、


    「オレ実は夏休み入る前、それとなく桐子に恒正のことどう思ってるか探さぐり入れてみたんだよ」


    「えっ!?　……いや、ちょっと待って!?　なんで、寛ひろ樹き。いつの間にそんなことをっ!!」


    「終業式の直前かな。そしたら『恒こう正せいって良い奴やつよねー。アンタと違って優しいし』ってさ。少なくともアイツの中では、オレよりお前の方がずっと印象が良いんだ。だから自信を持て」


    「印象が良い……？　マジで？」


    「そうだ。これは勝てる試合だ。仮に玉ぎよく砕さいしても、オレが駄だ菓が子しでも奢おごってやるから！」


    「慰なぐさめにもならないぞ、そんなの」


    　苦笑しながらも、恒正は寛樹に向かってゆっくりと手を挙げる。


    「でもありがとうな。うん。頑張ってみる」


    「そうだ。その意気だぞ少年。あ、でも桐きり子こを泣かすんじゃないぞ。あー見えても結構すぐ泣くんだ。口やかましいし全然オレのタイプじゃないが、それでも大切な幼なじみだしな」


    　そう言い残して、寛樹はチャリに跨またがってペダルに足をかけた。


    「また連絡するっ！」


    　そうして恒正のそんな言葉を背中で聞きながら、寛樹は手を振って中学校を出て行った。


    



    　それから数分ほど寛樹はあの少女の姿を捜してペダルを漕こぎ続けていた。そういえば恒正はあのペットボトルロケットがあるからいいが、自分の自由研究の課題は完全に放置のままだった。


    　一体何を研究しようか。これといってやる気もなにもないのだけれども。


    　そんなことを思いながら、伊い東とう商店という駄菓子屋の前を素通りしようとした時だった。


    　突然きらっと目の端はしからやってきた光に目が眩くらんで、寛樹は自転車ごと倒たおれそうになる。


    「なっ!?　なんだいったい！」


    「あはははっ！　寛樹びっくりしすぎでしょー」


    　その声に振りかえると、伊東商店の前にあるベンチで足をぱたぱたさせながら、桐子が寛樹のことを指さして笑っていた。よく見ると手にはちいさなデジタルカメラが握にぎられている。


    「人のこと、勝手に盗撮しやがったな」


    「盗撮だなんて。そんな貴重なショットでもなかったでしょ、今のはね。でもある意味ですごく貴重かも。めっちゃマヌケな顔が撮れたしっ」


    　そうして見せてきたデジカメの画面を見て、寛樹もついつい納なつ得とくしてしまった。なるほど確かにずいぶんとヒドいマヌケ顔だ。普ふ段だんの自分はこんなにもバカな顔をしているのか。


    「つーか、おいっ。お前、いつそんなカメラ買ったんだよ？」


    「ん？　ああこれ、お母さんのヤツ。あたし自由研究課題これにするから」


    　これのどこが自由研究なのだと思うが、まぁ自由なのだからなんでもありといえばありなのかもしれない。そんなことを思っていると桐子が手元のボタンを押して、先ほど撮られたマヌケ顔の写真から別の写真へと画面が切り替わる。


    「これは一昨日おととい、なずなちゃんと会った時の写真」


    　背景には伊い東とう商店が映っており、なずながスイカバーをくわえてカメラにピースをしている。さらに桐きり子こがボタンに触さわると、今度は昨日延々と食べ続けていたスイカの写真が表示された。


    「これは昨日寛ひろ樹きが帰ったあとで撮った残り分のスイカね。そしてこれが……よっと」


    　アップで映っていたスイカの写真が、ホットケーキの写真へと切り替わる。


    「これは昨日スイカを食べた後に、お母さんと一いつ緒しよに作って食べたホットケーキ」


    「食い過ぎだろ。あんだけスイカを食べた後でホットケーキって」


    「うるさいなぁ。今はあたしの食い意地の話じゃなく、写真の出来の話でしょうよ」


    　蹴けり上げるように出した桐子の足を避さけて自転車を停とめると、寛樹はそのまま伊東商店の中に入って店の奥に声をかけた。


    「おばあちゃーん。いるー？　ラムネくださーい」


    「今は奥の方にいるらしいから、お金だけ置いて勝手に持ってくれば？」


    　桐子の言う通りに、寛樹は冷蔵庫の中にあるラムネを取ってお代を置くと、桐子から少しだけ幅を置いて店の外のベンチに座りこんだ。


    「ま。そんなわけであたしの自由研究は『夏休みの思い出』みたいな？　出来る限りいろんな場所やモノを撮りまくって、ひとつのアルバムにするの。だから寛樹もぜひ協力よろしくっ」


    　聞いてもないのにべらべらと喋しやべるところは相変わらずだな。そう思って栓せんを叩たたくと、ラムネの中のビー玉が音もなく落ちて、すぐさま泡が栓の口からあふれ出してきた。


    　それを慌あわてて舐なめとろうとしたところで、


    「そういえば、熱中症になったんだって？」


    「ぶっ！」


    　突然の桐子の言葉に、寛樹は飲みかけていたラムネを思いっきり吹き出した。


    「ど、どこで聞いたんだそれ！」


    「さっきまでここにいた伊東のばあちゃんから聞いたけど？」


    　なんでこの店のばあちゃんがそんなことを知ってるんだよと思いながら、寛樹は平静を装よそおうようにして再びラムネに口をつける。


    「昨日、様子がおかしかったもんね。今はどうなの？　気分とか悪くない？」


    「悪くない！」


    　きっぱりそう言い切って、そのまま寛樹はじろりと桐子のことを見つめた。


    「恒こう正せいには言うなよ」


    「あらぁ。恥はずかしいの？」


    　くすっと口に手を当て、意地悪そうに桐子が笑う。


    「わかった。黙だまっててあげる。だからあたしにもラムネちょーだい」


    「口止め料ってことか？」


    「そのとおり。さぁさぁ！　あたしも喉のど渇かわいたしっ」


    　やれやれと思いながら寛ひろ樹きが財さい布ふの中から小銭を手渡すと、なぜか桐きり子こはその小銭をじっと見ながらその場で固まってしまった。


    「なんだよ。それで足りるだろ？」


    「べ、別になんでもないけどさっ」


    　口早にそう告げて、そのままつんとした感じで顎あごを突き出しながら店の奥へと入っていく。なんだ。何かおかしなことでも言っただろうか。


    　しばらくしてラムネを持った桐子が戻ってくると、


    「……そういえば、ここのばあちゃんのお孫さんが松まつ乃のに来てるって聞いてる？」


    「孫？」


    　そう聞き返しながらラムネを持ち上げ、寛樹は中に入った透とう明めいなビー玉を見つめてみる。


    「うん。伊い東とうノアって言うんだけど。女の子」


    　その名前を聞いて、寛樹はビー玉を見つめたまま硬直してしまった。昨日の謎なぞの美少女の姿が、再び記き憶おくの中でじわりと滲にじみ出すように思い起こされる。


    「長い黒髪の子だって聞いたから、ちょっと興味があってここに来てみたんだけど。でもいないの。おばあちゃんにどこに行ったか聞いてみたんだけど、わからないって」


    「それって──」


    　ようやく金かな縛しばりが解けたように、寛樹がビー玉から視線をはずして桐子を見た。


    「オレたちと同い年くらいの、女の子だよな？」


    「え。なんで知ってるの寛樹」


    「いや……」


    　そう否定の言葉を口にしてから、寛樹は自分の言っていることが矛む盾じゆんしていることに気づく。


    　桐子もそのことをすぐに察したようで、不審な瞳ひとみのままぐいと顔を近づけて、


    「ちょっと。知らなきゃ、同い年かどうかなんてわかんないでしょうが。あたしだってまだ同い年かどうかなんて何も言ってないよ？　なに、寛樹。もしかして既すでにその子に会ってたの？」


    「あ、会ったというか──」


    「なによ？」


    　顔が近い。


    　にじり寄る桐子の唇くちびるが艶つやめいていることに気づき、なぜかそのことを妙みように強く意識してしまった。どきりとしながら、慌あわててその唇から逃れるようゆっくりと視線を逸そらしていくと、


    「あっ──」


    「うん？」


    　寛樹の声を聞いて、桐子もその視線の方向へと振りかえる。


    　そこには夏の眩まばゆい太陽に照らされながら、大きな白い帽子で頭をすっぽりと包み込んだ少女が二人の様子を見守るようにして立っていた。


    　昨日バス停留所で見た少女だと、そう脳が認識するまでに少しだけ時間がかかる。


    　桐きり子こは桐子でその子への認識に時間がかかっているようで、寛ひろ樹きの胸に突きつけていた指をすっと下ろすと無言でぺたりとベンチに座り込んでしまった。言葉が出てこないのだろう。


    　もしかしたら少女の姿に圧あつ倒とうされてしまったのかもしれない。


    　そう強く断言することが出来るほど確信めいた思いがあった。


    　彼女は──白いワンピースの少女は、目を奪うばい時間を奪ってしまうほどの美少女であった。


    「…………いら、さい、ませ」


    　少女はたどたどしい感じでそれだけを言い、そのまま二人を素通りして店の中へと入っていく。その間わずかに七秒。その姿を目もく撃げきしていなくなるまでの間は、数字にするとたったそれだけの非常に短いものであった。にもかかわらず寛樹にはかなり長い時間、そこに彼女が立っていたような感覚を覚えてしまう。そしてそれは、桐子にも同じことが言えるようだった。


    　近くでずっと鳴き続けていたセミの声がぴたりと鳴き止やんだ瞬しゆん間かん、ようやくはっと我に返った二人は、その互いの顔を突き合わせながらおもむろに口を開き始める。


    「か、可か愛わいかった……ね。まるでお人形さんみたい」


    　桐子はそう呟つぶやいて、それからぐびりとラムネを飲む。桐子のラムネはもう中身がほとんど残っていない。
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    「い、今のがまさしくシャッターチャンスだったんじゃないの……？」


    　対する寛ひろ樹きも、そんなくだらない言葉しか思い浮かんでこなかった。たまたま桐きり子この持っていたデジカメが目に留まったせいでもあったのだが、口にしてみると本当にくだらない。


    「バ、バカねっ寛樹は。勝手に撮っていいわけないでしょ」


    　だったらさっきの自分への盗撮はなんだったんだよ。


    　そんな苦情を寛樹が口にする前に、桐子はラムネを飲み干して店の奥へと入っていった。それを目で追いかけるようにして寛樹も奥を覗のぞいてみたが、既すでに伊い東とうノアの姿はない。


    「奥にでも行っちゃったのかな？」


    　誰だれに尋ねるでもなくそう告げる桐子をよそに、寛樹は自みずからの胸にそっと手を当てる。


    　心臓が、すごい速さでばくばくと脈打ちをしていた。


    「の、ノアさーん。おおーい」


    　そうしてぼーっと心音を確認していた寛樹は、桐子のその言葉を聞いて思わず顔を上げる。


    「お、おい桐子。なんであの子を呼んでるんだよ」


    「呼んじゃダメ？」


    　いや、すっごく呼んで欲しいけれども。


    「理由を聞いてるんだよ」


    「お話ししてみたいからに決まってるじゃん」


    　そうすることが当然とばかりに、桐子は胸を張ってそう答えた。


    「あたしの自由研究はこの松まつ乃のの景色と人物を撮ることだけで、なんの意外性も斬ざん新しんさもないわけ。手抜きだって自覚してるからこそ、何かもっと良いものがないかなって」


    「それで？」


    「何の用事で来てるかさっぱりだけど、余よ所そから来たノアちゃんと過ごす夏休みって、何か新しい自由研究のテーマに繋つながりそうな気がしてさ。だからお友達になりたい。ダメかな？」


    「ダメだなんて言うつもりはないけど……」


    　でももしかしたら、何かプライベートな用事で来ているのかもしれないだろうと、そう口にしようとしたところで寛樹はぐっと言葉を呑のみこんだ。ノアが再び姿を現したからだ。


    「あ。えと……ノアちゃんねっ。はじめまして。あたし三み島しま桐子っていうの。よろしく」


    　桐子はそう言って手を差し出してみるも、ノアは無反応のままその場に立ち尽くしたまま。


    「あ、あのー……えっとー。握あく手しゆ。わかる？　シェイクハンド。オーケー？」


    　完全な日本語訛なまりの英語で桐子がそう告げるも、ノアは相変わらずの調子でその場に立っていた。その空気がたまらなくなったのか、桐子は店の外にいる寛樹に小声で振りかえる。


    「……ね、ねぇ寛樹。スペイン語とかイタリア語とかで、握手ってどう言うのか知ってる？」


    「し、知るわけないだろっ！」


    　そう答える寛樹も、内心ノアの反応を見てかなり戸と惑まどっていた。見た目はどう見ても日本人なのに、彼女には全然日本語が通じていないようなのだ。おまけに英語の方も通じない。


    　県外からくる人間ですら貴重だというのに、握あく手しゆの意味すらよく理解していない彼女と、いったいどう接すればいいというのであろうか。


    　そう思った途と端たんふと名案が浮かんで、寛ひろ樹きは桐きり子この手を横から奪うばい取ってみせた。


    「ちょっ！　ちょっと寛樹……」


    「こうするんだ。わかる？」


    　握手の実演である。寛樹は軽く桐子の手を上下に振って、ノアに握手を見せつけようとした。


    　なのに桐子はなぜかその手をすぐに引っこめて、顔を赤らめながら寛樹をきっと睨にらみつける。


    「こ、これは……べ、別に寛樹としようと思って出した手とかじゃないんですけどっ！」


    「そんなのわかってるよ。この子に解説してみせたんじゃないか」


    　意味不明なことを叫んでうーっと唸うなり声をあげる桐子。なんなのだ一体。


    　そんな桐子をよそに、寛樹はノアを見つめる。


    「わかった？　これは握手っていうんだよ。あ、く、しゅ」


    　一度口をぽかんと開けてから、ノアはゆっくりとその口を動かしていく。


    「あー、くー……す？」


    「そうそう。握手！　仲良しの印！」


    「なーかよ、し？」


    「そうだ」


    　わかってくれたかと満足そうに頷うなずく寛樹に、ノアが近づいてくる。そうして寛樹がゆっくりとその手を差し出すと、なぜかノアはその手を掴つかむことなく寛樹の身体からだにぴたりと抱だきついた。


    「──っっっ!?」


    　桐子が喉のどの奥から絞り出したような声を上げる。


    　寛樹も何が何だかわからずにノアに抱かれたまま硬直する。


    「ん……っ」


    　そんな気持ちよさそうな声を上げて、ノアは寛樹の左ひだり頬ほほに自みずからの頬をすりすりと押し当ててくる。まるで猫が足下で顔をこすりつけてくるような、あの感じにとてもよく似ていた。


    「ひ、寛樹っ！　アンタばっかじゃないの!?　ばっかじゃないのぉーっっ!?」


    「お、オレのせいじゃないだろ！　そうじゃないだろ違うだろ!?」


    　何が違うのか自分でもよくわからなかった。


    　というかなんだこれは。何が起こっているのかさっぱりわからない。


    　なんでこの子は顔をこすりつけているのだ。普通のハグならまだしも、顔同士をこんな風にこすりつける挨あい拶さつって他の国では当たり前の挨拶か何かなのだろうか。


    　ふわりと石けんの匂においがノアの髪から漂ただよってきた。全身の力が抜けてしまうような、そんなとても優しい香りだ。きっとどこにでも売っているシャンプーの匂いなのだろうが、ノアから漂ただよってくるとそれは二倍にも三倍にも良く感じられる。そんな気がした。


    　汗ばんだ肌からも漂ってくる彼女自身の香りと相まって、次第に妙みような気分になってくる。くらくらして、昨日と同じようにまた倒たおれてしまいそうだった。今度倒れたら、それこそ一生モンの恥はじと言っても良い。熱中症ではなく、女の子に抱だきつかれたせいで倒れるなんて。


    　……いやしかし待てよ。それもある意味、熱中症のようなものなのか？


    　そんなことを脳内で寛ひろ樹きが思っていると、


    「い、いい加減、離はな、れ……なさい……よっ！」


    　桐きり子こが二人の肩を掴つかむと抱きつく身体からだを強く引き剥はがして、それから寛樹にだけびしっと指を突きつけて叫んだ。


    「エッチ！　寛樹のエッチ！　ばかばかばかっ！」


    「ば、ばかとは、なんだ……よ」


    　反論する言葉にも力が出ない。ノアの身体の柔らかい感触が、まだ全身に残っていた。


    　まさか、あんなにも柔らかいだなんて。


    　同じ年くらいの女子に抱きつかれるなんて生まれて初めての経験だった。その感触は、日に日に骨張っていく自分とは違う、女の子という異性なのだということを強く実感させられた。


    「えっち？　ばか？」


    　桐子の言葉を受け取ってノアがそう復唱する。
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    「そう！　寛ひろ樹きのこと！　エッチでバカ！」


    「ひろき、えっち。ばか」


    「いえーっす！」


    「おい桐きり子こ。勝手なことばっか教えんなっ──って、あ、あれ？」


    「ふわあぁっ!?　あ、あたしにもやるの、それ？」


    　顔を上げると、ノアは桐子にも先ほどの寛樹にしたすりすりを行っていた。女の子が二人で抱だき合って顔をこすり合わせている姿は、なんとなく自分には介かい入にゆうすることが出来ない特別な世界のようにも思えて、寛樹はちょっとドキドキしてしまう。


    「ひ、寛樹っ！　ぼーっとしてないで、これやめさせてよ！」


    「や、やめさせるって言っても。どうやって？」


    「もおおおっ！　なんなのこれーっ！」


    　そう桐子が叫んだ時だった。


    「──あらあら。いらっしゃい二人とも」


    　そんな声とともに店の奥から、この町でずっと駄だ菓が子しを売っている伊い東とうのおばあちゃんがこちらへやってくる。


    　桐子はようやく現れてくれたかとおばあちゃんに向かって助けを求めるよう叫んだ。


    「お、おばあちゃん！　ノアちゃんなんとかしてよっ！」


    「ふふ。すっかり仲良しみたいだねぇ」


    　どこをどう見ればそう思うのか。


    「な、仲良しっていうか……これ、いったいなんなんですか!?」


    「挨あい拶さつさ。ノアの生まれたところはどうやらそういう風に挨拶するらしい」


    　──らしい？


    　のんびり告げたその言葉に引っかかりを覚えると、おばあちゃんは先ほど寛樹と桐子が置いていったラムネの代金をレジの中へと入れて、抱きしめ合っている二人の元へと近寄っていく。


    「ほら。もういいよ」


    　そうしておばあちゃんがノアの肩をぽんぽんと叩たたいてやると、ノアはゆっくりと桐子の身体からだから離はなれて、再び店の奥へと引っ込んで行ってしまった。


    「……い、行っちゃった？」


    　ノアの姿が見えなくなっても、桐子はその身体を強こわ張ばらせてそう呟つぶやく。


    「ああ。もう行ったよ」


    「なんだか……。なんだかあたし、どっと疲れてきたわ……」


    　さながらゾンビのようにふらふらと外のベンチへ向かって行く。


    「あの。あの子っておばあちゃんの孫なの？」


    「そうだよ」


    　それまでのんびり受け答えしていたおばあちゃんが急に即答になる。


    「いったい、どこの国の子なの」


    「なんていったかなぁ」


    　少しだけ妙みように感じながらも寛ひろ樹きが尋ねると、おばあちゃんはレジ近くの椅い子すに座り込んで、


    「とにかく夏休みの間だけ遊びに来てるんだよ。特に目的もなくふらふらと散歩しているみたいだから、もし外で見かけたら仲良くしてあげてね」


    　と再びのんびりとした調子でそう言った。


    　寛樹は肩をすくめる。ただでさえ言葉がうまく通じない上に、あんな不思議な挨あい拶さつをお見舞いされたのだ。かなりのギャップがあるのは否いなめなかった。


    　あっ、とそこで寛樹が思い出したように声をあげると、


    「あの。オレ昨日熱中症で倒たおれて、それであの子となずなに家まで運んでもらったんです」


    「ああ。知ってるよ。あの子がそんな顔をしてたからね」


    　そんな顔とはどんな顔だ。少しだけ眉まゆをひそめておばあちゃんを見つめると、


    「とにかくお礼が言いたくて。あの、良かったら伝えておいてくれませんか？」


    「伝える。……うんまぁ、努力してみるなぁ」


    　そうけらけらと笑ってみせるおばあちゃんを見て、そのまま寛樹はがっくりと肩を落とした。この様子じゃ、きっとこの人もまともにコミュニケーションが取れていないのだろう。


    　伝言を諦あきらめて寛樹が外に出ると、じっと見つめる桐きり子こと目が合った。


    「な、なんだよ桐子？」


    　寛樹がそう尋ねると、桐子はぎこちなく口元を歪ゆがませながら、


    「ノアちゃんの……胸」


    「む、胸!?」


    　無意識にノアの胸ばかり見ていた気がする。そう思って、寛樹はぎくりと身体からだを強張らせた。


    「胸……そうっ！　胸のことなんだけどっ！」


    「は、はい！」


    　殴なぐられると思い、ぴんと背せ筋すじを正して返事をすると、桐子はさらにぎこちなく口を歪ませて、


    「……ど、どうよ？」


    　そのように声のテンションを急落させながら問いかけてくる。


    「どう？　どうってなんだよ？」


    「だ、だからノアちゃんの胸のこと、どうよって！　さっき抱だき合ってたでしょうが!!」


    　そんなことを言われてもと思いながら、寛樹はまたしても声のテンションが高くなった桐子に思った通りのことを口走ってみた。


    「ま。まぁ……ぽよんと大きかったっていうか、ふわり柔らかかったっていう──げほぉっ！」


    　鼻先に思いっきりパンチが飛んできて、寛樹はその場に倒れる。


    「あたしだって……あたしだって、別にないわけじゃないんだからっ！　ちっくしょおーっ！」


    　勝手に意味不明なことを叫びながら、桐きり子こはそのまま猛もうダッシュで駆け出して行ってしまう。なんてヒドい仕打ちだろうか。お前がどうよ？　と聞いてきたくせに。


    「あ、鼻血」


    　手が飛んでくるとは夢にも思わなかった寛ひろ樹きは、呆ぼう然ぜんと押さえていた鼻から手を離はなしてそんな風に呟つぶやいた。
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    　夜になって夕食をすませると、寛樹は鼻に詰めたティッシュを抜き取って自室の布ふ団とんに寝転がった。血はもうすっかり止まっているみたいだ。


    「伊い東とう……ノア、か」


    　妙みような子だと思うのは、彼女が日本在住じゃないからなのだろうか。そういえば、せっかくいろいろと尋ねるチャンスがあったというのに、ろくに聞けやしなかった。


    　ただあえて伊東のばあちゃんが何も言わなかったように、もしかしたらこの松まつ乃のに彼女がやってきたのは、何か本当の意味で特別な理由があってのことなのかもしれない。両親の仲がうまくいってないからとか、向こうの学校で何か嫌いやなことがあったからとか。


    　そうでなければ、この町にやってくる理由が本当にわからなかった。避ひ暑しよ地ちでもないし、見るべきところもない。本当に何もない町なのだ。


    　自室のエアコンは、一番低い温度設定でびゅうびゅうと風を吹き出し続けていた。


    　そのような風の音を聞きながら、ふとそこで寛樹は昨日から枕まくら元もとに置きっぱなしになっている小説を手に取ってみることにした。
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    「着いた」


    　隕いん石せき落下地点には既すでに多くの野や次じ馬うまたちが辺りに群がっていた。


    　どうやら見たところ同じ学校の連中もいるようだった。制服でやってきている連中もいる。わくわくが抑えきれなくなった弘ひろ文ふみも早さつ速そく自転車を停とめてその現場に近づこうとした。


    「待ってよ」


    　途と端たん、きゅっとＴシャツの裾すそを掴つかまれる感覚。


    「エスコートしてくれないの？」


    　振りかえると、自転車の荷台に乗ったままの少女がきょとんとした瞳ひとみでこちらを見ていた。


    「なんでぼくが」


    「わたし、この町に来たの初めてなの。ここに来るまでの間に、そう言ったでしょ」


    「それで？」


    「そんないろいろわからないことだらけのわたしを置いて、キミは一人で勝手に行っちゃうわけ？」


    　確かにせっかく都会からやってきた人間を邪じや険けんに扱あつかうのも悪い気がした。


    　だが同時に、あまり馴なれ馴なれしくされて同級生たちに噂うわさされるのも嫌いやだ。つかず離はなれず、なるべく微び妙みような距きよ離り感かんで接しようと心に決めて、


    「わかったよ。それとぼくは弘ひろ文ふみって言うんだ。いつまでもキミキミって──」


    　その瞬しゆん間かん、彼女の裾すそを掴つかんでいた指がぱっと離れ、


    「──え」


    　そう声を発する間もなく温かい感触が弘文の左手の指にくるりと絡からまり出す。少女の細く長い指が、しなやかですべすべとした感触が直じかに伝わってくる。


    「う、うわああ！」


    　弘文は驚おどろいてその手を振りほどいた。すると、少女はまたもきょとんとした瞳で、


    「どうしたの？　急におっきい声だして」


    「そ、そっちが！　そっちが急にぼくの手をっ！」


    「エスコートしてくれるのかと──って、ちょっと見てみて！　すっごーいっ！」


    　そう言いながら、安全ロープで囲まれた隕いん石せき墜つい落らく地ちに駆け寄っていく少女。


    「まるでお皿みたいに綺き麗れいな円だね。そう思わない？」


    　初対面なのにこれだけ馴れ馴れしいのもすごいと思いながら、弘文は声を張り上げる。


    「な、名前！」


    「え？」


    「名前だよ名前！　そういやまだ君の名前をよく知らない！」


    「あ。あー名前。わたしの？」


    　他に誰だれがいるんだと思いながらも、弘文は何度も頷うなずくと、少女はにっこりと笑って答えた。


    「わたしは智ち夜や。出来ればちゃん付けとかさん付けとか、そういうのよりも素直に智夜って呼び捨てで呼んでくれると嬉うれしいかな、弘文クン？」


    　その笑顔に、心臓がどくんと大きく跳はねる。
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    　そこで、ぱたんと小説を閉じて寛ひろ樹きは顔を上げた。


    「……もしかするとあの子も、隕石の衝しよう突とつ地点を見にやってきたのかな？」


    　しかしそこまで口にして、すぐにその可能性を自みずからで打ち消してみせた。あんな小さなクレーターをいちいち見に来るなんて、それこそ考えられないことであった。


    　その隕いん石せき落下地点とは、寛ひろ樹きの家の前にあるバス停から北方向、ちょうど海とぶつかる丁てい字じ路ろの左手、野の乃の木ぎ海岸バスセンターの真ま隣となりにあった。


    　今から約三〇年前に落下した隕石によってできた、直径一五メートルくらいの小さなクレーターのことで、発見当時から既すでにその中心には隕石と思わしき石は何もなかったらしい。衝しよう突とつ時の衝しよう撃げきで飛ひ散さんしたとも言われているらしいが、詳しいことは寛樹もよくわからなかった。


    　しかしあらためて読み直してみると、本当に普通の恋愛小説だと思う。


    　これまでずっと寛樹は、この主人公のように恋に落ちるという感覚がよくわからないでいた。


    　当然恒こう正せいのように、桐きり子このことをそういう目で見たことは一度もない。幼なじみだし友達だとは思っているけれども、それ以上の関係を想像したことなど微み塵じんもなかった。


    　クラスの女子はどれもみんな可か愛わいくないと思っていたし、テレビに映るアイドルや女優は確かにクラスの女子よりはずっと可愛いけれども、だからといってのめり込んでしまうなんてこともなかった。


    　女子を見てドキドキしたことなど一度もなかったのに。そう思って寛樹は天井を見上げる。


    　どう表現すればいいのだろう。何かしないと、この上なくたまらない気持ちになる。そんな、焦しよう燥そう感かんにも似た何かが、喉のどの辺りできゅーっと締しめ上げている感じだった。


    　本当にいてもたってもいられなくなり、寛樹は布ふ団とんを被かぶると、この小説の主人公と自分を重ね合わせて妄もう想そうを始めることにした。


    　ヒロインは伊い東とうノアだ。ノア自身はどこかの日本じゃない国からやってきたらしいが、あくまで妄想の中での彼女は、小説のヒロインと同様、都会の美少女ということにしておく。


    　寛樹は布団の中で携帯を開くと、それをライト代わりにしながら『あの夏、最後に見た打ち上げ花火』の中で、自分が最も好きな台詞せりふを探してみることにする。


    「ええっと……そうだ。ここ。『ねぇノア』『なに、寛樹』」


    　小説の人物の名を自分たちに当てはめていきながら、寛樹は小説を読み上げていく。


    「『元の町へ帰っても、僕のことは忘れないでね』『……わかってる。忘れないよ』」


    　そこで寛樹は小説を布団の外へと放ほうり投げ出すと、枕まくらを抱だいてそれにくちづけをした。何度も。何度も何度も何度も何度も何度も何度もなん──


    「お兄ちゃん、お母さんがお風ふ呂ろ入れ……って、なにしてるのそれ……？」


    　いきなり布団を引っ剥ぱがされた寛樹は、なずなの嫌けん悪お感かん剥むき出しの表情を見てから、


    「ぷ、プロレス技の研究だ……っ」


    　そんな苦しい言い訳をして笑ってみせた。が、絶対気持ちの悪い顔をしていたに違いない。


    　昨日に引き続きまたしても今すぐ死んでしまいたくなる衝動に駆られる、そんな七月終わりの夜のことであった。


    　どこかでカエルがうるさく鳴き続けている声がした。

  


  
    



    　第二章


    



    　軽快なピアノの音楽と共に、古ぼけたラジカセからお馴な染じみの声が飛んでくる。


    『──腕を前から上にあげて、大きく背伸びの運動ーっ♪』


    　言われるがまま、その場にいた小学生たちと共に寛ひろ樹きは機械的に腕を持ち上げた。


    『いち、に、さん、しっ。背せ筋すじを十分に伸ばしましょう──』


    　何なに故ゆえに自分は今、中学生になってまで小学生と一いつ緒しよにラジオ体操をしているのか？


    　その答えは簡単だ。伊い東とうノアがそこにいるからである。


    　実は八月の一週目が終わった日の夜、寛樹は妹のなずなからこんな情報を耳にした。


    　──お兄ちゃんを一緒に運んだあの女の人が、最近ラジオ体操に来てるんだよ。


    　あの日、駄だ菓が子し屋やで伊東ノアと再会してからというもの、現在に至るまでこれといった出来事は何もなかった。そんな中でのなずなからのノアに関する新情報。来ないわけには行くまい。


    　どうせやることなど何もなかった。長い休みを、ただ意味もなく無む駄だに持て余し続けている。


    　一応あれからも何度か駄菓子屋まで行ってはみたのだ。だがノアはいつも姿を見せなかった。


    　だから正直、昨日のなずなの発言にはかなりの感謝をしていた。


    　終わったらさっそくノアに話しかけてみようか。日本語を個人レッスンで手取り足取り教えてあげるとかはどうだろうか。いかん、そんなことを考えていると自然と顔がにやけてしまう。


    　周囲の小学生たちと両手両足を振り回しながら、寛樹はラジオから流れてくるピアノの音に合わせて妄もう想そうを広げていく。無意識に鼻の下が伸びまくっていることにも気づかずに──
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    　そんな鼻の下を伸ばした兄の寛樹を見て、なずなは不ふ機き嫌げんそうに体操の手を止めて言った。


    「──お兄ちゃん、それ間違ってるよ」


    　そう指摘しても、寛樹はそんななずなの忠告など全く耳に入らないかのように、一つ前の上体反らし運動をいつまでも続けていた。


    「間違ってるって。もうそれ終わったよ、ねぇ聞いてる？　お兄ちゃん。ねぇってば」


    　そうなずなが寛樹の袖そでを引っ張ったその時である。


    　白い帽子を被かぶったまま体操をしていた伊東ノアが、じっとこちらを見ていることに気づいた。


    「…………」


    　ノアと一いつ瞬しゆんだけ視線を重ねて、すぐになずなはぷいっと顔を背そむける。そうして再び視線を戻すと、寛樹はいつの間にかラジオから聞こえる通りの体操に戻ってしまっていた。


    　進行通りになってしまった以上、もはや何も言えないではないか。


    「いやらしい顔して」


    　寛ひろ樹きのだらしない顔を見てそう吐はき捨てるも、その耳には全く届いていないようだった。久しぶりにラジオ体操にやってきたかと思えばこういう理由だったのかと思うと、なずなはますます寛樹に対してげんなりした気持ちになった。


    　まだ寛樹が小学生の頃ころ、なずなは兄に手を引かれてラジオ体操に来ることが楽しみで仕方がなかった。だから今日はてっきりあの頃みたいに、二人で仲良く並びながら体操するものとばかり思っていたのに。そのはずだったのに。


    　正直、空から回まわりもいいとこだった。


    「ホント、バカみたい」


    　そうしてなずなは再びノアの方へと振りかえる。


    　熱中症で倒たおれてからというもの、寛樹はこの伊い東とうノアという女の子のことばかり考えているように思えた。


    　というか、間違いなくそうに違いない。近頃ずっとそわそわして様子がおかしいから。


    　なんというか、その一挙手一投足が全部キモい。


    　七月の終わり頃、なずなは寛樹の部屋を開けてみた時、彼が枕まくらに向かってキスをしながらぶつぶつと呟つぶやいていたのを偶然目撃してしまった。変態を絵に描いたような寛樹の姿を見て一応は気づかないふりをしてあげたのだけれども、あの時は正直本気で怖おぞ気けが走っていた。
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    　なんなのだろう。この感情は。


    　モヤモヤしながら、なずなは前に寛ひろ樹きが熱中症で倒たおれた時のことを思い出した──
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    「──お、お兄ちゃんっ!?」


    　鼻歌混じりで家に戻ろうとしていたなずなの目に突とつ如じよ飛び込んできたのは、バス停の前で意識を失ったまま倒れている寛樹の姿だった。そんな寛樹を抱だきかかえる見知らぬ少女に目もくれず、なずなは寛樹の身体からだを揺ゆさぶりながら、


    「ど、どうしたの!?　ね、ねぇっ！」


    　しつこいくらいに何度もそう叫んだ。だが一向に反応を見せない兄を見て、なずなの心中はますます混乱する。漠然とした不安と恐怖が募つのり始め、いよいよパニックになりかけたその時、


    「……れた」


    　横から聞こえたその声で、なずなは初めてその時そこに少女がいることに気がついた。


    　はっと我に返るようになずなはその少女の顔を見ると、


    「……きゅ、に。たおれた」


    　少女はたどたどしくなずなに告げる。


    「どこ……か、やすめるとこ」


    「あっ!!　そ、そうだ！　お兄ちゃんとなずなの家、あっちなの」


    　慌あわてふためきながら家の方向を指さすと、少女はそのまま寛樹の身体をすっとおぶり始めた。


    「つれてく。どこ？」


    「う……うん!!　こっち!!」


    　ろくに考えることも出来ないまま、なずなは寛樹をおぶった少女を引き連れて家の中へと招き入れた。そうして急いで寛樹の部屋まで少女を案内すると、


    「ここ！　ここにゆっくりと降ろして！　なずなも手伝うから」


    　布ふ団とんを敷しいてぱんぱん叩たたくと、少女は言われるがままにおぶっていた寛樹をその場へ降ろした。そのまま完全に意識を失った状態である寛樹の身体を、なずながどうにかして布団の向きに合わせようとしてみる。


    「重いっ!!　もおおっ。お兄ちゃん、なんでこんなに重いのーっ!!」


    　寛樹の両足を持ったまま、少女が横で見ているのにも構わずになずなはそんな悲鳴を上げた。


    　ガリガリのもやし君のくせにどこにそんな肉がついているんだと思いながら、それでもどうにかして布団に無事寝かせると、なずなは台所へ走って冷却シートと氷こおり枕まくらを取りに行った。


    　戻ってくる途中で、見知らぬ少女にお礼をしなければと思っていると、


    「あ。あれ……？」


    　部屋に戻ると、少女はまるで煙のように消え失うせてしまっていた。それでも寛ひろ樹きのおでこに冷却シートを貼はって、滑すべらせるように氷こおり枕まくらを後頭部に差し入れると、なずなは急いで少女を捜しに玄関へと向かって行った。


    　開け放しになっていた玄関には、あったはずの少女のサンダルが見当たらない。


    　どうやら何も言わずに去って行ってしまったらしかった。


    「まだ、ありがとうって言ってないのに……」
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    　あの時は名前も知らずただ良い人だとばかり思っていたのだが、今はそれとは別の感情がなずなの中に沸わき起っていた。


    　つまりあの伊い東とうノアのことをちょっとだけ憎にくらしく思っている。どうしてそのような感情になるのかはわからなかったけれども、おそらくそれがこの胸のもやもやとした原因に違いない。そうなずなは思っていた。


    「……確かに、可か愛わいいのはわかるけどさ」


    　けど、何もそこまで夢中になることないじゃないか。そんな風になずなは思う。心の中でそんな風に思うと、なずなは再度ノアの顔を見つめる。


    　伊東ノアは、この町に一つしかない駄だ菓が子し屋やの伊東商店のお孫さんだと聞いた。


    　すごく日本人ぽい顔立ちなのに、日本語があまりうまくない。


    　最初に出会った時、言葉のニュアンスでそう感じた。おそらく海外育ちなのかもしれない。


    　年齢は見たところ寛樹と同じ中学生くらいで、顔立ちがすっきりと整った美人さんだ。


    　ノアは、同じ女であるなずなから見ても顔スタイルともに素晴らしいものを持っていた。


    　あれはどちらかというと可愛いというより美人といったタイプで、少なくともこの松まつ乃のではまず見たことがないような子だ。雰ふん囲い気きや佇たたずまいが、この町のイモ臭くささに全く馴な染じんでいない。


    　町を歩けば一ひと際きわ目につきそうな長くすらりとした脚。夏なのに真っ白で透すき通りそうなほどの肌。まるで人形か何かのようだ。モデルだ女優だと言われてもなんら不思議じゃない。


    　対するなずなは「今日はプール明日は虫捕り」といった感じで出かけまくって、いまや全身が真っ黒になってしまうほどこんがり日焼けしてしまっている。


    　おかげさまで周囲からは健康優良少女という、欲しくもない称号までつけられる始末。


    　あらためて自分とノアを見比べながら、なずなはぐっと唇くちびるを噛かみしめた。


    　伊東ノアという存在は、それまで夏は日焼けした肌が当たり前だと思っていたなずなにとってその常識を根底から覆くつがえすほどのショックであった。白いワンピースに身を包んだ真っ白な肌の伊東ノアは、まだ小学生である自分にもはっきりと羨せん望ぼう感かんを抱いだかせてしまうほどに美しい。


    　ぱっと遠目でも見てもわかるそのスタイルも、まるでハリウッド映画の女優さんのようだ。それなのに実際に近くで見てみると、髪も黒くてかなり日本人的な顔立ち。


    　そのようにどこかアンバランスでありながらも、絶妙な親しみ易やすさを感じさせる彼女の外見は、テレビに映るモデルや女優よりもずっと身近な存在のように思わせてくれるのだった。


    　──もしかしたら、自分でもどうにか頑張ればこんな風にお人形さんみたいになれるのかも。


    　そんなささやかな期待を感じさせる何かが彼女にはあった。


    　よくよく考えればスタイルなんて生まれつきのものでしかなく、どうにもならないと現時点ではわかっているはずなのに、それでも近付こうと努力することなら出来るかもしれない、と。


    　なずなにもそんな風に思わせる不思議な親近感が、この伊い東とうノアにはあったのである。


    「──おい、なずなってば。聞いてるのか？」


    　その声で我に返るとラジオ体操はとっくに終わっていて、なずなの目の前には同級生の男子どもが数人並んで立っている。その誰だれもが揃そろって虫捕り網あみを携たずさえながら、


    「今日はどうする？　午前中はプールで、その後カブトムシいっとくか？」


    「一昨日おとといなずなが捕ったカブト、めっちゃデカかったからな。今日こそ記録更新してやるよ」


    　と、なずなを取り囲みながらそのようなことを口々に交わし合っていた。


    　なずなは普ふ段だんから男子とつるんでアクティブな遊びばかりをしている。そのせいで、いつもこのように気づけば男子が誘さそいに来てくれるのだが、今日はなんだかあまり気乗りがしない。


    　その原因は、間違いなく伊東ノアという人形のような人物のせいだった。


    　人形は虫捕りだなんて真ま似ねはしないはずだ。


    「……ふっ」


    　一度そう思うとなんだかカブトムシの大きさがどうとかで競っているのが急に子供っぽく思えてしまい、ほとんど無意識のまま嘲あざけった笑いがそのまま周囲に向かって漏もれ出てしまった。


    「あーっ！　なんだよその笑い。ふざけやがって。ぜってー今日カブト更新してやっからな！」


    　はいはい、とばかりになずなはぎりぎり歯を鳴らす男子どもに首を振ってみせる。


    　全く男子っていうのは、どうしてこうも幼稚っぽく居続けられるのだろうと思う。自分はそんな虫捕りなど卒業し、もっと大人な女の子になろうと思い始めてるというのに。


    　とは思うものの、特に用事があるわけでもないので、


    「一いつ緒しよに行くからちょっと待って。まだラジオ体操のスタンプもらってない」


    「な、なんだよ。急に変な態度取り出したから、行かないのかと思ったじゃねーか……」


    　毒気を抜かれた男子をよそに、なずなは胸にぶらさげたスタンプカードを手に取って校庭にいる係の男性の元へと走っていく。すると、ちょうどちらと視界の端はしに兄とノアの姿が映った。


    　──あれ。あのふたり……。


    　そう思いながら係の男性の前で並んでいる列で立ち止まって、その姿を目で追っていく。


    　二人はすぐに小学校の校庭を離はなれて見えなくなってしまった。


    「はい。なずなちゃんの番だよ」


    　その声で振りかえると、係の男性がスタンプを持ちながらこちらを見ていた。スタンプカードを差し出してそれにしっかりとスタンプしてもらうと、なずなはすぐさま先ほどの男子たちの横を通り抜けて校庭の門へと向かっていく。


    「あっ！　おいなずなーっ。カブトムシ行くんじゃなかったのかよっ！」


    「ゴメン、やっぱ今日はあんたらだけで行ってっ！」


    「なんだよそれっ！　行くって言うから待っててやったのに!!」


    「ホントごめんってばっ！」


    「なずなのブースっ！　ばあああっか！」


    「今言ったヤツ、次会ったら死刑だかんねっ！」


    　最後に罵ば倒とうした男子へ中指をおっ立てると、なずなは校門をくぐって兄とノアの後を追った。


    　どうして突然追っかけるだなんて行動に出たのかはわからなかった。ただなんとなく二人がこれからどこに行くのか興味があったし、何よりもあの伊い東とうノアといやらしい兄を二人っきりのままにさせたくなかった。そうだ。だから自然と足がそのように向いてしまったのだ。


    　変態兄がこれ以上変態になったら、おまわりさんに逮捕されてもおかしくない。


    　そんな兄はイヤだ。絶対にイヤだ。何があろうとイヤったらイヤなのだ。


    　とにもかくにも、なずなはこっそりと二人の後をつけてみることにしたのだった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    「あー……。その、えーっと……」


    　ノアをラジオ体操のあった小学校から連れ出してはみたものの、どこへ行くかもはっきりと決めていなかった寛ひろ樹きは途と端たんにおろおろとし始める。予想以上にノアは自分の誘さそいにホイホイと付いてきたものだから、こんな展開になるとは夢にも思わなかった。


    　ダメ元というより、完全にダメなつもりで「どこか行かない？」とジェスチャーをしてみせたのに。


    「お、オレのこと。覚えてる？　寛樹だけど」


    「ひろき？」


    　ノアは確認するようにそう呟つぶやくと、


    「ひろき。えっち、ばかのひろき？」


    「あー……そういえばそんなことを教え込まれていましたね」


    　桐きり子このヤツめ。思えば初対面の女の子になんてことを教えやがるんだ。


    「それ、ノー。ノーだから」


    「のー？　なに？」


    　ノアが首を傾かしげる。


    「あっ。そうか。英語が話せるわけじゃないんだよな。えーっと……『違う』ってわかる？」


    「ちがう。わかる」


    　ノアが頷うなずいたのを見て、寛ひろ樹きはほっとした。以前に会った時はもっと意味がわからずに喋しやべっているのかと思っていたが、どうやら彼女は日本語を少しは理解しているらしい。


    　ただそんな風に見えるだけなのかもしれなかったが、今はとりあえずそう思うことにする。


    「オレは寛樹。だけど、えっちとばかは違う。わかる？」


    「えっちとばか。ひろきはちがう。わかる」


    　思っていたよりものみ込みが早いノアに寛樹はびっくりする。


    　予想よりもずっと言葉を理解してそうだと思いながら、


    「そのとおり！」


    　と調子良く親指を立てると、ノアはそんな嬉うれしそうな寛樹の顔を見て柔にゆう和わに微笑ほほえんでみせた。


    　薄うすく目を細め、その小さな赤い口元にはうっすらと白い歯が覗のぞいている。


    　天使だ。ここに天使がいる。


    　その可か愛わいらしさに、寛樹は思わず頬ほおが緩ゆるんでしまいそうになった。今まで松まつ乃のという狭せまい世界で生きてきた自分にとって、それは見たことも無い美しさに見み惚とれた瞬しゆん間かんでもあった。この世の中にはきっとまだ自分の知らない美しいものがたくさんあるのかも。


    　そんな可能性を感じさせてくれる笑顔だった。マジたまらない。


    　ふとそこで、寛樹は駄だ菓が子し屋やで抱だきつかれた時のことを思い出してすっと顔を背そむける。


    　──そういえば、この女の子と抱き合ったんだっけ。


    　見ているだけで癒いやされてしまうこの少女と、先日ゼロ距きよ離りで近付いた瞬間があったのだった。あまりの出来事にすっかり現実感が失なくなってしまっていたが、考えれば考えるほどその時のことばかりが脳内をいっぱいにしていき、顔がかぁっと紅潮していく。


    　背けた顔を元に戻せなくなっていた。まともに彼女の顔を直視出来ない。


    　寛樹はあさっての方向へと目を泳がせながら、無理矢理にでも口を開こうとする。


    「え、えーっと……」


    　どうしよう。ノープランすぎて間まが持たなくなってしまっている。何を話せばいいのやら。そりゃあさっきまでは、日本語のレッスンを手取り足取りとか思ったりしていたけれども、実際に出来るかと言われたら絶対に無理だ。自分にそんな度胸などあるはずもない。


    　──もしも自分がイケメンだったら。


    　寛樹はふとそんなことを思う。


    　イケメンなら、たとえ今のような状況でも臆おくすることなくフレンドリーに、かつスマートにエレガントでフレキシブルにスキンシップを交えながらこの場をエンジョイ出来るはずだった。


    　少なくとも、イケメンにはそれだけのポテンシャルがあると寛樹は信じ込んでいた。


    　だがあいにくイケメンではない自分にそんなポテンシャルなどあるはずもなく、あるのは持て余されたリビドーと鼻息の荒さだけだった。ついでにいうと唾だ液えきの分ぶん泌ぴつ量りようも多い。


    　何か良い話題はないだろうか。誰だれと話す時でもきっかけとなるようなそんな話題は何か──


    　そんなことを思っていると、


    「あ、あれ？」


    　気づけばノアの姿がどこにも見当たらなくなっていた。


    「う、うっそ!?」


    　早くない？　自分という男に見切りをつけるの、マジ早すぎない？


    　まさか中学生男子の甘あま酸ずっぱい初恋を、こんな一いつ瞬しゆんでポイ捨てするなんて──と思っていたが違った。よくよく見るとノアは寛ひろ樹きから離はなれてふらふらと図書館の方向へ歩き始めていた。


    「ま、待って！」


    　行くならせめて一言くらい声をかけてくれても良かったのに。


    　そう思ったが、考えてみれば言葉がうまく喋しやべれないのだから当たり前かと思い直す。


    　そのまま寛樹はノアの後を追いかけるようにして、ともに図書館へ向かうことにした。


    



    　図書館はエアコンがしっかりと効いていて涼しかった。


    　開館とほぼ同時にやってきたせいか、利用者は寛樹たちを除いてほとんどといっていいほど誰も来ていない。


    　ノアは行き先を決めていたようにすたすたと奥へ向かって行く。白い帽子は脱がないのだろうかと思いつつも、寛樹はその後ろ姿を追っかけて、


    「何か探してるの？」


    　きょろきょろと本棚を見回すノアに向かってそう尋ねてみた。ちゃんと意味が通じているだろうかと思っていると、


    「ほん」


    　ノアはたったそれだけを言って、さらにどんどんと奥へ向かって行ってしまう。まぁ確かに図書館へ来て本以外のモノを探すなんてそうはない。無ぶ粋すいな質問であった。


    　大人しく寛樹は、ノアがどのジャンルの本を探しに来たのかを黙だまって見守ることにした。


    　ノアは一番奥にある児童書のコーナーまでやってくると、その中の何冊かをろくに表紙も見ないまま手に取って机に乗せた。


    「マンガ世界の歴史に、ちきゅうのしくみに、どうぶつずかん……？」


    　持ってきた本のタイトルを寛樹が声に出して読み上げる。なんの共通点もありゃしなかった。


    　するとノアは急にそれらをめくっては、信じられないほど恐ろしいスピードで本の中身を消化していく。寛樹はその光景に思わず目を疑ってしまった。


    　スピードリーディングというのだろうか。隣となりにいた寛樹にはほとんど何もわからないままぱらぱらとページがめくられていき、ノアは五分もしない間に五冊の本を読み終えてしまった。


    「つぎ、よむ」


    　何の余よ韻いんも残すことなく、ノアはすっと席から立ち上がって本を戻しに行ってしまう。


    「も、もしかして……ノアってめっちゃ天才児だったの？」


    　いまもって、寛ひろ樹きは出会った時からずっとノアにやられっぱなしであった。


    　よくわからない挨あい拶さつを交わされて、予想よりも日本語がうまいなと思ったら、今度はいきなり速読まで始めてしまう。おまけにとんでもなく可か愛わいい美少女。


    　こちとらどうにかしてそのワンピースの上から身体からだのラインを想像しようと妄もう想そうたくましくしているのに、この差はなんなのだろうと思う。


    　寛樹はノアと釣り合いがまるで取れてない事実に気づいて急速に自信を失っていく。


    　そうしているうちにも、ノアは次の本を持ってきてぱらぱらとページをめくり始める始末。


    「トイレ、いってくる……」


    「いって、らっしゃい、ませ」


    　ノアは顔も上げずにそう告げる。誘さそいに乗ってきてくれたから多少は自分に興味があるのかと思っていたけれども、どうやらそれらは全すべてこちらの勘かん違ちがいのようだった。


    　短い初恋であった。人生とはかくも儚はかなく無情なのだな。


    　がっくり肩を落として寛樹は廊下を歩く。そうしてトイレで出すものを出して戻ってくると、あれほど勢いよくページをめくっていたノアの指がぴたりと静止しているのに気づいた。


    「どうしたの？」


    　寛樹がひょいとノアの読んでいる本に目を落とす。それはどこの図書館にでもありそうな『うちゅうのふしぎ』というタイトルの本だった。


    　ノアは、その本に描かれている木星を見ながら固まっていた。


    「宇宙のことに興味があるの？」


    　寛樹がノアに尋ねると、


    「……わから、ない」


    　か細い声でぽつりと漏もらし、急にふらふらと頭を左右に揺ゆらし始めたかと思うと、ノアはそのまま机に向かって倒たおれ込むように頭を押さえ始める。


    「ちょっ！　……大だい丈じよう夫ぶ？」


    　寛樹がノアにそう問いかけると、ノアは頭を押さえながらこちらを振りかえった。


    「あ、りが……とう。ひろき」


    　その表情にはあまり生気がなく、やや青ざめているようにも見える。


    「少し休んで。何か飲み物でも飲んでゆっくりしよう」


    　そう言って寛樹はゆっくりと立ち上がらせると、ノアを休きゆう憩けい所じよの方へと連れて行った。


    



    「はいどうぞ」


    　自販機で買った冷たいペットボトルのお茶を手渡して寛ひろ樹きはノアの隣となりに座り込むと、ノアはそれを見つめたまま不思議な面おも持もちで首を捻ひねり始めた。


    「まさか……ペットボトルのことも知らないの？」


    　寛樹の言葉にノアは素直にこくんと頷うなずく。本当にいったいどこの国から来たんだろうと思いながらも、寛樹はノアの目の前で自分のジュースのボトルを捻ってみせた。


    「こうするの。やってみて」


    「こう？　……あ」


    　言いながらノアが力をこめてキャップを捻ると、ぱきっと小さな音がしてキャップが開いた。


    「ね。簡単でしょ？」


    　寛樹が笑顔でジュースを飲むと、ノアはそんな寛樹のことを見ながら見よう見まねで同じようにボトルを傾けて飲み始める。


    「少しは具合が良くなったかな？」


    「…………うん」


    　聞こえてはいるのだろうが、どこか上の空だった。


    　今のノアは先ほど詰めこんだ本の知識で頭がいっぱいなのだろうかと思った寛樹は、何か気を紛まぎれさせるようなことが出来ないか考えてみることにした。


    　あんなに急いで本を読まなくたって、時間はまだまだたっぷりあるのだから。


    　しかし、ノアの気を紛らわすにはなにがあるだろうか。寛樹は少しだけ考えてから、


    「ねぇ。ノアはじゃんけんって知ってる？」


    「じゃん、けん？」


    　やはり知らないらしい。寛樹は両手を使いながら簡単にルールを説明し始めた。


    「こうして『じゃん、けん、ぽいっ』って言いながら、三つのうちのどれかを出すんだ。これがグーで、これがパーで、これがチョキ。わかる？」


    　一つ一つを丁てい寧ねいに見せながら、時に何度も説明を戻しつつ、寛樹はノアにじゃんけんのルールを披ひ露ろうしてみせる。


    　そうして一通りの解説が終わったところで、


    「んじゃさっそくやってみよう。じゃん、けん──」


    「じゃん、けん」


    「ぽんっ！」


    「……ぽんっ」


    　寛樹の手はグー。対するノアの手はパーだった。


    「あー負けたーっ！」


    　そう言って、寛樹はわざとらしくソファーの上で頭を抱えてみせる。


    「それじゃノアはここをつねって。そうこうやって──」


    　右みぎ頬ほほを指しながら自みずからでつねってみせると、ノアは不思議がりながらも寛ひろ樹きの頬ほおをつねった。


    「こうやって、勝ったら相手の頬をつねるの。両方つねったら今度は口だけでグーとか、言うんだよ。んじゃ二戦目。じゃん、けん──」
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    「あぁ…………っ！　お、お兄ちゃん……っ！」


    　なずなは寛樹とノアの様子を見ながら驚きよう愕がくせずにはいられなかった。先ほどから寛樹はじゃんけんで負け続けているというのに、なぜだか頬をつねられてニコニコと笑っているのである。


    　どんな変態さんなんだ、そんなにヤバかったのか。前からちょっとだけそういうケがなくもなかったが、ここまで直接的なドＭっぷりを見たのは初めてだった。


    「あはぁ。また負けちゃったぁ」


    　──てか、なんでそんな嬉うれしそうな顔なんだっ!?


    　本で顔を覆おおうようにして、なずなはがくがくと震ふるえ出す。そうしているうちにも寛樹は、ノアの良いように両頬をつねられたままぐにぐにと上へ下へと引っ張られていく。


    　挙句に「ぴっ！」と頬をつねっていた両手が引き抜かれ、それでもなぜか寛樹は幸せそうな顔を浮かべている有様。


    「えへへへ……」


    　涙目でなぜか恍こう惚こつとした表情をする寛樹を見て、なずなは本でぎゅっとサンドイッチのように顔を押し挟はさみながら、そそくさとその場から逃げ出した。見てはいけないものを見た気がした。


    「変態……だったんだっ。お兄ちゃん、本当に変態さんだったんだっ！」


    　自分があんなことされたら、絶対に痛くて悔くやしくてたまらなくなるのに。


    　そうして図書館から逃げ出そうとしたところで、なずなはぴたりと足を止めて振りかえった。


    　もしここで帰ってしまったら、あのノアという女の子はどうなってしまうだろうか。そう思ってすぐになずなの頭の中に、むくむくと変態行為を行う寛樹の姿が浮かび上がる。ひょっとしてあの二人をそのままにしてしまうのはかなりまずいことなのではないだろうか──と。


    　一度そう思ってしまうともうダメだった。、なずなの頭の中はどんどんそのことばかりで埋め尽くされていき、気づけばその小さな頭の中にはとんでもない変態に変わり果てた寛樹の姿しか想像できなくなってしまった。妄もう想そうの凄まじさになずなは思わず目め尻じりに涙を溜める。


    　しかし、それでも寛樹はなずなにとってたった一人の兄なのである。


    　たとえどんな間違った道に踏ふみ込もうとも、救うのは自分だけなのだとなずなは決意する。


    「そうだ……ここはなずながちゃんとしないと」


    　これは不ふ甲が斐いない兄を持ってしまった妹の不幸な宿命。奇くしくも同じ血が通ってしまったが故ゆえに付き合わざるを得なくなってしまった、そんな自みずからに課せられた悲劇なのだ。


    　そのような悲劇のヒロインの妄もう想そうに耽ふけっていると、ふとこちらにやってくる足音が聞こえてきて、なずなは素早く本棚の陰へと身を潜ひそめた。


    　寛ひろ樹きとノアが休きゆう憩けい所じよから出てきて、そのまま児童書コーナーへと戻っていくところだった。


    「待っててね、ノアさん。これ以上お兄ちゃんが気持ち悪いことしたら……その時は、なずながこの手でしっかりと成せい敗ばいしてあげるんだから──」


    　なずなはポシェットの中から、ペーパーローリングとＹ字形のパチンコを取り出して両手に構えた。どちらも伊い東とう商店で一昨日おととい買ったものだが、特に後者は遠えん距きよ離り攻こう撃げきには最適だ。


    　もしヤバイ時にはこれで小石を飛ばしてやる。カメレオン棒は接近戦になったときのものだが、こちらは頼たよりない紙製品なので、あくまでお守り程度での装備としてベルトに挟はさんでおく。


    「お兄ちゃんの魔まの手は……なずなが止めるっ！」


    　しゃきーん、というＳＥを心の中で鳴らしながら、どこぞのヒーローばりにポーズを決める。


    「あら、どうしたのなずなちゃん？　お兄さんならその奥よ」


    「しーっ！」


    　不思議そうに話しかけてきた図書館司書の人に指を立てて、なずなはこそこそと二人の様子を窺うかがいに、再び奥へと侵入していった。
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    「ふぇっくしょん!!　……と。何々、今度は『マンガで読む聖書』と、『うみのせいぶつ』？」


    　次にノアが持ってきたそれを見て、寛樹は両腕をこすり合わせながらつまらなそうに洟はなをすすってそう言った。少しだけ肌寒い。思ってたよりもエアコンが効きすぎている気がした。


    　別の新しい二冊を持ってきたからてっきりそれを先に読むのかなと思っていると、ノアは机に置かれっぱなしになっていた『うちゅうのふしぎ』を思い出したように手に取ってみせる。


    　しょうがないので、寛樹はノアが後から持ってきた『マンガで読む聖書』をめくり始める。


    　どれもどこかで聞いたことのある話ばかりで見るべきところもなかったが、ちょうど「ノアの方はこ舟ぶね」の章に入ったところで、寛樹は本を読み続けるノアの横顔を見ながら言った。


    「そういやこれ、ノアと同じ名前の人のお話なんだけど知ってる？」


    　ノアは本から顔を上げると、寛樹が開いているページをまじまじと見つめる。


    「愚おろかな人間たちに神様が怒おこって、世界が洪こう水ずいで全部流されちゃうんだけど、ノアって人だけはとても良い人だったから、神様が洪水を起こす前にそのことを報しらせて方舟を作らせて助けるって話。ものすごいざっくりな説明だけどさ」


    「はこぶね、って？」


    「うーん。ちょっとわかりづらいかな。大きな船のことなんだけど。乗り物のこと」


    「ほしに、とどく？」


    「ほし？」


    　ノアの頷うなずく姿を見ながら、一いつ瞬しゆん何を言っているのかわからなかったが、


    「あ。もしかして空を飛んでいくと思ったの？」


    　寛ひろ樹きが手を打つとノアは、そうと短く返事をした。どうしていきなり星だなんてと思っていると、ちょうどノアが読んでいた本の『うちゅうのふしぎ』が目に入った。


    　どうやら、ノアは根本的に船というものを誤解しているらしい。


    「えと……これ、船なんだけど。水に浮かんで移動するヤツね」


    「ふね、わかる」


    　頷いているが本当にわかっているのだろうか。


    　そう思っていると、ノアはゆっくりと寛樹に手を伸ばしてきた。


    「それ、よんでいい？」


    「う、うん……」


    　戸と惑まどいながらも『マンガで読む聖書』を渡すと、ノアはすぐさま先ほどの「ノアの方はこ舟ぶね」の章から丁てい寧ねいに文字を追って読み始めた。何か引っかかることでもあったのだろうか。


    　仕方無く寛樹は、先ほどまでノアが読んでいた『うちゅうのふしぎ』という本をこちらに引き寄せて読み始めることにした。


    　そうして木星の衛星の解説までやってきたところで、寛樹はめくる手をぴたりと止める。


    　先ほどノアの様子がおかしくなった辺りだ。


    「ガリレオ衛星、ね」


    　イオ、エウロパ、ガニメデ、カリスト。寛樹も名前だけは聞いたことがあるが、どれも実際の写真を見るのは初めてだった。


    「なんだか、どれも気き味みの悪い色してるなぁ……」


    　あまり天体そのものに興味がない寛樹からすれば、そのような感想しか出てこない。そもそも地球と月以外の太陽系の惑星なんてどれも変な色で奇き妙みような模様をしているし、ましてこのような図鑑のサイズでデカデカと写真が載せられていると、どれも全部不気味に見えてしまう。


    　じっと見つめていると段々怖くなってきて寛樹は本をぱたりと閉じた。そうしてノアの方を見てみると、ノアはいつの間にか『マンガで読む聖書』から目を離はなして窓の外を眺ながめていた。


    「どうしたの？」


    　そう聞く前にノアは立ち上がると、本を机に置いたまま児童書コーナーを出て行ってしまう。慌あわてて本を司書の人に返してから、寛樹もノアの後ろ姿を追って図書館を飛び出した。


    「ちょ、ちょっと！　どうしたのいきなり？」


    「なにか、とんでた」


    　ノアはそう言いながらぺたぺたとサンダルを踏ふみならして駆け出していく。


    　その時だった。ちょうど中学校の方で、ペットボトルのロケットが水を噴き出しながら空高く打ち上がっていくのが見えた。


    「あれ。あれっ」


    　ノアがジャンプしながら、ロケットのことを指さす。あれは間違いなく恒こう正せいのロケットだ。よく見ると、打ち上がったロケットはものすごく濃いピンク色をしている。


    　あのバカ。冗じよう談だんだとか言ってたけど、本気で桐きり子この家を襲しゆう撃げきするつもりだったのか。


    「あれに興味があるの？」


    　寛ひろ樹きの言葉にノアは鼻を鳴らしながら興こう奮ふん気ぎ味みに頷うなずいてみせる。ちょっと意外に思ったが、


    「よーしノア。こっちが松まつ乃の航空宇宙局だ！　バカなことを企たくらんでる男に挨あい拶さつしにいこう！」


    　そう言って寛樹はノアの姿を追い越すと、中学校に向かって走り出す。


    　二人が走る方角の空には落下していくロケットと、大きくて真っ白い入にゆう道どう雲ぐもが浮かんでいた。
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    　中学校の校門をくぐり抜けると、恒正は落下したばかりのロケットに向かってとぼとぼ歩いていた。その背中がなんだか妙みように寂さびしく映ってしまうのは気のせいだろうか。


    「恒正ーっ！　お前どこが冗談なんだよっ！　ガチだったんじゃねぇかっ！」


    　そんな笑いをかみ殺した寛樹の声で振りかえると、恒正は足下にあったピンク色のロケットを掴つかみながら目を瞬またたかせて、寛樹の奥にいるノアの姿を見つめた。


    「あ、と。寛樹……その子は？」


    「伊い東とうノアっていうんだ。前に言ってた伊東商店のばあちゃんの孫」


    「あ。白いワンピースの」


    　恒正がぽかんと口を開けてノアを見つめ、ノアもまたきょとんとした瞳ひとみのままで恒正を見つめていた。白い帽子から覗のぞく大きなノアの瞳が、やがてロケットの方へと向けられると、


    「ああ、これ？」


    　と、恒正がロケットをノアに見せるように持ち上げて言った。


    「これに水を入れて、打ち上げるんだ」


    「みず？」


    　首を傾かしげるノアを見ながら、寛樹が恒正へと告げる。


    「海外育ちっぽくて」


    「え？　そうだったの？」


    　恒正はビックリしたように声を上げる。


    「確かに言われてみれば、雰ふん囲い気きがなんとなく日本人離ばなれしてるような──」


    　ノアはロケットに興味を持ったように、しげしげと恒正の手元を見つめる。


    　少しだけ屈かがんでぐっと目を近づけると、そのまま寛ひろ樹きに振りかえって、


    「これ、とぶ？」


    　と、ロケットを指さしながら尋ねてきた。


    「あー、えっと……飛ぶよ。結構高くね」


    　寛樹が恒こう正せいの顔を見てからそう頷うなずくと、ノアはさらに寛樹へと問いかける。


    「ほしに、とどく？」


    「またそれ!?　うーんと……その前に落ちてくると思う」


    　考えながら答えると、ノアはなぜか寂さびしげな表情をしながら目を伏せてしまった。


    　先ほどのノアの方はこ舟ぶねの時もそうだが、よくこんな手作り感満載のロケットで星まで届くと思ったものだと、寛樹はそんなつまらぬ感心を覚えてしまう。まず何よりも普通はそのような発想が出てこないものだが。


    　ペットボトルのことといい、異国の少女は感受性もどこか浮き世離ばなれしているのだろうか。


    　寛樹がそうぼんやり思ったところで、恒正がロケットを持ったまま水飲み場へと向かっていく。


    　その後をついていくと、恒正は蛇じや口ぐちを捻ひねってロケットの中に水を入れながら、


    「星には届かないけど、この前寛樹に見せた時より改良して水の量がたくさん入るようにしたんだ。だからもっと高くまで飛べると思う」


    　水を大量に含んだロケットを持って恒正は足早に定位置に戻っていった。よく見ると恒正のロケットはピンク色になっただけで、花やラブレターは用意されていないらしかった。


    　さすがにそこまでやる度胸はなかったのだろう。そんなぎりぎりの冷静さにほっとする。


    　発射台へとセットして空気入れを繋つなげると、恒正はこの前と同じように身体からだを上下させながらロケットに空気を注ぎ込んでいく。


    「はぁ……はぁ……寛樹、交代」


    「またオレが後攻なのかよ……」


    　うんざりしながらも寛樹は空気入れのハンドルを握にぎった。そうしてそのままふんふんと鼻息荒く空気を注ぎ込んでいると、ノアが興きよう味み津しん々しんな様子でトコトコとこちらにやってきた。


    「やりたい」


    　そう無表情のままノアは両手を突き出してみせる。なんというか、かなり意外。


    「いいじゃん。やってもらおうよ。松まつ乃のにやって来た記念ってことで」


    　こんなしょうもないことで記念もクソもあるかと思ったが、寛樹は恒正の言葉を聞いてノアに空気入れを渡すと、


    「結構力がいるから、頑張って」


    　と一応のエールを送ってから、少し離れてノアの様子を窺うかがうことにした。


    　相変わらずの無表情だったが、それでもノアは心なしか楽しそうにハンドルを握って、


    「んっ！　んっ！」


    　と寛ひろ樹きや恒こう正せいの動きを真ま似ねるように、身体からだ全体を使ってハンドルを強く押し込んだ。声が思いっきり出てしまっていたが、どうもわざと声を上げているというよりは強く押し込むことで自然と声が漏もれ出てしまっているようにも見える。


    　そんなノアの一いつ生しよう懸けん命めいな姿を見て恒正がぽつりと、


    「なんだかこの子、健けな気げで見てて可か愛わいいな……」


    　そんな風に呟つぶやいてみせる。


    「ああ……」


    　ぼんやりしながら、寛樹も静かにそう頷うなずいてみせる。


    「まず、松まつ乃のには……いないタイプだな。清純っていうかさ」


    「日本にはもう……絶ぜつ滅めつしてそうだよね」


    　そうして寛樹と恒正は清らかな心で遠くを見つめ合い、ノアという少女がくれた少しばかりの癒いやしの空間に酔よいしれた。空に浮かぶ入にゆう道どう雲ぐもが、今の心境によく映えている。


    　空気がごぼごぼと泡になって注がれるのをちらちら窺うかがいながら、なおも空気を入れ続けるノアの息づかいが聞こえる。そろそろハンドルがかなり重たくなってきている頃ころだろう。


    「……んんっ……んぅぅ……っ!!」


    　突然聞こえて来たその艶なまめかしい声に、寛樹と恒正が光速にも似た速さで耳をぴくつかせた。


    　先ほどまで思い描えがいていた清純なイメージなどどこへやら、そのようなピュアな思いから一転し煩ぼん悩のうまみれになった二人は、まるで道ばたのエロ本を見つけたような目つきでノアに振りかえった。
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    　二人の無意識下に眠っていた心の中の野や獣じゆうが、目を覚ました瞬しゆん間かんである。


    「………………んぁっ!!　はぁっ……はぁ……っ」


    　だが、そのような二人の輝かがやくダイヤモンドのような瞳ひとみはすぐに失われることになった。


    　二人の瞳に飛び込んできたのは、真っ赤な顔のノアがびくともしなくなったハンドルを持って必死に喘あえいでいる姿だった。気づけばボトルには全く空気の泡が注がれていない。


    　限界まで空気が入ったことは明らかだった。


    「ストーップ!!　ストップだっ！　何もそんなになるまで頑張らなくてもっ!?」


    　慌あわてて寛ひろ樹きが交代して空気を入れ直すと、ノアは口の中で溜ためていた空気をぷはっと吐はき出してその場で校庭に尻しり餅もちをついた。


    　白い帽子が頭から外れ、ノアの右手辺りにはらりと落ちる。


    　その瞬間、ぎょっとした。


    「……つらい。とても、つらい……」


    　そう呟つぶやく頭には、包帯がぐるぐるに巻かれていた。


    　寛樹は、恒こう正せいが何か言う前にそっと帽子を手にとってノアに被かぶせる。


    「でも、がんばったからきっと高く飛ぶぞ」


    　ノアもそんな寛樹を見て満足げに笑うと、尻餅をついたワンピースの砂を払いながらゆっくりと立ち上がったのだった。


    



    　かくしてロケットは無事に発射された。尻から大量の水を噴き出しながら。


    　確かに恒正の言ったとおり、ロケットは以前の時よりもかなり高く打ち上がって、中学校の校舎なんて軽々と飛び越え、そのままあっという間に小さくなってしまった。


    「おおーっ！　やっぱり改良しただけあって、勢いもすごいな！」


    　寛樹がぱちぱちと拍はく手しゆをすると、ノアは不思議そうに寛樹の手を注視し始めた。


    「……あれ。もしかしてこれも知らない？」


    「……こう？」


    　ノアが寛樹を真ま似ねて手を叩たたく。まるで初めてやったようにぎこちない手つきだった。ぱち、ぱち、っと、そうやって断続的に叩くノアの手元を見つめていると、


    「なぁ……本当にどこの国の人なんだ？」


    　恒正がそんな風にひそひそ寛樹に耳打ちをしてくる。


    「知らないよ。拍手の文化がない国なんじゃないの？」


    「聞いたことないのかよ。つか、拍手って全世界共通なんじゃないのか？」


    　何も言えなかった。そうして黙だまっている寛樹の顔を見て、恒正はわざとらしい溜ため息いきを吐きながらその肩にぽんと手を置いた。


    「あのさ。頭の包帯のこともそうだけど、ノアが一体どこの国から来たのかとか、そういうことを一度ちゃんと伊い東とうのおばあちゃんから聞いてみた方がいいんじゃないの？」


    　言われなくても寛ひろ樹きだってそう思っていた。


    　程なくして遠くの方でロケットが地面に落ちるのが見えると、恒こう正せいは名な残ごり惜おしそうな目で寛樹たちを見てからそれを拾いに走っていってしまった。そうして会話が聞こえなくなる距きよ離りまで遠くなった恒正の姿を見て、寛樹はゆっくりとノアに振りかえる。


    「あの、ノアって……その……どこから来たの、かな？」


    　ノアはぎこちない拍はく手しゆを止やめると、くるりと寛樹の顔を見つめる。


    「わからない」


    「わからない？」


    　そんなバカなと思っていると、


    「きおく、ない」


    　ちょうどその時白い帽子でノアの目が隠かくれて、それがひどく寂さびしげに映ってしまった。


    「おーい。もう一回飛ばしてみようと思ってるんだけど、どうする？」


    　寛樹はそんな恒正の言葉を無視してノアの手をそっと握にぎりこんだ。そうして二人が校門へ向かって離はなれていこうとするのを、恒正が大きな声で呼び止める。


    「おいおいっ、俺のこと無視すんなよーっ！」


    「悪いけど一人でやってくれ！」


    　向かう先は伊東商店だ。


    　寛樹は黙だまって校門を出るとノアを連れて、足早に伊東商店へと向かっていった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    「ばあちゃんっ！　おい、ばあちゃんってば！　いるんだろ？」


    　伊東商店に着くなり、寛樹ががなり立てるようにそう叫ぶと伊東のおばあちゃんはびっくりした顔をしながら座敷の奥から顔を出した。


    　だが正直なところ、びっくりしたいのはこっちの方だ。


    「なんだいそんな大きな声で」


    「大きな声にもなるんだよっ！　ビックリしすぎてさ！」


    　寛樹はノアを指さしながら、


    「ノアは記き憶おく喪そう失しつなのか？」


    　単刀直入にそう尋ねる。


    「あの頭の包帯はなんなんだよっ！」


    「二ついっぺんに答えろってかい。急にやってきたかと思ったら難しい質問ばかりだねぇ」


    　おばあちゃんは頭を掻かいてから、


    「わたしにわかるんだったら、そうしてるよ。ただ包帯を巻いたのはわたしさ。頭から血を流してウチの庭にいきなり倒たおれてたんだからね」


    「ま、孫じゃなかったのっ!?」


    「そうだよ？」


    　あまりにもけろりとした調子でそう答えるので、一いつ瞬しゆん本気で自分が勘かん違ちがいをしていたのかと思ったがそうじゃない。最初にノアと出会った日、おばあちゃんは寛ひろ樹きの問いかけにはっきりと頷うなずいたはずなのだ。


    「思いっきり、う、嘘うそをついてたってことになるじゃないか！」


    「そういうことになるねぇ。まぁ最初に見た時は、わたしもそりゃあびっくりしたなんてもんじゃなかったけどね」


    「け、警察に連絡したりしなかったのかよ？」


    「それも考えたんだけどねぇ」


    　年寄りの受け答えはどうしてこうのんびりとしているのだろうと寛樹は思った。ノアが今の今までどこの誰だれかもわからずに匿かくまっておいて、それで大だい丈じよう夫ぶだとなぜ思ったのだろう。どう考えたってろくに言葉も喋しやべれずおまけにそんな怪け我がをした女の子が庭に倒れていたら、普通は警察に連絡すべきだろうに。


    「つーか、おばあちゃんのやっていることは無む茶ちや苦く茶ちやだよ。だって……もし今いま頃ごろノアの親が捜そう索さく願いを出していたら……」


    「もう一週間以上だ」


    「へ？」


    　おばあちゃんはノアを見ながら告げる。


    「この子の所在が現在行方不明だとするならば、もう一週間以上も経たっているんだよ。それなのにテレビや新聞では捜索のニュースなんてどこにもやっていやしない」


    「そ、それは」


    「それに……おそらくこの子は日本人じゃないと思う。わたしが手当てをしてこの子が目を覚ましたとき、この子は名前以外の言葉を何一つまともに喋れなかったんだからね。そんな子が、どうしてこんな松まつ乃のなんかに？　そして、どうしてそんな傷を負っているんだい？」


    「ば、ばあちゃんが知らなきゃオレにだってわかるわけないだろ……。でも、そんなことは問題じゃないよっ。早く警察に身元を保護してもらって、どうにかノアのことを──」


    「それには、ちょっと出来ない理由があってね」


    「理由ってのはなんだよっ!?」


    　苛いら立だたしげに寛樹が怒ど鳴なると、ノアはそんな寛樹のことを見てびくっと肩を震ふるわせた。


    「あっ……ご、ごめん……」


    「少し落ち着きなさいよ。ほら、これ特別にただであげるから」


    　そう言っておばあちゃんが寛ひろ樹きにラムネを差し出す。本当はすぐにでもどうにかしたい焦しよう燥そう感かんがあったが、確かにまずは一度よく冷静になるべきだ。


    　別にノアを怖がらせようと思って寛樹は怒ど鳴なったわけじゃなかった。引っ張って連れてきてしまったのも、よくよく考えればノアの為ためにそうしたわけじゃない。単に混乱したからだ。


    　後こう悔かいの念を抱いだいたままラムネのビー玉を叩たたき、炭酸の泡が溢あふれ出す前に喉のどへと流し込む。


    「ぷはっ、飲んだぞ」


    　ラムネをイッキ飲みすると、伊い東とうのおばあちゃんは呆あきれた目をして寛樹を見つめた。


    「……いきなり全部飲めとは言ってないじゃないか」


    「いいんだよ喉が渇かわいていたんだから。それよりも──」


    　口を腕で拭ぬぐいながら、寛樹はラムネのビンを脇わきに置く。


    「どうして出来ないんだよ？　警察に行けば、その子のことが一体何者なのかわかるかもしれないだろ。それなのにどうして連絡をしないのさ？」


    「口で言うより、その目で見た方がずっと早いかもねぇ」


    　おばあちゃんはよっこらせと声を上げながら、座敷奥に向かって歩き出す。


    「寛樹もおいで。そうすればわたしの思うことも少しはわかるかもしれないからさ」


    　なんなのだろうか？　寛樹は一度ノアを見つめてから靴くつを脱ぎ捨てて座敷へと上がり、そのままおばあちゃんの後ろをついていく。


    　この先にあるのは庭だけだ。これまで寛樹は一度もその場に足を踏ふみ入れたことはなかったけれども、今年もおばあちゃんの背中越しに大きなひまわりが咲いているのが見てわかる。


    「ウチの庭は毎年ひまわりを栽培しているんだよ。他の野菜も一いつ緒しよに育てているんだけどね。特に今年はたくさんのひまわりを育ててどれも大きくなったんだ」


    　そうして庭先までやってきた寛樹は、そこにあったものを目にして思わず目を疑った。


    「な、なんだよ……これ……」


    　店先から覗のぞいただけでは、絶対に見つからない位置にそれはいた。


    　大きさにすれば、少し大きめのテントと相違ないくらいだろうか。それくらいの大きさのよくわからない生物がそこにいた。


    　いや、見たところそれはとても生物と呼ぶにはほど遠い形をしている。


    　芋いも虫むしのようだが手がある。どこか肌の質感とは思えない光沢をしており、まるでシリコンで出来た作りもののような生物が、おそらく口のような部分をぱかりと開けて寝そべっていた。


    　そうしておばあちゃんが育てたというひまわりを一つ、また一つと手でちぎっては口の中に放ほうり込んで、そのまま咀そ嚼しやくをしているのである。それもカメのように遅おそいペースで。


    「触さわってみるかい？　ひまわりしか口にしないから噛かんだりはしてこない。おまけにすごく大人しいんだよ。ノアは毎日これに手を触ふれているし、わたしもこの間初めて触ってみたから安全は保証するよ。さっきわたしはノアが名前だけしか覚えていないと言ったけど、正しくは自分の名前とこの生き物の飼育方法だけを、ノアは記き憶おくしているんだ」


    「な、なんなんだよこの生き物…………」


    「なにかはわたしにもわからない。でもこの生き物はある意味で、ノア自身よりもノアのことをよく知っているかもしれないってね」


    　そう言っておばあちゃんは、呆ぼう然ぜんとしている寛ひろ樹きをよそにぱんぱんと手を打った。


    　すると突然、その生き物が首を大きく揺ゆらして、


    『イトウ……ハルノブ……』


    　とそんな名前をもらして再び顔を地面にぺたりとつけた。


    「イトウハルノブ？　誰だれの名前？」


    「病気で何年も前に亡なくなったわたしの息子のことさ」


    　おばあちゃんは頭を掻かきながら、難しそうな表情をしてそう告げる。


    「なんでおばあちゃんの息子の名前を、こんなわけのわからない生物が喋しやべるんだよ？」


    「そんなのわたしに聞いたところでわかるわけないさ。ただ息子は東京で作家をしていたし、それなりに有名ではあったよ。ずぅっとＳＦ小説なんて書いていて、わたしにはさっぱり理解出来なかったけどね。最後に書いた小説だけＳＦぽくなかったから、それだけは読んだけど」


    「小説？」


    「ああ。野乃木春信って名前でね。確か打ち上げ花火がどうとかいう──」


    　その言葉に寛樹ははっと顔を上げる。


    「打ち上げ花火って……。もしかして、それ……」


    　その時二人の後ろで突然がたりっと音がして、寛樹はひゃっと短く悲鳴をあげてから音のした方へと振りかえった。


    　するとそこにはなずなが腰を抜かした状態で座敷の畳たたみの上に転がっていた。


    「な、なずなっ!?　お前なにしてるんだよこんなところでっ！」


    　寛樹の声にも反応せず、なずなは座敷から見えた目の前のおかしな生物を凝ぎよう視しして口をずっとぱくぱくと動かしていた。何か言おうにも、言葉にならないといった感じだ。


    　その反応はわからなくない。寛樹もあとちょっとのところで腰を抜かしかけていたのだから。


    「おに、おにい……ひゃん……っ！　な、なにひょれ……？　なんなにょ……？」


    　ようやく口を開いたかと思うと全く呂ろ律れつの回っていないまま、なずなは庭の生物を指さして寛樹にそう尋ねてきた。だが肝かん心じんのおばあちゃんは何も知らないうえに、ノアもノアで記憶喪そう失しつのままだ。寛樹は先ほどおばあちゃんが言ったことをそのまま口にするしかなかった。


    「オレにもわかるわけないだろ。つーか、なんでお前がここにいるんだ！　近所のジャリガキどもと昆虫採集しにいくんじゃなかったのかよ！」


    「だ、だって……だって……」


    　目め尻じりに涙をにじませながら、なずなは首を弱々しく振る。


    「だって……お兄ちゃん、変態だし……なにか危ないことしないかって……それが妹の役目なんだもんって……宿命なんだもんって……」


    　宿命ってなんだと思いながら寛ひろ樹きは二人に視線を戻す。


    　このおばあちゃんの息子が、以前読んだあの小説の作者だということに、改めて驚おどろきを感じた。


    　驚きはそれだけではない。どうしてこの妙みようちくりんな生物が、そんな作者の本名を知っているのか。そしてどうしてノアは、この生物と一いつ緒しよにこの伊い東とう商店の庭先に現れたのか。


    　考えても答えなんて出るわけもない。なんのヒントもない以上、結局ノアという少女がどういう過程を経て記き憶おく喪そう失しつになり、怪け我がを負ってこの松まつ乃のまでやってきたのかがまるで見えてこないのだから。


    「とにかく。これがわたしが警察に言わない理由だよ」


    　おばあちゃんはそう言って寛樹を見る。


    「こんなわけのわからない生き物がいるなんて知れたら、間違いなくノアもこの子もどうなるかわからないだろう。あまり表には出さないけれど、ノアはこの生き物と離はなれるのを嫌いやがっているみたいだし、かといってこの子だけをどこかに通報するわけにもいかないしねぇ。結局今の今まで、このことはずーっと秘密にしたままでいたわけさ」


    「……でも、いずれはやっぱり言わなくちゃいけないだろ？　警察とかにもさ」


    　寛樹がぽつりと呟つぶやくと、おばあちゃんは唸うなり声をあげながら頭を掻かく。


    「そうだねぇ。でも夏の間だけさ。それまでちょっとはゆっくりして、それからでもいいだろう？」


    　そこまで言うと、おばあちゃんはじっと庭で芋いも虫むしのような生き物をなで続けるノアを見た。


    「そのうち、なにか思い出すかもしれないしねぇ。それにわたしも知りたいのさ。どうしてその生き物が、ウチの息子の名前を呼ぶのかをねぇ」


    　寛樹は柔にゆう和わな笑みを浮かべながら、その生き物を優しく撫なでつけているノアの顔を見て鼻を掻きながら思った。


    　正直、伊東のおばあちゃんの言っていることに完全な納なつ得とくをしたわけではない。だけど、確かに警察なんかに連絡したら、状況はずっとややこしくなりそうだとは思った。


    　こんなヘンテコリンな生き物とノアを警察に通報して保護してもらったら、間違いなく病院や研究施設か何かで色んなことを調べられるに違いなかった。そうなったら、はたしてノアは先ほどのような笑顔で笑っていられるだろうか。


    　仮に記憶が全部戻ったとき、ノアはそんな風に通報した自分たちのことをどう思うだろうか。


    　結局理屈よりも感情的なところで、寛樹は物事を決めざるを得なかった。せめて夏休みの間だけでもノアとは離れたくなかったし、おばあちゃんの息子の名前を呼んだ秘密も知りたい。


    　それが解明されるのかどうかはわからないけれど、今は寛ひろ樹きも警察に通報したくはなかった。


    「わかった……。オレもしばらくこのことは黙だまっておくよ」


    　寛樹はおばあちゃんにそう告げると、そのまま座敷にいる妹の頭をがっしりと掴つかんだ。


    「ぎゃんっ！　な、なに……お兄ちゃん？」


    「なずな。しばらくこのことは皆に内ない緒しよだ。桐きり子こや恒こう正せいにも。親おや父じや母さんにもだ」


    「で、でも……」


    「いいなっ！　ノアのためにも！　わかったな！」


    「……はぁい」


    　随ずい分ぶんと不服そうな顔をしているが、おそらく大だい丈じよう夫ぶだろうと思う。なずなはこう見えてなかなかに口が堅い方だし、あの生き物を本気で怖がっているみたいだから、もし文句を言って来ようモノなら、あの化け物に食べられるぞとでも脅おどしておけばいい。


    　夏の日ひ射ざしが徐々に熱を上げていく中、なんだかとんでもないことを知ってしまったなと思いながら、寛樹はようやく庭の縁側に腰を落ち着けることにした。


    　家の時計が音を立てて鳴り響ひびく。見ると時計の針は正午の場所で重なり合っていた。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　その後、寛樹はなずなをともに連れてノアに簡単な町の紹介をした。大したものなど何もない松まつ乃のでも一日のんびりと歩けばそれなりに散策出来るところがないわけでもない。


    「──ここ。神社っていうの」


    「じん、じゃ？」


    　日が暮れるにつれなずなは少しずつノアに対して打ち解けているように見えた。最初の方は寛樹が出しゃばって喋しやべっていたのに、気づけば途中で解説役は逆転。


    　こうして日にち没ぼつ近くになって神社までやってきた頃ころには、寛樹に対してもうお前は一言も喋るなと言わんばかりの勢いでなずなは喋りまくり、その間も絶えずこちらに牽けん制せいの視線を送り続ける有様であった。


    「ノア、あのさ」


    　そういえば、と寛樹は昼頃に見た生き物のことを思い出して口を開く。ノアは寛樹の呼びかけに白い帽子を押さえながらゆっくりとこちらに振りかえって、


    「今日の昼間に見た、あの生き物のことなんだけど──」


    「わ、わーわーわーっ!!」


    　すると、突然なずながノアの前に回り込んで大声をあげ始めた。


    「せっかく忘れかけてたのに！　もーなんで思い出させるかなぁっ！　なずな、ああいうのすっごく苦手なの！　もし今日の夜トイレへ行けなくなったらお兄ちゃんのせいだからねっ!?」


    「ちょ……なら勝手に耳でも塞ふさいでればいいだろ。こっちは聞きたいことがあるんだから」


    「だめっ！　ペケ！　とにかく今はなずながノアさんと喋しやべってるんだからあっち行って！」


    　しっしと手を振りながら、なずなはきょとんとしたままのノアを寛ひろ樹きから遠ざけていく。


    　なぜにそれほどまで敵視されているのだろうか。そう思うも、まぁ所しよ詮せん小学生の妹のやることだし大目に見てやるかと、そんな風に思いながら寛樹は石段の上に座り込んだ。


    　この神社は山の麓ふもとから山道をやや登った所にあった。ここからだと空の様子も地上の様子も、その全すべてではないがそれでも松まつ乃のにあるほとんどを一目で見渡すことが出来る。おそらく頂上からなら松乃の景色がもっと一望出来るだろうが、残念なことに神社より先へ登る道はない。


    　寛樹はセミの声を聞きながら夕日に目をやると、グラデーションがかかった空がとても美しく彩いろどられている。こういう日はよくあるけれど、いつも見逃してしまう。


    「ここにお金を入れてお願いするんだよ。やってみてっ」


    　寛樹が顔をあげると、ちょうどそんな風になずなが財さい布ふを取り出してノアに五円玉を手渡していたところだった。


    「なんだお前？　えらく景気が良いじゃないの」


    「五円玉くらいなずなだってあげるよっ！」


    「これ、どうする？」


    　ノアが手の平に五円玉を乗せながらなずなを見つめる。


    「だからー投げるんだって。お賽さい銭せん箱ばこにさ、ほらっ」


    　なずなは自みずからの手の中にも用意していた五円玉をぎゅっと握にぎりしめると、賽銭箱に向かって威い勢せい良く放ほうり投げた。さすがにちょっと勢いが強すぎるだろと思いながら寛樹が行方を見守っていると、五円玉は賽銭箱の上で数回ほどバウンドして、うまい具合に中に落ちていく。


    　ノアは見よう見まねで賽銭箱に五円玉を放り投げた。だがやはりと言うべきか、ノアは振りかぶる勢いまで真ま似ねしてしまったらしく、五円玉は賽銭箱の上で思いっきり跳はねると、そのまま社やしろ側の方にまで飛んでいってしまった。


    「あ」


    　短く声を漏もらしてノアが社の方へと回り込む。


    「どこに落ちた？」


    　なずなが声をかけてしばらくすると、ノアはにゅっと五円玉を掴つかみながら賽銭箱の向こう側の方で顔を出した。しかしその表情はなぜかさきほどよりも険しい。


    　寛樹は石段から立ち上がってノアの元へと向かってみると、


    「うぅ……」


    「うわ。顔に蜘く蛛もの巣がついてる。……なずな、お前もう少し丁てい寧ねいに教えてやれよ」


    「お、お兄ちゃんには言われたくないってーのっ！　ふんだっ」


    　なずなが地じ団だん駄だを踏ふみながらそう叫ぶ横で、寛樹はノアについた蜘蛛の巣を取ってやる。


    「ほら、とれたぞ」


    　寛ひろ樹きがノアに向かってにっこり笑うと同時に、なずながむっと頬ほおを膨ふくらませながら二人の間に押し入る形で身体からだを寄せてくる。


    「はいはい。お兄ちゃんは向こうに戻って。ノアさん。今度はそこからでいいから賽さい銭せん箱ばこにお金入れちゃって」


    「おかね？　ごえん？」


    「そう。それそれ！」


    　そう言って寛樹から身を遠ざけるように、なずながノアを連れて行く。


    「なんだよアイツ。さっきからずーっとノアとオレを遠ざけてさ……」


    　わけがわからずに首を振って、それからふと寛樹は神社の本殿の方へと目を滑すべらせた。そういえば小説のラストシーンでこの神社が出てきたなと思い、


    「まさか、な」


    　と呟つぶやきながら寛樹は興味本位で社やしろの裏手へと回ってみることにした。


    　普ふ段だんはお祭りの時以外に近寄ることもなかった神社だったので、半なかば冗じよう談だんのつもりで覗のぞいてみたつもりが──


    「……嘘うそだろ？」


    　鬱うつ蒼そうと生い茂る草木の間に、本当にわずかだが人が通れるような道っぽい隙すき間まがある。寛樹はそれまで頭の中だけにあった小説の情景と、その現実とのギャップにいくらか戸と惑まどいを覚えながらも、それでも無意識にぐっと喉のどを鳴らして呟いた。


    「もしかして……本当にこんな場所から、山の頂上までいけるのか……？」


    「お兄ちゃーん、どこいったのー？」


    　なずなの声が聞こえる。


    「すぐ戻るからそこで待ってろ」


    　そう言い残して、寛樹はけもの道とも呼べなくなっている道を突き進んでみることにした。しかし少し進んだところですぐに道のようなものはなくなってしまい、それ以上進もうにも足下から腰の部分まで伸びきった雑草を無理矢理かきわけるようにしか進めなくなっていた。


    「薄うす暗ぐらくなってるし、今日はこれ以上無理だな……」


    　仕方なしに諦あきらめて戻ってくると、本ほん坪つぼ鈴すずの音ががらがらと聞こえてきた。


    「それからね、こうぱんぱんって手を叩たたくの」


    「こう？」


    　寛樹が戻ってくると、ちょうどノアが本殿に向かって二回手を打ったところだった。


    「そうそう。それで、頭をまたゆっくりと下げる。その時にお願い事もするんだよ」


    「おねがい？」


    「ノアさんはなにが欲しい？　なずなは妖よう精せいさんのぬいぐるみが欲しいんだ。その為ために今ちょっとずつ貯金箱にお金も貯めててね──」


    「おねがい……」


    「ノアさん？」


    　ノアがすっと目を伏せて俯うつむいたところで、寛ひろ樹きは側そばに近寄っていく。


    　すると、


    「きおく、もどる。おねがい」


    　そう言って、ノアは深々とお辞じ儀ぎをする。


    「はやく。おねがい」


    　淡たん々たんとした口調ではあったものの、そうしてノアの口から吐はき出されたそのお願いは、後ろで聞いていた寛樹にもはっきりと伝わってくる思いの強さが込められていた。


    　そのことに気づいて、寛樹はノアの後ろ姿にそっと声をかける。


    「ノア」


    　ゆっくりと振りかえるノアに、寛樹は精いっぱい笑ってみせた。


    「また明日も、遊ぼう」


    　出来る限り穏おだやかに明るくそう言ったつもりだった。


    　少しでも彼女が不安を忘れることが出来たのならば、それだけで今は十分だと思った。


    　ノアはそんな寛樹の気持ちを推し量ったように白い帽子を被かぶり直すと、身体からだの向きを変えてこちらに微笑ほほえみかける。


    「うん。また、あした」


    　夕日は既すでに山の向こうに半分ほど隠かくれ始めていた。


    



    　翌日。


    「おばあちゃーん。アイスくださーい……ってあれ？」


    　伊い東とう商店の中に向かって元気良く声をあげる桐きり子こに、寛樹は無言で手を振ってみせた。


    　桐子はもう一方の手でスイカバーを持っている寛樹を呆あきれた調子で見つめながら言った。


    「……なぁに。まさかノアちゃんに会いに来てるとか？」


    「そのまさかだ」


    　そう答えた寛樹に対してけっと小さく悪態をついて、桐子は店の中へと入ってくる。


    「もしかして、毎日こうして通い詰めてるわけ？」


    「毎日じゃない。昨日に引き続き今日も、ってだけだ」


    「昨日も？」


    　桐子が訝しむように首をひねる。　


    「ノアに町の紹介をしててさ」


    「ふーん……」


    　そうやって睨にらんでくる桐きり子この細い目は、明らかに何かを疑っているようだった。


    　しかしなぜそんな目をされなければならないのかと寛ひろ樹きも口を尖らせて思う。下心が全まつたくないわけではないが、それでも疑心に満ちた瞳ひとみを向けられるのは気持ち良いものではない。


    「で。当のノアちゃんはどこにいるのさ？」


    「今はなずなと二人で奥にいるよ」


    　親指を向けながら、寛樹はわざとらしく溜ため息いきをついてみせる。


    　昨日の神社の時にもなんとなく感じ始めてはいたが、どうやらなずながノアと親しくなるにつれ、ノアもまたなずなに対して心を開きはじめているようだった。


    　当初はなずななどただのお邪じや魔ま虫むし程度にしか思っていなかったが、このままだと知らぬ間に二人だけでどこかに行ってしまいそうな気になってくる。


    「でもなんで、オレじゃなくてなずななんだよ……」


    　がくりと首を落とす寛樹。それをきょとんした瞳で見つめていた桐子は、やがて寛樹の言わんとすることを察したように、にぃっと左の口角を吊つり上げながら口を開いた。


    「はっはーん、なっとく。そりゃあノアちゃんだって、エッチな顔つきばかりしてるアンタと居るより、なずなちゃんのような可か愛わいいコと仲良くなりたいに決まってるよねー」


    「そんなにいやらしい顔つきばかりしてないってーの」


    「鏡を見てみればあんただってわかるよ。ふふ。あーウケる」


    　不服な思いのまま寛樹が憎にく々にくしげにスイカバーを齧かじってみせると、桐子はそれまでの様子から一変してご機き嫌げんな様子でアイスケースを覗のぞき始めた。ころころと喜き怒ど哀あい楽らくの忙しいヤツだ。


    「まぁ、でもちょうど良かった。寛樹って今週末はヒマかな？」


    「当たり前だろ。むしろ毎日がベリースペシャルヒマ野郎だ」


    「それはあたしも同じ。ベリースペシャルヒマ子ちゃんよ」


    　そう言いながら桐子は一番安いソーダ味のアイスキャンディーを取りだしてアイスケースの蓋ふたを静かに閉める。


    「実はこの後ね。繁はん華か街がいの方まで水着でも買いに行こうかなって思っててさ」


    「繁華街の方って、バスで行くつもりか？　こんな時間から？」


    「へへーん」


    　意味深な笑みを浮かべながら、桐子は店内と居間を隔へだてた段差に座っている寛樹の方に向かってくる。なんだと思っていると、突然桐子はその狭せまい段差に座っている寛樹の真横に無理矢理押し入る形で座り込んできた。


    「な、なんだよお前……」


    　ほとんど密着状態になった寛樹がそう告げる。シャツの半はん袖そでから突き出た互いの腕がくっつきそうになりドキッとするも、桐子はそんな寛樹のことなどまるで気づきもしない様子で、自みずからのポロシャツの胸ポケットから一枚の免許証を取り出してみせた。


    「じゃじゃーん。この免許証が目に入らぬかーっ、てね？」


    「なにこれ。どこで盗んだの」


    「盗んでないわい。これはあたしの兄貴のやつ。昨日一年ぶりに東京から帰って来たんだよ」


    「え。竹たけ兄にいが帰ってきてるの？」


    　まじまじと免許証を見つめてみると、そこには確かに馴な染じみのあるゴリラみたいな顔とよく知っている名前がはっきりと記載されていた。


    　三み島しま竹たけ雄お。二年前に東京の大学へと進学した桐きり子この兄である。


    　ちょっとした変わり者なのだが、昔から寛ひろ樹きも実の兄のように優しくしてもらっている。何度か野の乃の木ぎ海岸まで引率してくれたこともあったりして、とても面めん倒どう見みの良い人だ。


    「家が新しくなるってのもあって、久しぶりに帰ってきたんだ。んで、さっきこの運転免許証を見せびらかされちゃったもんだから、ついあたしもテンション上がってそのまま取り上げてここまで持って来ちゃったってわけ」


    　桐子は免許証を再びポケットにしまうと、両手でアイスの袋を引き裂さく。


    「てことでさ。今週末にでもみんなで佐さ倉くら温泉に遊びに行かない？　一泊二日で兄貴が車出してくれるって。きっとどこでも連れてってくれるよ」


    　そこでようやく思い出したのか、桐子はアイスの代金を財さい布ふから取り出すと、小銭をレジに置いてあるアルミ皿の上にばらまきながらこちらを振りかえった。


    「おばあちゃんにも、ノアちゃんを一いつ緒しよに連れていっていいか聞いてみようか？」


    「ノアも？」


    　ちょうどその時、まるでそんな寛樹の声に反応したように、ノアがなずなと一緒に奥からやってきた。


    　しかもなぜか二人の手にはそれぞれ細いペンライトが握にぎられている。


    「何でそんなもん持ってんの？」


    　それらを指さしながら、寛樹はなずなに向かってそう尋ねる。


    「何でって。今日も町を紹介するんでしょ？　辺りが暗くなってきたらこれ使おうと思って、ウチにあったヤツを持ってきたの。二つあったから一つはノアさんにプレゼントね」


    　変なとこで用意周到だなと思っていると、その横にいたノアが桐子にぺこっとお辞じ儀ぎをする。


    「こんにちは、きりこ」


    「ノアちゃん、ちょうど良かった。一緒に温泉行かない？　佐倉温泉っていうの」


    「おんせん？」


    「えーいいなぁ！　なずなも行きたい行きたいっ！」


    　ノアの後ろでなずながペンライトを振り回してぎゃあぎゃあと騒さわぎ立てる。すごくうるさい。


    「もちろん。なずなちゃんも一緒に決まってるじゃん」


    「やったーっ！　いえーっ！」


    　にっこり笑う桐きり子こになずなは高々と手を広げてジャンプする。本当にうるさい。


    　ノアはそんな風にはしゃぎ回るなずなを見て、首を傾かしげながらゆっくりと口を開いた。


    「なずな、どうした？」


    「だって遊びに行くんだよっ！　ノアさんも楽しいはずだよ。水族館もプールもあるし！」


    　まるで決定事項のようにそう語りかけるなずなを見て、寛ひろ樹きは慌あわてて手を広げそれを制した。


    「ま、待て待てっ！　そんなこと、オレたちだけで決めるわけにはいかんだろ。一泊二日というからには、旅館かホテルに泊まらなきゃいけないわけだろ？　なら親にもちゃんと話しておかなきゃいけないわけだし、大体ノアのことだっておばあちゃんにはまだ何も──」


    「──わたしゃ構わないよ」


    「え」


    　その声に振りかえると、いつの間にかおばあちゃんが奥の庭から顔だけを覗のぞかせていた。


    「いいんじゃないかい？　皆で行けば楽しいだろう」


    「そりゃ、そうだけど」


    　寛樹は居間に上がり込むと、そのまま奥の庭にいるおばあちゃんにぼそぼそ耳打ちする。


    「……いいのかよ？　よくわからない生き物ほっぽり出して。もしノアが近くにいなくて暴れ出したりなんかしたら手に負えないだろ？」


    「わたしにゃ、あの生き物がそんなに荒っぽくするように見えないけどねぇ」


    　そう言いながら、おばあちゃんは寝そべっている奇き妙みような生き物を見つめた。寛樹もつられるように庭へと目線を落としてみるも、その生き物は顔だけを地面にくっつけたまま動こうともしなかった。連日の暑さに夏バテしているようにも見える。


    「大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかい？　ご覧の通り、食べるとき以外ろくに動きゃしないし」


    「うーん……」


    　確かに温厚そうではある。そのうえ陸にいる時のウミガメよりも動きがのろい。


    「どうすんのー？　あたしそろそろ水着買いに行かなきゃなんだけど」


    　桐子が店の中から寛樹に向かって声をかける。


    「そうだ。水着を忘れてたね」


    　なにやら思い出したような口調でそう告げると、おばあちゃんは庭を上がって店の方まで向かっていった。いったい何をするのかと寛樹もそちらへ向かうと、おばあちゃんは店のレジを開けて、中からお札を数枚取り出した。


    「はいこれ。ノアの分も買ってきておくれ」


    「は？」


    「さすがにこの子に着せる水着は持ってないからね。プールに行くんだろ？」


    　おばあちゃんの言葉に、桐子もぽんと手を打つ。


    「ノアちゃんも一いつ緒しよに今から水着買いに行く？」


    「みずぎって、なに」


    「あ。うんとね。泳ぐ際に着る服のこと。そのワンピースじゃ泳げないでしょ？」


    「およげなくもない」


    「いやまぁ……確かにそう言っちゃそうなんだけど」


    　そうしてどんどんと話が膨ふくらんでいくうちに、寛ひろ樹きもこれ以上反対する気が失うせてしまった。考えてみれば、確かにノアをこの町に閉じ込めたままにしておくのは可か哀わい想そうだし、この町に来た時の思い出を少しでも多く持っていてほしかったりする。


    　あの生き物とノアを引き離はなすのはちょっとだけ不安だったが、確かにおばあちゃんの言うとおり、あれだけのろまな生き物が急にシャキシャキと動き出すのも考えにくかった。


    「それじゃ、今からみんなであたしの家にいこ。兄貴に言って車出してもらうから」


    　そう言いながら外へ出ていく桐きり子こを追うように寛樹も店の外へ出ると、ちょうど駄だ菓が子しを買いに来た様子の恒こう正せいが、Ｔシャツとジャージをだらしなく着て歩いていた。


    「……あれ、二人とも。それになずなちゃんと、ノアちゃんまで」


    　そう言いながら、恒正はこちらを見て立ち止まった。寝ね惚ぼけ眼まなこな上に寝ぐせがあちこちに跳はねまくっている。そんな恒正を見た桐子は呆あきれながら、


    「もー恒正ってば！　いくらなんでもだらしなさ過ぎでしょうがっ」


    「……え。あ、ああ。これは、さっき起きたばっかで……」


    「寝過ぎでしょ！　それにいくら近所で知り合いばかりだからって、そんなカッコで歩くのはダメだって。見ているこっちが恥はずかしくなるよっ」


    　まるで口うるさいお母さんのように、桐子はささっと恒正の跳ねた髪を整えていく。途中でうーんと首を捻ひねりながらも、なんとなく自分の中で満足のいく髪型に仕上がったようで、


    「よっし。これで男前」


    　と、桐子は恒正の肩をぽんっと叩たたいて笑ってみせた。


    　そんな桐子に対し、恒正はほとんど無反応のまま、するすると伊い東とう商店の中へと入っていく。


    「お前も罪な女だよな」


    　横を通り過ぎる際に恒正の頬ほおがほんのりと赤らんでいることに気づいた寛樹は、思わずそんなことを桐子に向かって口走ってみせる。


    「は？　なにが」


    　きょとんとする桐子に寛樹はそれ以上何も言わず、そのまま奥でおばあちゃんに駄菓子の代金を手渡している恒正に向かって声をかけた。


    「なぁ。もし良かったらこれから恒正も一いつ緒しよに来ない？」


    



    　＊　＊　＊　


    



    　海沿いの国道といえば、おそらく大半の人がロマンチックなものを想像することだろう。


    　もちろん普ふ段だんから車通りも多いような道ならば、本当にそういうものなのかもしれないが、


    「道がガッタガタじゃないかよ！」


    　そう叫んだ寛ひろ樹きも舌を噛かんでしまいそうになるくらい、ワンボックスカーの車内は右へ左へと激しく揺ゆさぶられ続けていた。せめて潮の香りでもと思って窓を開けようとすると、


    「車内のエアコンの風が逃げるから開けちゃダメ！」


    　そんな桐きり子この言葉に手を引っ込めると、あらためて田舎いなかにはロマンなど砂の粒ほどもないのだなぁと寛樹は思うのであった。


    「もーっ。それにしても揺れすぎじゃない？　この道、いつになったら舗ほ装そう工事するの!!」


    　助手席の桐子が叫ぶと、運転席の竹たけ雄おは豪快な笑い声をあげて、


    「はっはっはーっ！　いやぁしかし懐なつかしいなこの道はーっ！」


    　と、ひどく嬉うれしそうな声をあげてハンドルを切る。


    「まるで遊園地のアトラクションのようじゃないかーっ？　なぁ、寛樹ーっ？」


    「いや。全然」


    　そう寛樹が言っても、竹雄はそんな言葉など聞こえないようにずっとバカ笑いし続けていた。


    「がたがた。ぐらぐら」


    　そしてこんな状況にも関わらずノアは楽しそうに窓の景色を眺ながめていた。寛樹が思うに、ノアはどうも海の方に全く興味がないらしく、さっきからずっと山ばかりを見続けている。


    「なんだか意外だな。ノアちゃんが山好きって」


    　二列目のシートで寛樹と一いつ緒しよに座っていた恒こう正せいもそんなノアのことが気になったらしく、そんな風にこちらへ問いかけてきた。


    「ノアちゃんはむしろ海の方が好きなタイプに見えるっていうか。山よりも海の景色の方が似合ってるって感じなんだけど」


    「あ。それなんとなくわかる気がする」


    　寛樹が同意すると、ノアと同じ三列目のシートに座っていたなずながぐいと身を乗り出した。


    「なずなも山が好きだよ！　ノアさんとおんなじ！」


    「お前は根っからのカナヅチだからだろうが」


    「違うね。なずなは昔からカブトムシが大好きだからだよ。そもそもウチのクラスの男子はクワガタ派ばかりで、カブトムシの魅み力りよくなんて全く伝わってないと思うんだよ。カブトムシのすごさってのはなんといってもあの角のフォルム──」


    　そうして誰だれも聞いていない虫談義を始めるなずなの声を聞きながら、ようやく車は舗装されていないガタガタの国道を抜けて、市街の入り口へと入っていった。


    「よし桐子。ここからどこへ向かうんだ？」


    　右折した先の信号で止まると、竹雄は桐子に振りかえってそう尋ね出す。


    「兄貴。そのままそこの道を真っ直ぐで。もう少ししたら店の建物が見えてくるから」


    「ほほう。……しかし便利になったもんだなぁー。昔はこの辺りになんにもなかったろ」


    　そう運転しながら竹たけ雄おが感嘆の息を漏もらしたその直後、郊外型の衣料店が見えてくる。


    　駐車場に入ってそのまま車を停めると、桐きり子こは我先にと助手席から車を飛び出して、寛ひろ樹きたちのいる後部座席側のサイドドアを思いっきり引き開けた。


    「ノアちゃん、あたしが水着選んであげるから一いつ緒しよに行こーよっ」


    　そうして差し出された手を、ノアはぽかんと口を開けながら受け取る。


    「いーなぁノアさんは。なずなも水着欲しいなぁー」


    「お子様にはスクール水着がお似合いだ」


    「うるさいバカ兄っ！」


    　きーっと歯を見せて、なずなもノアの後から外に飛び出していく。


    　そのまま三人で先に行ってしまうかと思ったら、桐子は車内にいる寛樹と恒こう正せいを交互に見て、


    「そうだ。どうせなら恒正がいいかも。ねぇ一緒に付いて来てよ。水着見よ？」


    　と、いくらか軽い調子で車に乗ったままの恒正に振り返ってみせる。


    　選ばれなかった寛樹が、桐子を見つめながら自みずからを指し示す。


    「オレじゃダメなの？」


    「だってアンタ、既すでに目がスケベになってるし」


    　身も蓋ふたもない桐子のその一言に、寛樹は何も言うことが出来なかった。


    「こういうのって、やっぱ多少は男子の意見も取り入れてみないとって思ってさ。恒正なら寛樹と違って客観的な可か愛わいさを重視して選んでくれそう。寛樹は絶対に露ろ出しゆつ度どが高いのとか、バカみたいに目立つのしか選ばないから論外」


    「ずいぶんと好き勝手に言ってくれやがるな……」


    　完全に図星であった。寛樹はそれ以上余計な反論もせずに肘ひじで恒正の脇わき腹ばらをつついて外に出るよう促うながすと、恒正は脇腹を押さえながら寛樹の意図を汲くみ取ったように立ち上がった。


    「じゃ、じゃあ行ってくるよ」


    「おう。出来れば今オレが妄もう想そうしているような、キワドい水着も考こう慮りよしてくれると嬉うれしい」


    「バカには耳を貸すなー恒正。それじゃ寛樹と兄貴はその辺で適当に時間潰つぶしててね」


    　そうして竹雄とともに車内に取り残された寛樹はどっしりとシートにもたれかかった。どうせ水着を選べないなら行く必要もないだろう。そんなことを思って窓の外を見つめていると、


    「はっはーっ。相変わらずだなぁお前ら」


    「竹たけ兄にいも相変わらずだよ。そのテンションの高さは」


    　バカデカいボリュームの声に思わず耳を塞ぎそうになりながらも寛樹はそう答える。


    　ただでさえ真夏日だというのに、なんて暑苦しい人だと思った。幼い頃ころは自分自身のテンションも高かったせいで、あまりそういうところに気づかなかった。


    「ところで、あの子はどこの子なんだ？　ノアって言ったかな。はっはーっ！」


    「ああ。えっと……夏休みの間だけ遊びに来てて……伊い東とうのおばあちゃんの孫だって」


    「……孫？」


    　急にトーンが落ちたように、竹たけ雄おの声が低くなる。


    「ということは春はる信のぶさんの子ということか？　だが結婚してたなんて何も聞いてないが……」


    「そ、そこら辺はよくわからない……。その春信って人もオレはよく知らないし」


    「知らないなんてことはないだろ。昔はよくおぶってもらったりしていたじゃないか」


    「……え？」


    　急に飛び出してきた意外な事実に、寛ひろ樹きはその場で固まってしまう。


    「お前も桐きり子こも、赤ん坊の時は春信さんに何度か抱だいてもらっていたことがあるんだぞ。面おも白しろいことに、お前が泣き出したときは春信さんが抱くとすぐに泣き止やむんだ。まぁ……でも覚えてもいないか。亡なくなったのはお前らがまだ相当に小さな頃ころだったからな」


    　竹雄は一人で納なつ得とくしたようにそう頷うなずいてみせる。そうして寛樹が伊東春信のことをもっと聞き出そうと口を開きかけたところで、


    「寛樹少年。店の入り口に自動販売機があるんだっ。ジュースでも飲みに行こう」


    　そんな風に誘さそわれ、寛樹は竹雄に言われるがまま車の外へと飛び出した。


    「行くぞ！　容よう赦しやなく受け取れよ！」


    　自動販売機の前までくると、竹雄は缶ジュースをこちらに向かって投げ寄こした。容赦なくの言葉の使い方が間違っている気もしたが、特に指摘はせず寛樹はジュースをキャッチする。


    「あの、春信さんってどんな人だったのかな？」


    「どんな人と言われてもだなぁ」


    　あごを触さわりながら竹雄は長考する。


    「うむぅ。普ふ段だんから松まつ乃のにいたわけじゃないしな。ふらっと帰ってきて、という感じだった。あまり自分も覚えていることが少ないなぁ。はっは。ただ、優しそうな人だったな」


    「優しそうな人……」


    　東京に住んでいたと聞く春信のことを思い、それから寛樹は同じように現在東京に住んでいる竹雄に向かって口を開いた。


    「やっぱり、都会の一人暮らしって楽しい？」


    「んん？　まぁこっちに比べりゃ街も人も賑にぎやかだな。そのくらいかな」


    「寂さびしいとか思ったことは？」


    「そりゃーもちろんさ！　桐子のように可か愛わいい女の子は東京にはいないしなっ」


    「……は？」


    　突然わけのわからぬことを言い出した竹雄に、寛樹はぽかんと口を開ける。


    「は？　じゃない。桐子はどこに嫁に出しても恥はずかしくない女の子だ。多少おしとやかさには欠けるが、それを覆くつがえして有り余るほどの元気なところがあの子のウリだよ！」


    「いや……正直うるさいくらいなんだけど」


    　そう口にしてからすぐに、言わなきゃ良かったと思った。


    「ばかやろっ。あの健けな気げさがわからんとはどうかしてるぞ寛ひろ樹きっ！　そもそも桐きり子こはだな──」


    　時すでに遅おそし。そのまま恒例の桐子の魅み力りよく語りが竹たけ雄おの口から発せられ、寛樹はがっくりと肩を落としながらその場で顔を俯うつむかせた。


    　桐子のことを溺でき愛あいしている竹雄に余計な口を挟はさめばこうなる。そんなことは数年前から知っていたはずなのに、久しぶり過ぎてすっかり忘れてしまっていた。


    　そうして『桐子のここが可か愛わいい十選』が竹雄の口から発せられたところで、


    「──と。まぁアイツの魅力はここまでにしておいてだな。はっは」


    　ようやく終わったかと思いながら寛樹はうんざりした様子で顔を上げる。無む駄だだとはっきり言い切れるほどの疲労感が全身を包み、ひどく肩もこってしまっている。


    　一方の竹雄は、けろりと爽さわやかな笑顔で寛樹を見ると、


    「で。寛樹は桐子のこと、どう思うんだ？」


    　と、さらに面めん倒どう臭くさい発言を吐はき出してきた。こんなケースは今まで例がなかった寛樹は、


    「ど、どう思うって……」


    　そんな風に思わず言葉を濁しながら目線を泳がせる。あまり普段から桐子を異性として深くについて考えたことがなかったので、こんな質問に対処できる言葉を用意していない。


    　結局寛樹が苦し紛まぎれに思いついた言葉は、


    「か、可愛いと……思うよ？」


    　と、無難すぎる回答だった。それとなく語尾に疑問符をつけてそう答える。


    「そうか！　はっは。いやーそうかそうか！」


    　そう笑いながら、上じよう機き嫌げんで寛樹の背中をばんばんと叩たたく。


    「ようやく寛樹もわかってきたな。うんうん。いいぞ。良い！　グッドだ！」


    「は、はぁ……どうも」


    　なんだかよくわからないまま、ちょうどジュースを最後まで飲み切った時だった。


    「おっ待たせーっ」


    　声がして振りかえると、桐子たちが店の自動ドアから出てきたところだった。桐子とノアの手にはビニールの手て提さげ袋が握にぎられており、それに気づいた寛樹は桐子の袋を指さして、


    「あれ？　もう買い終わったの？」


    「うん。即断即決でぱぱーっとね」


    「どんなの買ったんだよ？」


    　袋の中身を覗のぞこうとすると、桐子は袋をぱっと背中に隠かくして持った。


    「当日のお楽しみに決まってんじゃん。だから、だーめ」


    「恒こう正せいは見たのに、オレだけ仲間はずれかよ。見せろって」


    「だーめっ」


    　強い口調の桐きり子こに舌打ちすると、寛ひろ樹きはその後ろにいた恒正を掴つかまえて同じことを尋ねる。


    「おい恒正。二人の水着の柄を教えろ」


    「……え？　あ。えっと……あのー」


    「色も形も、なーんにも言っちゃダメだからね？」


    　念押しのように言う桐子を見ながら、恒正は申し訳なさそうに目を伏せる。


    「ごめん。そういうことなんだ……」


    　そうは言いつつも鼻の下は伸びっぱなしで、寛樹は心の中で恒正に密かに殺意を覚えた。


    「クソっ！　もういいよ」


    　寛樹は諦あきらめて二人の元を離はなれると、すぐさまノアの元へ向かっていく。


    　ノアならこのか弱き子こ羊ひつじの味方になってくれるに違いない。


    「ねぇノア──」


    「おしえない。えっち。ばか」


    「なぬぅーっ!?　まだ何も言ってないのに!!」


    「えっちでばかのひろき。みずぎのいろなんて、おしえない」


    「くぅっ……せっかく言わせなくしたってのに、また上書きしやがったな桐子っ!!」


    　背中でバカ笑いする桐子の声を聞きながらそう叫んだところで、


    「では諸君、このまま途中でどこかに寄ってご飯でも食べようじゃないか。はっは！」


    　寛樹はその場にがっくりと膝ひざをついた。
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    　国道沿いの蕎そ麦ば屋やで少し早い夕食を取ると、外は既すでに夕焼け空に包まれていた。


    　市街地に行くというだけでも、ストレートに往復するだけで二時間はかかる道のりだ。午後の三時過ぎに松まつ乃のを出て、のんびりとしていたらあっという間に六時を回ってしまっていた。


    　ちょうどこの蕎麦屋から少し離れたところに、野の乃の木ぎ海岸のバスセンターがある。


    「なぁ。どうせならこのまま隕いん石せきの墜つい落らく地ちまで見に行ってみない？」


    　寛樹は道路を隔てた場所にある隕石の墜落地を見ながら、そんな提案をしてみせた。


    　そもそも今日もノアに町を紹介する予定だったからちょうど良い。


    「別にいいけど。でもなんにもないよね、あそこ」


    　桐子が竹たけ雄おに振りかえると、竹雄も笑いながら頷うなずいてみせる。


    「何十年か前に落ちたって言われているが、今はその残ざん骸がいすら残ってないしな。はっは」


    　ノアはきょとんとした瞳ひとみで墜落地を見つめ、それから寛樹の方にゆっくりと顔を向ける。


    「いんせきって。うちゅうの？」


    　そういえばと、寛ひろ樹きはノアが以前図書館で宇宙に関する本を読んでいたことを思いだした。


    「そう。空から落ちてきたんだ。この町に」


    「そらから……」


    　ぽつりと独り言のようにそう呟つぶやくと、そのままノアは墜つい落らく地ちの方に向かって吸い込まれるように歩いていく。それを見たなずなははっと思い出したようにノアの元へ駆け寄ると、


    「ノアさん、今日もなずなが解説するよっ！」


    　そう言ってノアの手をきゅっと掴つかむと、そのまま二人で先に行ってしまった。その後ろ姿を見ながら自分もあれくらいナチュラルに手を繋つなげたらなと思いつつ、寛樹は皆に振りかえる。


    「オレたちも行ってみようよ。なんにもないけど、案内がてらさ」


    　そうして全員でクレーターの円周に張られた安全ロープのところまで辿たどり着くと、桐きり子こが案内看板の前で首からぶら下げていたデジカメを手に取った。


    「ねぇねぇ。せっかくだし、みんなで記念撮影しない？」


    「あー。んじゃノアも呼ぶか。おーいノア、こっちこっち」


    　ぽかんと墜落地の中心を眺ながめていたノアを呼ぶと、ノアはゆっくりと寛樹に近付いてくる。


    「よーし。んじゃタイマーセットするからそこに並んじゃって」


    　フラッシュが焚たかれると、すぐに桐子は恒こう正せいと竹たけ雄おを引き連れて写真を確認しにいってしまった。それと同時になずなは急に催もよおしたのか、そのままバスセンターのトイレに走っていく。


    　そうして寛樹が偶然にもノアと二人だけになった時だった。


    「まるで──おさら……みたい」


    　その台詞せりふが小説中の智ち夜やの台詞とそっくりな事に気づき、寛樹は驚きながらノアを見た。


    　温ぬるい夏の風が白い帽子を微かすかに揺ゆらし、それが風で飛ばされないよう右手でしっかりと押さえると、ノアは墜落地をじっと見つめたまま再び寛樹に向かって、


    「わたし、このばしょ、しってる」


    　静かに寛樹に向かってそう言った。その言葉の意味が少しずつ頭にじんわり染しみ渡ると、


    「それって──それって……ノアは、前にここに来たことがあるってこと!?」


    「それは……わからない」


    　驚おどろく寛樹に首を振って、ノアは安全ロープを強く握にぎり、目を細めながら墜落地を見つめる。


    「でも、このばしょと──あともうひとつだけ、おもいだしたこと、ある」


    「もう一つ？」


    　寛樹の言葉にノアは振りかえると、寛樹の瞳ひとみをまっすぐ見つめながら頷うなずいた。


    「うん。このばしょのことと──いとうはるのぶ」


    　伊い東とう──春はる信のぶ。


    「わたし、きっとそのひとをさがしにきた」

  


  
    



    　第三章


    



    　野の乃の木ぎ海岸に隕いん石せきが落下したのは今から約三〇年前のことで、その当時のことを知っている寛ひろ樹きの父尚なお人とは、まだ小学生だった頃ころの寛樹にその時のことを振りかえりながら話してみせたことがあった。


    「──ありゃーたしか真夜中だったな。ヒューって風を切るような音の後に、すごい爆ばく発はつ音おんみたいなのがして慌あわてて飛び起きたんだ。少しだけこの辺りも揺ゆれたような気がしたな」


    　夕食のビールをたらふく飲んでご機き嫌げんだった尚人は、携帯ゲームに集中してロクに聞く耳すらもっていなかった寛樹にいきなりそんなことを語り始めた。


    「その翌日からはもうすごい騒さわぎでよ。こんなクソ田舎いなかに、大勢のテレビ局の人間や野や次じ馬うまたちがごっそりやって来やがったんだ。まぁしかし、あれだけの余よ所そモンがこの松まつ乃のにやってきたのは、後にも先にもあの時が一番じゃねぇか？　その日からちょうど学校も夏休みに入ったもんで、午後からは松乃の小中学校の連中全員が、互いに申し合わせたわけでもなくクレーターに大集合ってな状況よ。もちろんその日は、オレも自転車漕こいで見に行ったぜ」


    「で。どうだったの？　その隕石って」


    　ずっと喋しやべり続けている尚人がやかましくて、それでようやく寛樹も面めん倒どう臭くさそうにゲーム画面から顔を上げた。ふとテレビに目が行くとちょうど宇宙の番組をやっていて、それでいきなりこんなことを話し始めたのかと寛樹は納なつ得とくする。


    「結局その隕石は地面に墜つい落らくした瞬しゆん間かんに粉々になってはじけ飛んじまってたんだよ。だからクレーターの中心には何もない。まぁとんだ人騒がせだったってヤツだ。あれだけ湧わいていたレポーターや野次馬連中も、秋になる前にはみーんな消えて無くなっちまってたよ」


    「なんだ。面おも白しろくない」


    　寛樹がゲーム機に顔を戻そうとすると、尚人はううんと唸うなり声を上げながら首を捻ひねり出す。


    「しっかし、あの時の夏休みはどうもはっきりと覚えちゃいねぇんだよなぁ。落ちたってことまでははっきりと覚えてるんだが、その後がすっげー曖あい昧まいなんだ。これが」


    「どういうこと？」


    「なんていうんだろうなぁ。隕石が落ちたってことと、人がいっぱい来てたなってことは覚えてるんだが、そこで何をしたかがさーっぱり思い出せん」


    「普通はそんな毎年やってくる夏休みに、いちいち何をやったかなんて思い出せないよ」


    　寛樹がそう言うと、尚人はさらに眉まゆをひそめながら考え込んで、


    「それもそうなんだが……何かぼんやりとだけど、いろいろあった気がするんだよなぁ」


    　そう言いながら、なおもうんうん唸りながら首を捻り続けていた父の姿を、寛樹は今でもはっきりと思い出せる。


    「本当に、いろいろと……あった気がするんだよなぁ」


    　いつになく真剣な表情で、そんなことをぶつぶつと漏もらしていたからかもしれない。


    　ともかくこれが寛ひろ樹きの知っている、隕いん石せきの墜つい落らくに関する情報の全すべてであった──
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    　Ｗ市の中心街まで水着を買いに行った日の夜のこと。


    　──隕石墜落地のことをノアが知っている？


    　あれから松まつ乃のに戻りそのまま家に戻って夕食を食べてからも、寛樹は布ふ団とんの上でそのことばかり考え続けていた。あの時「お皿みたいだ」と言ったノアの様子も引っかかりながら、


    「うーん……」


    　そう唸うなりながら寝返りを打ってみる。


    　──伊い東とう春はる信のぶを知ってるって。会いに来たって、そうノアは言っていた。


    　あの場ではその捜している人物は亡なくなってしまっているんだと、寛樹はそうノアに告げることが出来なかった。まだはっきりと記き憶おくを取り戻したわけじゃないノアに対し、続けざまにショックを与えるようなことはなんとなく避さけた方がいいと思ったからだ。


    　しかし、どうしてノアは伊東春信のことを探しているのだろうか？


    「……記憶を無くす前に知り合いだった、とか？」


    　枕まくら元もとの小説を手にとって、ぽつりとそう呟つぶやいてみる。最初に読んだ時はここに書かれていたことが全てフィクションだと、そう思いこんでいた。ノアとなずなを連れて神社に行った日に、あのけもの道の存在を実際にこの目で見てしまう前までは。


    　しかしどうやらここに書かれていることは、全てフィクションというわけじゃないらしい。それどころか、小説にはノアの容姿をそのままモデルにしたんじゃないかという人物がいた。


    　小説のヒロインである智ち夜やのことだ。どちらも白い帽子に白いワンピースで、最初はただの偶然の一致かと思っていたが、よく考えればそれはあまりにも奇き妙みような偶然すぎる。


    　とりあえず寛樹はごろんと寝返りを打って、弘ひろ文ふみが最初に智夜を連れてけもの道へと行くシーンを探してみることにした。もしここに書かれていることがフィクションでないのなら、一番最初に手をつけるべきところは、やはりあのけもの道からかもしれない。


    　以前に読んだ時とは違う発見があるかもしれないと思いながら、寛樹は本を開き始めた。


    「あった。ここだ」


    　それは小説の第三章、後半部分からのシーンである。
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    「種を植えるだけなのにどこまで行くの？」


    　智ち夜やの言葉には答えずに神社の境けい内だいまでやってくると、弘ひろ文ふみは辺りに誰だれもいないか確認してからゆっくりと振りかえった。


    「この町の最高な景色の場所で、植えたいなと思ってさ」


    「最高の？」


    「うん。とっておきの場所なんだ」


    　弘文は智夜を引き連れて本殿の後ろへと回り込む。するとそこには草木を乱雑に踏ふみしめただけのけもの道が出来ていた。


    「こんなところを通らなきゃいけないの？」


    　智夜がげんなりとした表情をする。


    「苦労の末に辿たどり着く景色だからね。確かに女の子にはちょっと辛つらい道かもしれないな」


    　弘文がそう言い切ると、その言い方が気にくわなかったのか智夜は頬ほおを膨ふくらませて、


    「たいしたことないよ、こんなの」


    　と言って先に歩き始める。負けず嫌ぎらいなのだなと思い、弘文は吹き出しそうになるのをこらえながらも彼女の後に続いていった。


    「当まさ知かずくんと環たま香かさんは、この道のことを知らないの？」


    　狭せまく勾こう配ばいのある道を先頭に立って歩きながら、智夜が弘文に問いかける。これだけ鬱うつ蒼そうと茂っている道でもこうして率先して進めるとは大したものだと思いながら、


    「うん。誰にも教えてないからね」


    「そんな道をなんでわたしに教えたの？」


    　智夜の問いに、弘文はふっと言葉を失う。一種の独占欲のようなものだったのかもしれない。


    　おそらくこれまで弘文は最初に智夜と出会った日から今に至るまで、ずっと彼女のことをこの町にいる他の誰よりも理解しているんだと、そういった自負を無意識に持ち続けていた。


    　でもそうじゃないのだなと、先ほど環香から聞かされた彼女の知らない意外な一面を聞いて、弘文はそんな風に思った。


    　──智夜ちゃんって、当知のことが気になってるみたいだよ。


    　嫉しつ妬としているのだろうか。当知に対して。


    「そういえばね。この前貸してもらった本あるでしょ？」


    　そんなことを弘文が考えていると、前を歩く智夜が急に語り出した。


    「あの小説に、奈な央おって女の子が出てたじゃない。奈央って名前、すごくいいなって思って」


    「そうかな？」


    　智夜という名前の方がずっといいのではないだろうかと思いながら弘文は顔を上げる。


    「わたし、奈央って名前が良かったなぁ。でも今更だよね。もしいつか結婚して、女の子が生まれたりしたら奈央って名前にしたいかも」


    　そうして子供の名前と良いという風に彼女が納得したところでそこには大きな土と岩で出来た壁がもう目の前にあった。ここを登り切れば秘密の場所なのだが、いよいよ女の子には厳しい難関である。


    「ここを登るの？」


    「うん。軽いロッククライミングのような感じになるんだよね」


    「こりゃ本格的に辛つらいわ」


    　呆あきれたように笑う智ち夜や。そんな智夜を見て、弘ひろ文ふみも暗い気分を打ち払った。


    　──しょうもない嫉しつ妬と心しんでこんなところまで智夜を連れてきてしまったが、最後の最後で行き詰まってしまったな。


    　幸いにも彼女がここを登り切るのは無理そうだし、もうこの場をお開きにしよう。


    　弘文がそう思って口を開きかけた時、


    「弘文くん。屈かがんで」


    「え？」


    　わけもわからずその場に屈み込むと両肩に重みがかかり、弘文は驚おどろきながら顔を上げた。


    「こーら。顔をあげないの」


    「な、なにするつもりだよ」


    「肩車してほしいの。壁をよじ登るのは無理そうだけど、そこの木の枝になら届きそうで」


    　両肩から首回りにかけて、智夜のすらりと伸びた太ももの体温を感じる。その体勢のまま固まっている弘文を急せかすように、智夜は弘文の頭をぽんぽんと触さわった。


    「さあ弘文くん。わたしを持ち上げてみて。言っとくけど、変なとこ触ったら絶交だよ？」


    　そう言われなくても、弘文は変なところを触るつもりなんて毛頭なかった。


    　しかしこんなにもアクティブな子だったなんて弘文には思いもしなかった。少しだけ智夜の違った一面を知ってどぎまぎしながら、そのままぎこちなく彼女を肩車して立ち上がる。


    「そうそう。そのままそう。よし掴つかんだ。いい？　絶対に頭を上げないでね」


    　すっと弘文の両肩から智夜の重みが逃げていく。そうしてすぐに葉っぱ同士がこすれ合う音がしたかと思うと、


    「よし。上まで登れたよ。弘文くんはどうしようか」


    「ぼくは岩をよじ登るよ。いつもそうしてる」


    　壁の上にいる智夜にそう声をかけてから、弘文は土の中から突き出たいくつかの大きな岩を足場にしてよじ登っていく。しかし本当にすごい女の子だと思った。この壁を登り切るなんて。


    　そうして壁の上へとよじ登った時、ちょうど遠くの山との間に沈んでいく夕日の姿が見えた。


    　どうやら日にち没ぼつの時間に間に合ったらしい。


    「どう？　最高の景色でしょ？」


    　そう満足げに弘文が智夜に振り返ると、智夜は夕日に照らされた町の景色を見つめたまま微動だにしなかった。


    「智ち夜や？」


    　どうしたのだろうと思ったその瞬間、智夜の目め尻じりからすっと涙がこぼれて、弘ひろ文ふみはびっくりしながら智夜の方へと駆け寄っていく。


    「ど、どうしたの急に!?　なんでいきなり泣いたりなんか……」


    「え……？　……あ、ホントだ」


    　智夜はその弘文の言葉を聞いてから自分が涙を流したことに気づいたらしく、慌あわてて自みずからの目尻をぬぐうと気を取り直したようにこちらを振りかえった。


    「……ごめんね。なんだかすっごい感動しちゃって。でも……本当にいい景色だね」


    　そこまで感動するなんて思ってもみなかった弘文は言葉に詰まってしまい、間を埋めるようにあわてて当初の目的であるひまわりの種を埋めようとスコップを手に取った。


    　そうしてざっくりとスコップを突き立てたところで、弘文はゆっくりと顔を上げる。智夜は夕日で染まる町を見つめたままだった。


    「……明日の花火大会。ぼくは、この下の神社の境けい内だいでキミのことを待ってる」


    　智夜が振りかえる。


    　一瞬言うべきかどうか迷うようなそぶりを見せてから、弘文はそれでもまっすぐ彼女を見つめて思う言葉を口にした。


    「ぼくは智夜のことが好きだ」


    　智夜の瞳ひとみは、それほど驚いていないように見える。
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    「ひまわりの種……か」


    　そこで鼻詰まりに気づいた寛ひろ樹きは、ティッシュを取りながら身体からだをゆっくりと起こす。


    　もしここに書かれている場所にひまわりが咲いていたら、ここに書かれていたことは実際にあったことへの裏付けになるんじゃないだろうか。


    　しかしすぐに寛樹は首を振った。もし仮に本当にあったことだとしてもここに書かれている事実は数十年前のことで、今もひまわりが咲いている可能性など限りなく低い。


    「どちらにせよ、一度はここに書かれている場所まで行ってみるしかないか……」


    　そうしてゆっくりと小説を閉じると、寛樹はそのまま小説の表紙をぼんやり眺ながめながらその場に寝転がった。


    　タイトルとともに書かれた著者の「野の乃の木ぎ春はる信のぶ」という字を見て、寛樹は考える。


    　ノアはペンネームの方じゃなくなぜか本名の伊い東とう春信という名前を口走った。そのことから察するに、やはり以前にノアはこの伊東春信と出会ったことがあるのではないだろうか。


    　もちろんネットで調べれば誰だれにでもわかることであった。寛ひろ樹き自身も野の乃の木ぎ春はる信のぶでネット検索をかけてみたらペンネームの横に添えられる形で本名も表示されていた。


    　なので本名を知っていることそれ自体には何の不思議もない。


    　問題はノアが記き憶おくを失う前、小説を通して彼のことを知ったのか、それともどこか別の形で彼のことを知ったのか、ということだった。


    　そしておそらく後者の可能性が高いと寛樹は思っている。もし前者だった場合、彼のことを本名で呼ぶ理由がわからなくなる。物もの凄すごく好きな作家だとしても、普通はその作家のことをわざわざ本名などで呼んだりはしない。絶対そうだとも言い切れないが、まず間違いないはずだ。


    　やはり伊い東とう春信という人物のことをもっと深く調べていくことで、結果的にノアという記憶を失った少女の素す性じようもなんとなくわかってくるような、そんな気がした。


    　それともう一つ。ノアに関しての、最大にして究極の問題。


    「あの、未確認生物の存在だよなぁ……やっぱり……」


    　どれだけ考えてみても、あの伊東商店にいた不可解な生き物だけは、理解が出来そうな範はん疇ちゆうを軽々と飛び越えてしまっていた。規格外だあんなモノ。どう理解しろと言われても無理だ。


    　それに寛樹の見た感じだと、あの生き物はとてもじゃないが日本のものどころか、海外にいると言われても信じられるか自信がなかった。地球上のどんなあらゆる生き物と比べてみても、あのように奇異な形の生き物を他に地上で見たことが無かった。


    　グロテスクでどことなく艶つやっぽい肌は、昔百科事典か何かで見たような深海生物の姿によく似ていた。そのくせオウムっぽく言葉も喋しやべるし、ひまわりを食用としている草食動物だなんて。


    　なんというか無む駄だにいろんな特徴を欲張りすぎている。


    「待てよ……？　深海生物？」


    　適当に頭の中で思いついたその言葉に、寛樹はふと引っかかりを覚えた。そうだ、あれだけ奇異な形をしているならば、もしかすると深海生物の変種か何かだろうか。


    　寛樹はさっそく居間へと向かうと、パソコンの前に座っていたなずなに向かって声をかけた。


    「なずな。今からネットで調べたいことがある。だからそこをどいてくれ」


    「いやだ」


    　即答である。


    「ノアに関することでも？」


    「いやだ」


    　ノアの名前を出せばどいてくれると思ったのに、テコでも動かないつもりかと寛樹は思う。


    　パソコンを見つめてみると、どうやらなずなはアイスを食べながら、定額料金を支払うことで視聴が出来る動画サイトでアニメを見ているようだった。


    　これはマズいと寛樹は思う。特に今観みている『ラブ★パラ』は、近ちか頃ごろの小学生女子に大人気のアニメで、このアニメを観ている時のなずなは家族の誰よりもずっと強ごう情じようになるのだ。毎週の最新話だけじゃなく、必ずその三、四話前のエピソードまで見直すほどのハマりっぷり。


    「なぁどいてくれよ、お兄ちゃんがこんなにもお願いしてるんだからさぁ」


    「いーやっ。お兄ちゃん、一度パソコンの前に座ったら、なずなが寝るまで離はなれないもん」


    　それはまさしく核心をついた一言であり事実なのだが、そんなの今のなずなとどこが違うと言うのか。こいつも『ラブ★パラ』を見始めるとずっとパソコンの前から離れないではないか。


    　そこでふとある妙みよう案あんを思いつく。たまたま今調べようとしていたものが深海生物だったので、とある深海魚の名前が寛ひろ樹きの頭の中にぱっと浮かんだのであった。


    「なずな。じゃあそこに座ってて良いから、今からお兄ちゃんの言う言葉を検索してくれ」


    「えー、めんどい」


    「頼たのむこの通りだ！　なんならオレの分のアイスも食って良い！」


    　両手を合わせて頭を下げると、しばらく考え込むような顔を見せてから、なずながはぁーっとわざとらしく溜ため息いきを漏もらして言った。


    「もー、仕方がないなぁお兄ちゃんは」


    　やった。アイスをやるというのが功を奏したのか、なずなは急にニコニコしながら寛樹に振りかえる。


    「で？　何を検索するの？」


    「えーっとだな。とりあえず画像検索にしてくれ」


    「画像検索？　ノアさんのことじゃなかったの？」


    「そうなんだけど、見たかったものを調べたかっただけなんだ。だから三秒で終わる」


    「ふーん。じゃあなずながその言葉を打ち込んで、検索したらちゃんと三秒数えるからねっ」


    「ああ、いいとも」


    　そう大おお仰ぎように頷うなずく寛樹の横で、なずなが画像検索サイトを開いた。


    「んじゃ名前教えて」


    「うんとな、オニキンメって言うんだ」


    「オニキンメ、ね。はいっ！　じゃあ数えるよー、いーち──」


    　そう言ってなずながエンターキーを押した瞬しゆん間かん、凶きよう悪あくなバケモノの顔をした魚がディスプレイいっぱいに現れた。


    「ぎゃあああああああ!!　おかーさーんっ！　おにいちゃんがぁぁぁ！　うえぇぇぇ……っ」


    　あまりのショックでなずなはアイスを置いたまま、自分が数えていた三秒すらも忘れて部屋を飛び出していく。大成功だった。


    「さて、と──」


    　何事もなかったように寛樹はなずながどいた席に腰をかけると、そのまま深海生物という単語で検索を開始した。いろんなリンクを辿たどりながら、深海生物の写真を辿っていくと、やがて一つの生物のところでマウスホイールをぴたりと止めてそれを眺ながめた。


    　どうやら思っていたよりも早く見つかった。


    「メガマウス……これだ」


    　それは別名大おお口ぐち鮫ざめとも言われている深海生物だった。


    　鮫の一種ではあるが、歯がとても小さくやすりのようになっている。これは普通の鮫とは違いプランクトンを主食としているからで、形状は草食動物ととてもよく似ている。


    　伊い東とう商店の庭先で見た生き物は、これとかなり似た特徴を外見に有していた。実際のメガマウスよりもあの生き物は、もう少しぶよぶよと膨ふくれていたような気がするし、それに口元もこれよりもう少し大きくて、大人でも軽々飲み込んでしまえるほどだったが、それでもよく似ている。


    　全長はどれくらいだっただろうか。ここで書かれているメガマウスの全長は、四メートル半ほどとのことらしいが、これよりもう少し大きかった気がするのは、あの生き物がややメガマウスよりも体高があったからかもしれない。


    「寛ひろ樹きっ!!　アンタ、またなずなを泣かせてっ！」


    　廊下の方からそんな怒ど鳴なり声が飛んできた。タイムアップだ。寛樹はすかさず先ほどのオニキンメとメガマウスのページを消して、逃げるように居間を飛び出していく。


    「へぇっくしょい!!」


    　去り際ぎわにドデカいくしゃみを漏もらす。風邪をひいてはたまらないと思い、その日初めて寛樹は自室のエアコンの温度を少しだけ上げることにした。
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    　翌日の昼前、寛樹はさっそくけもの道に向かってみようと神社に急いだ。


    　鳥居の前で自転車を停とめると、その横の掲けい示じ板ばんに貼はられた花火大会のポスターが目に映る。


    「そういや、そろそろ花火大会だったな」


    　小説のタイトルにもなった打ち上げ花火。毎年打ち上げられている花火は、そんなに大規模なものではないのだが、それでも近きん隣りんの町村からは多くの人がやってくる。


    「小説に書かれていた秘密の場所で見たら、本当に小説通りの絶景なのかもしれないな」


    　そんな独り言を呟つぶやくと、寛樹は家の倉庫から見つけてきたロープを肩に担かついで神社の石段を上がっていった。もし小説通りの道ならば途中で大きな土の壁があるはずだった。


    　寛樹は小説の中の弘ひろ文ふみのようにロッククライミングするつもりなんか微み塵じんもない。そんな体力などあるわけもないからだ。


    　本当ならもっと便利そうなもので壁を突破しようと寛樹は思っていたのだが、どうも以前に見たけもの道の狭せまさだと大がかりなものは持って通れそうにない。なので仕方なくロープを選んでみたのだったが、実際に一人でこれを結びつけられるかの自信は正直あまりなかった。


    　でもやってみるしかないと心に決めて寛ひろ樹きが境けい内だいにまでやってくると、ちょうど本殿の前で見慣れた白い帽子と白ワンピースの少女が立っているのが目に映った。


    「ノア？」


    　寛樹の声で、両手を合わせていたノアがきょとんとした目で振りかえる。


    「どうしたんだこんなとこで」


    　寛樹が近寄ると、ノアは本殿を見上げながらぽつりと口を開く。


    「きおくもどる、おねがい」


    「もしかして一昨日おとといなずなに教えてもらってからずっと来てたのか？」


    　ノアはゆっくりと頷うなずく。木こ漏もれ日に照らされたその細い腕を下ろし、ノアは寛樹の方にゆっくりと顔を上げた。


    「ひろき、は？」


    「あ。えっと……伊い東とう春はる信のぶ──さんのことでちょっと調べ物というか、探し物みたいな」


    　そう口にすると、ノアは少しだけ目を見開いて寛樹を見つめる。


    「いとうはるのぶ？　あえるの？」


    「えっと……会えるわけじゃないんだ。ただその……春信さんが皆に秘密にしていた場所がこの神社の裏にあって、そこに──」


    「はるのぶ、ひみつ？」


    「う、うん。神社の裏から行ける場所らしいんだけど」


    　そこまで言うと、寛樹の手をきゅっと掴つかんでノアが歩き出す。


    「いきたい。のあ、ひみつ、みてみたい」


    「え。いやちょっと……マジで？」


    「まじ」


    　少し汗ばんでいるノアの手の感触にドキドキしながらも連行されていくと、すぐに一昨日見たばかりのけもの道のような場所が見えてきた。


    「どこ？」


    　ノアの目は真剣だった。


    「こ、ここから行けるらしいんだけど……」


    　ノアはすぐに頷うなずいて寛樹を引っ張っていく。


    　まるで小説に出てきた弘ひろ文ふみと智ち夜やのようだなと思った。しかし寛樹がこの場面で思い描えがいていた智夜のイメージは、決して今のノアのように強引な感じではない。


    「あってる？」


    　しかしさすが道なき道というべきか、道とすら呼ぶのもおこがましいほど伸びきった草に囲まれて、ようやくノアも疑問を感じ始めたようだった。怪け訝げんな表情で寛樹を見つめてくる。


    「わ、わからない……随ずい分ぶんと昔のことらしくてさ」


    「そう」


    　そのような確信の持てない返事だったにも拘かかわらず、ノアは再び歩き出す。


    　いよいよ寛ひろ樹きにもここが本当に正しい道なのか自信がなくなってきたその時、


    「いきどまり」


    　そうノアが口にした場所は、まさしく小説の中で出てきた通りの土と岩で構成された壁であった。おそらく高さとしては目視で三メートルもあるかないかといったところだ。


    「あってる？」


    　ノアが少しだけ不安そうにそう問いかける。先ほどよりも失意にくれた瞳ひとみをしていたが、寛樹はそんなノアに対して大きく頷うなずいてみせる。


    「ああ……っ！　ここだよっ。この上なんだ！」


    　寛樹はうまく形容出来ない感動にぶるっと身み震ぶるいしてしまう。


    　入り口付近では感じられなかった、文字で目にしていた風景が、まさしく実在のものとシンクロする瞬しゆん間かんだった。そんな些さ細さいなことが、まさかこんなにも嬉うれしく思えるだなんて。


    「のぼる？　このうえ？」


    　ノアが壁を見上げて指をさす。そんなノアをよそに寛樹が周囲をぐるりと見回すと、小説でも描写されていた壁に向かって伸びている枝以外、ロープを引っかけるようなものが何もなかった。壁を見ても、断層になった土から突き出た岩以外は何もない。


    　どちらかが先に枝の上まで行って、そこにくくりつけてもらうしか方法はなさそうだ。


    　そう思った寛樹は、早さつ速そく下心丸出しでその場にしゃがみこんでノアに言った。


    「さ。さぁノア、肩車してやるぞ！」


    　ノアは小説の中の智ち夜やのようにワンピース姿だ。ということは、弘ひろ文ふみのように両肩に乗ったノアのふとももを、体験出来るということになるはず。


    　自然とにやけてくる顔を俯うつむかせながら、寛樹は急せかすように声を張り上げた。


    「オレの上に乗って、そこの木の枝に乗っかるんだ！　さぁ早く！」


    　気づけばはぁはぁと息づかいまで荒くなってきた。今の自分は相当いやらしい顔をしているに違いない。だがいつまで経たってもノアの体重が肩に乗っかることはなく、時折聞こえる木々の葉のがさがさする音で、ようやく不思議に思って顔をあげると、


    「──ひろき。おそい」


    　既すでにノアは土の壁の上にいた。


    「うっそおーっっ!?」


    「いし。とちゅう、き、のぼった」


    　ノアは自身の経路を指で示しながら説明するも、言葉足らずで全然伝わってこない。


    　驚おどろくべき運動神経だった。自分ならば絶対にそんな早さで登り切ることは不可能である。


    「……ノア。何か上に、このロープを巻き付けられそうなものってないかな？」


    　がっくりと肩を落としながら寛ひろ樹きがそう尋ねると、ノアは寛樹に覗のぞかせていた顔を引っ込めて、すぐにまた寛樹へ顔を覗かせる。


    「きがある。でかい」


    　言うとおりのデカい木ならば、壁に向かって伸びる枝よりもずっと巻き付けやすいだろう。


    「じゃあ今からこのロープを丸ごとそっちに向かって投げるから、ロープの端はしをその木に結びつけてもう反対の端をこっちに垂らしてくれないか」


    　せーのっと声をあげてロープを放ほうり投げると、ノアはしっかりとキャッチをして再び顔を引っ込ませた。そのまましばらく待っていると、寛樹が立っている場所から少し離はなれたところにロープの片端が落ちてきて、


    「むすんだ」


    　そんな抑よく揚ようのないノアの声が頭の上から聞こえてきた。


    　寛樹は念のためグッと力を込めてロープを引っ張ってみる。行けそうだ。


    「なんだか情けないな……オレ」


    　女の子に頼たのんで壁を登るだなんて。そんな事実にずーんと心が沈んでしまう。


    　しかしそのような暗い気持ちは、頂上に辿たどり着いてすぐに霧む散さんしてしまった。


    「すっ……げぇ……」


    　松まつ乃のは山に囲まれた町だから、地上の町並みを歩いているだけでは、周囲を取り囲む山の向こうの景色を見ることなんて絶対に不可能だった。


    　それが今辿り着いたこの山の頂上からだと、その先にある野の乃の木ぎ海岸の方まで景色が突き抜けているのである。


    　この神社がある山よりも低い山の向こう側に、高速道路が見えた。


    　父親の尚なお人とが行くパチンコ屋が見える。その隣となりにあるコンビニも見える。


    　そこから先はまた別の大きな山が視界を阻はばんでおり、それ以上の景色を望むことは不可能だったが、寛樹にはもうそれだけで十分な景色であった。


    「ノ、ノアも見てみなよ、すっごいきれ──」


    　興奮しながら振りかえったその瞬間、隣にいたノアの目め尻じりからすっと涙がこぼれおちる。


    「え──」


    　それは小説の中での智ち夜やと全く同じリアクションだった。寛樹は唖あ然ぜんとしながらノアのことを見つめていると、


    「……ひろき」


    　目尻を拭ぬぐいながら、ノアがゆっくりと振りかえる。


    「ひみつ、どこ？」


    「そうだった。ひまわりはどこかに咲いてないか？」


    　はっと思い出して辺りを見回してみるも、ひまわりの花など一輪も見つからない。あるのはロープをくくりつけた幹の太い木とその横にある小さなテントほどもありそうな大きな岩と、それから──


    「岩？」


    　寛ひろ樹きは素すっ頓とん狂きような声を上げてノアの後ろにある大きな岩に近づいて行く。見間違いじゃない。


    　寛樹が立っている場所から見えるその岩の形は、伊い東とう商店の庭の中でひまわりを貪むさぼっているあの奇き妙みような生き物の顔に非常によく似ていた。
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    　それからの二日間、寛樹は他に手がかりになりそうなものを何も見つけられないまま佐さ倉くら温泉に行く日がやってきてしまった。


    　あの後も寛樹は何度か山の頂上まで一人で向かい、その度たびに岩に触ふれてみたり、声をかけてみたり、挙句には思いっきり蹴けりつけてやったりもした。だが結局、あの伊東商店にいる未確認生物そっくりの形の岩は、寛樹が何かをしてみても一切反応を示そうとはしなかった。


    　家のパソコンでネット検索をかけても、あの生き物はメガマウスに似ているということくらいでそれ以上の手がかりもない。少しだけ検索範囲を広げて調べてみても成果はでなかった。


    　もしかしたらノアは深海に住む海底人なのかも──とか、そんな下らない妄もう想そうに耽ふけってしまったこともあったが、ちょっとまともに考えてみればそんなことあるはずがない。もし深海に海底人がいるのなら、これまで一度もその存在を発見されてないのはあまりにおかしかった。


    　そんなわけでノアに関する情報収集は、完全に行き詰まってしまっていた。結局未確認生物のことも、伊東春はる信のぶという人のことについても、謎なぞは何一つ解決されないまま。


    　もやもやとした気持ちが残る中、寛樹は温泉へと走る竹たけ雄おの車の中で大きな溜ため息いきを吐ついた。


    「──はっは！　皆の衆よ。今日泊まることになるやっすいボロ旅館まであと少しだぞ!!」


    「そういうことは、たとえ本当のことでも言わなくて良いんだってば！」


    　竹雄と桐きり子こは、相変わらず兄妹どうしで漫才のようなやり取りをし続けている。


    　既すでに車は高速道路を降りて、佐倉温泉まであと十分ほどの距きよ離りだった。


    「ねぇねぇノアさん！　旅館着いたらプールいこっ！　その後は温泉行って──」


    　後ろに座っているなずなのバカデカい声が寛樹へ飛んでくる。前で騒さわいでいる三み島しま兄妹と合わさって望んでもいないサラウンド状態だ。絶対車の外までこの騒そう々ぞうしい声が漏もれている。


    　とはいえこんな状態はすっかり慣れっこの寛樹であった。毎度騒がしいのは日常茶さ飯はん事じなので、いくらか耐たえる術すべも心得ている。恒こう正せいの方も、同じようにけろりとした顔で呑のん気きに菓子を食い続けていた。あらためて環境に慣れるってすごいなと自みずからを客観視してそう思う。


    　しかしノアはどうだろうか。そう思って、寛樹は三列目にいるノアの方を振りかえってみた。


    「ノア」


    　寛ひろ樹きが声をかけると、それまでずっと窓の外を見ていたノアがゆっくりと振り向く。


    「うるさいけど平気？　オレたちいつもこんな調子だから、どう思うかわからなくて」


    「へいき。にぎやかで、たのしい」


    　ノアはそう頷うなずいてから、一度自みずからのバッグの中身を見つめてそれから再び顔を上げる。


    「あの、みずぎ」


    「え？」


    　突然そう喋しやべりかけたノアに、寛樹は思わず素すっ頓とん狂きような声をあげる。


    「みずぎ、すこし、はずかしい」


    「えっと……」


    　いきなり何を言い出すのかと思えば、どうやらノアは水着を着ることに少しだけ抵抗があるらしかった。なんて言おうか言葉に詰まっていると、


    「ひろき、みずぎ、すき？」


    　そうして顔を上げるノアの表情は、まるで寛樹を試しているかのようだ。首を傾かしげ、寛樹をじっと見つめるノアの瞳ひとみを見て寛樹は硬直する。


    　はたしてノアになんて答えれば良いのだろうか。桐きり子こだったら遠えん慮りよもなくすらすらと言えるものを、なぜかノアに向かってはそのようなことを素直に言い出しにくい。


    　そうわかってはいたのだが、


    「す、すんごい大好き!!　水着からはみ出るおっぱいの谷間とか想像しちゃうくらいっ！」


    　そうして出てきた言葉は、いかんせん周囲のことをもう少し気にすべき発言であった。


    「寛樹、あんたノアちゃんに何言ってんの!!」


    「お兄ちゃんの変態っ!!」


    　桐子のバッグとなずなのバッグが同時に飛んできて、寛樹はあっという間にシートの上に崩れ落ちた。くっそ、なんて耳ざとい連中だ。


    「ひろきのえっち」


    　シートの上に転がった寛樹にとどめを刺すかの如ごとく、ノアのそんな声が寛樹の耳に届いてきた。表情が見えなかったけれども、その言葉には少しだけいつもよりトゲがある気がした。


    「これ食べる？」


    　いつもとは違う感情のこもったノアの声に戸と惑まどいつつも、寛樹は隣となりにいた恒こう正せいからお菓子を受け取ってその場に座り直す。


    「ま。そういうことは、たとえどれだけ正直なことでも言うもんじゃないよね」


    　そう他ひ人と事ごとのように告げる恒正を睨にらみつけ、寛樹は駄だ菓が子しの袋を破いた。


    　そのまま中から出てきた細切れの酢すイカの酸すっぱさをじっくり堪たん能のうしていると、ようやく本日の目的地であるやっすいボロ旅館が見えてきた。


    「お部屋は男女別々で取ってあるから、ちゃんとそれぞれの部屋に荷物を置くこと。服の下に水着を着て、三〇分後くらいにまたロビーで落ち合いましょ。オーケー？」


    　桐きり子こが後部座席に向かって身を乗り出しながらそう言う。特に異論もなし。


    「それじゃ、めいっぱい楽しみましょーっ!!」


    　おーっと、元気良く手を上げる桐子となずなに、少し遅おくれて恒こう正せいが手をあげる。


    　その後寛ひろ樹きもやる気なくおーっと声をあげると、ノアはそこからさらにワンテンポ遅れで、


    「おー……」


    　と可か愛わいらしく、小さな動作でゆっくりと拳こぶしを振りあげたのだった。


    



    　そうして旅館に着き荷物を置いてから、一同は即座にプールへと向かっていった。


    　至る所に家族連れの客が行き交い、人がごった返している。それを見ながら寛樹は思わずはぁーと感嘆の息を漏もらしながら口を開いた。


    「やっぱ、集まるところには集まるもんなんだなぁ」


    「はっは！　なんたって県内でも有数のレジャー施設だからな！」


    　そう高々と笑って現れた竹たけ雄おのビキニパンツ姿に、寛樹は思いっきり吹き出してしまう。


    「んん？　何が可お笑かしいのだ寛樹少年？」


    「い、いや。こんなプールにそんな競泳選手みたいな格好なんて……」


    「自分はこう見えても中高と、ずっと水泳部だったのだぞ。はっは！」


    　そういう問題じゃなかったと、寛樹は笑っている竹雄から目を逸そらす。


    「桐子たちはまだかな？」


    　両手に浮き輪を引っ提さげながら、恒正は落ち着きなくきょろきょろしていた。浮き輪は一つがなずなが持ってきたもので、もう一つはノアのために桐子が家から持ってきたものだ。


    　良い配はい慮りよだと思った。何せノアがどれだけ泳げるかまったくわからないのだから、念のために用意しておくのも悪くない。


    「お待たせーっ」


    　そこでようやくなずなの声がして振りかえってみると、


    「おおーっ!!」


    　思わずその場にいた男連中全員の声が沸わき上がる。


    　最初に全員の目を惹ひいたのは桐子だった。


    　上下ともにフリルがついたオレンジと白のボーダー水着。露ろ出しゆつを抑えた水着じゃなかったのは少し意外であったが、確かに桐子らしいといえばらしいチョイスかもしれないと寛樹は思う。


    　そんな予想外な桐子の水着姿に、寛樹はそのままぽーっと目を奪われてしまう。


    「……見過ぎなんだけど」


    　しかしやはりというべきか、桐子は恥はずかしそうな顔で寛樹を睨にらみつけると、そのまま両手で胸のあたりを隠かくすようにしながらぷいっと背を向けてしまった。


    　それまでじっと桐きり子こを見て固まっていた寛ひろ樹きも、そんな桐子の新鮮な態度に慌あわてて目を逸そらしてしまう。そうして逸らした目線の先では、なぜか恒こう正せいが一いつ生しよう懸けん命めいに口元を拭ぬぐっていた。


    　まさかとは思うが涎よだれを垂らしていたんじゃないだろうな、コイツ。


    　そんな風に寛樹が呆あきれた視線で恒正を見つめていると、


    「あーあ。やっぱりなずなも普通の可か愛わいい水着が欲しかったなぁ」


    　と、胸のところに「さなだ」と書かれたスクール水着姿のなずなが、両手を頭の後ろに回してぶつぶつと文句を垂れる声が聞こえてきた。


    「はっは！　なずなちゃん、なかなかに似合ってるぞ！」


    　竹たけ雄おがびっと親指を立ててフォローを入れるも、


    「スクール水着なんか似合ってたって、ちっとも嬉うれしくないよっ！」


    　と、なずなは上下にぶんぶんと両手を振り回しながら竹雄に吠ほえてみせる。まぁ全すべては眞さな田だ家の財さい布ふ事情。つまるとこ、父親の尚なお人とのせいだとしか言いようがなかった。


    　そんななずなからも目を離はなし、そのまま寛樹はノアの姿を捜そうとすると、


    「──ひろき。こっち」


    　そんな背後からの声に寛樹が振りかえる。


    　上下の白のビキニに水色の薄うすいパレオを巻いたノアは、いつものように白い帽子を被かぶりながら無表情でそこに立っていた。胸元の谷間が桐子よりもやや強調されて視界に映り、それだけでいつものワンピース姿とは比較にならないほどドキドキとしてしまう。


    「……ひろき、どう？」


    　首を傾かしげるノアの姿に、寛樹は無意識でふらふらと近寄っていく。その瞬しゆん間かん、


    「何いやらしい顔してノアちゃんに近付いてんのっ！」


    「この変態さんのバカ兄っ！」


    　同時に叫び声を上げた桐子となずなの二人に思いっきり突き飛ばされ、寛樹はそのまま頭から豪快にプールへとダイブした。


    「ぐほっ！　なにするんだよお前ら!!　──って、ちょっと！」


    　プールから顔を出して文句を言おうとするも、それを妨ぼう害がいするように二人がプールへと飛び込んでくる。


    「それーっ!!」


    　しぶきを上げ飛び込んだ二人に押さえつけられ、再び寛樹はプールの底へと沈んでいった。


    　──女子二人、それも一人は小学生なのだ。力で負けてたまるか。


    　そう思いながら、寛樹は二人の押さえつける力に全力で対抗して顔を押し上げる。


    「うわっ！　寛樹、思ってたより力強いんだけどっ！」


    「ぎゃー変態さんが来る、逃げろーっ！」


    　プールから顔を浮上させた寛樹を見て、桐子となずなの二人は好き放題言いながら大急いで逃げていく。逃がすもんかとこちらも泳ぎの体勢に入ろうとすると、すぐに目の前に誰だれかが飛び込んできて、再びプールに大きな水柱が立った。


    「こ、今度はなんだっ!?」


    「ふふ。この先は行かせないぞ、寛ひろ樹き」


    　桐きり子こが逃げた方向を塞ふさぐように飛び込んできた恒こう正せいに、寛樹はぎりっと歯を鳴らす。


    「そこをどけ、恒正。このままあいつらを黙だまって見過ごすわけにはいかんのだ」


    「それは無理な相談だよ寛樹。桐子のことはこの俺が絶対に守ってみせるから」


    　恒正の言葉はとても冗談には聞こえなかった。そうして膠こう着ちやく状態のまま、寛樹と恒正が睨にらみ合いを続けていると、桐子が遠くから恒正に向かって元気良く呼びかける。


    「ナイス恒正ーっ！　あたし、恒正のそういうとこ大好きだよーっ」


    「すっ……!!」


    　明らかに本気ではないニュアンスだったにも拘かかわらず、そのような桐子の発言に恒正はぼっと顔に火を灯ともらせる。


    「隙すきありっ！」


    　寛樹はすかさず恒正の顔をプールに沈めてその場を突破した。ちらりと後ろを振りかえってみるが、恒正はそのまま浮き上がってこない。


    　まぁどうせ恒正だし放ほうっといても大だい丈じよう夫ぶだ。そう思いながら桐子の行く先に顔を向けると、


    「──いかせない」


    「げっ!!」


    　今度はノアが浮き輪をつけたままぷかぷかと水の中で浮かび、寛樹の行く手を塞ふさいでいた。


    「ひろき、さっき、なにするきだった？」


    「……へ？」


    「ちかづいて、なにするきだった？」


    　じっと見つめるノアのその瞳ひとみに、誤ご魔ま化かそうとして開けたその口をゆっくりと閉じた。


    　ノアの顔がちょっとだけ怒おこっているように見えたからだった。普ふ段だんはあまり感情を表に出すことがないノアのその表情に、寛樹はすっかり出すべきはずだった言葉が呑のまれてしまう。


    「こたえて。えっちな、こと？」


    「い、いや……その、なんというか……」


    「こたえて」


    　ノアの浮き輪が身体からだに触ふれる距きよ離りまで近づいてきて、寛樹はごくりと唾つばを飲み込んだ。


    　──そういうことは、たとえどれだけ正直なことでも言うもんじゃないよね。


    　車内での恒正の言葉を思い出す。別にあのスケベ発言は正直だったわけじゃなかった。


    　本音を正直に漏もらせば恥はずかしくてたまらなくなるから、だからそれを誤魔化しての発言だったのだ。だからあの場では、それを隠かくすような意味合いでそう言った。


    　結局、嘘うそがうまくつけないからそれに近い言葉で誤ご魔ま化かすことしか出来なかった。じゃないと、ふとしたことで恥はずかしい本音がぽろりと出てしまうかもしれなかったから。


    「ひろき」


    　真っ直ぐ見つめるノアの瞳ひとみを見て、寛ひろ樹きはこれ以上何か別の言葉で誤魔化すことなど出来なくなった。それまで適当に誤魔化そうとしていた言葉が、自然と本音に切り替わっていく。


    「か──」


    「か？」


    　首を傾かしげるノアにぐっと喉のどを鳴らすと、寛樹の口から抑えようのない気持ちが飛び出した。


    「かわい……かったから。すごく」


    　どこまでわかってくれるかわからないけれども、それでも寛樹は誠意を込めてノアに告げた。


    「ノアの、水着姿……す、すごく……かわいいと思ったから。だから……抱だきしめたくなった」


    　言ってしまった。


    　言ってしまったぞ。本当に。


    「…………」


    　無言で居続けるノアの顔をまともに見られなかった。顔が熱くなって、寛樹は水の中へ潜もぐってしまおうかと思った。


    　桐きり子ことなずなはどんどん遠くの方に行って、もう見えなくなってしまっていた。羞しゆう恥ち心しんが頭のてっぺんまでやってきた寛樹は、そのまま背後で沈んでいた恒こう正せいの方へと振りかえろうとする。


    「──あ」


    　だが、ノアの口からそんな言葉が漏もれて、寛樹は回しかけていた首の動きを止めた。


    「り……とう」


    　そのまま再びゆっくりとノアの方に振りかえると、ノアは寛樹の視線から逃げるように顔を背そむけてしまう。その仕草がどうにもいじらしくて、気づけばばくばくと心臓の鼓こ動どうが高鳴り始めていた。


    「あ。あの、ノア？」


    「……な、に？」


    　返事はするけれど、ノアはこちらを一切見ようとはしない。


    　浮き輪からはみ出ている真っ白く透すき通るような腕が水で濡ぬれていた。肩まで水滴のついた肌と髪の先が湿ったノアの姿を見て、寛樹はそっとその肩に触ふれようと手を伸ばす。


    　それは奇き襲しゆうからの警戒を解いた、完全なるノーガード状態だったといえよう。


    「──寛樹ぃっ！　よくもやったな!!」


    「のわぁっ!?」


    　突然寛樹の背後から飛び出してきた恒正に頭を掴つかまれて、寛樹はまたしても顔面を水の中にぶくぶくと押し沈められていった。


    「ずっと潜せん水すいしながらこのチャンスを窺うかがってたんだ！　喰くらえこのヤロっ！」


    「もがっもがっ！」


    「ひろきっ」


    　ノアの少しだけ慌あわてた声を聞きながら、寛ひろ樹きは抵抗をやめて水底へと沈みこんでいく。


    　すぐさま寛樹はプールの底から恒こう正せいの追つい撃げきを逃のがれる形でその場を離はなれていく。


    　夏の日ひ射ざしが水の中で屈折してゆらゆらと揺ゆらめいている。ゴーグルを持ってくれば水中の景色がもう少し鮮せん明めいに見えたのにと思いながらも、寛樹はそっと自分の胸を触さわってみた。


    　心臓がまだ早鳴っていて顔が熱い。どうやらあまり息は保もたなさそうだと思った。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　あれから、寛樹は恒正とくたくたになるまでプールで暴れ回った。その間にノアは二人から距きよ離りを置くような形で、途中戻ってきたなずなや桐きり子こと一いつ緒しよにどこかへ行ってしまった。


    　二人といれば大だい丈じよう夫ぶだろうと思いながら、寛樹は休戦を申し込む形で恒正に告げる。


    「オレ、竹たけ兄にい捜してご飯食べに行ってくるよ。お腹なかペコペコだ」


    「ずいぶん早いな……。んじゃオレは桐子たちと合流してくるかな」


    　そうしてともにプールから上がって行き先を別にすると、寛樹は竹たけ雄おの姿を捜しながら、先ほどのノアのことをぼんやりと考えた。
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    　──もっと一いつ緒しよにいたかったな。


    　冷静になってみれば、面と向かって可か愛わいいだなんてよく言えたものだと寛ひろ樹きは思った。その時ことを考えるだけで　今も寛樹の心臓はばくばくと激しく脈打ち続けていた。


    「オレもあまり恒こう正せいに強気で言えたもんじゃないな……ったく」


    　そんな風に自分に対して独り言を漏もらしたところで、寛樹はちょうどロッカー近くの食堂の中で一人美う味まそうにラーメンをすすっている竹たけ雄おの姿を発見した。


    「こんなとこにいたの？　プールの入場口から全く動いてないじゃん」


    　食堂に入って声をかけると、竹雄は寛樹に気づいてラーメンの器をごとりとテーブルの上に置いた。


    「はっは！　まぁ何かあってもここならすぐに気づくだろうと思ってな」


    「竹たけ兄にい。オレもなんか食べるよ」


    　寛樹がそう言うと、竹雄は器のスープを飲みながらテーブルに置いたカバンの中から財さい布ふを器用に取り出してみせる。


    「そういえば──」


    　紙幣を受け取ってから寛樹は、ふと以前に水着を買いに行ったときに竹雄が言っていた言葉を思い出した。


    「オレって小さい頃ころ、そんなに春はる信のぶさんに懐なついてたの？」


    「ん？　そうだな。すごく懐いていたぞ。まるで春信さんが本当の親のようだったよ。まぁ、お前の親おや父じさんの尚なお人とさんは、あのように気むずかしい人だし、顔も怖いしな。はっは」


    　あれは気むずかしいとはちょっと違うのではないだろうか、と寛樹は思った。


    　竹雄はテーブルの上にあったつまようじを手に取ると、それを口にくわえながら、


    「春信さん、松まつ乃のを舞台にした小説も書いているだろ？」


    「『あの夏、最後に見た打ち上げ花火』でしょ」


    「それだそれだ。はっは！　懐かしい。胸を熱くさせる青春小説だったなぁ。あれは！」


    　急に大声になった竹雄に、周りの人たちがぎょっとしながら振りかえる。そんな状況に少し気まずい思いをしながら寛樹が辺りをちらちら窺うかがっていると、


    「ちなみにあの小説の『環たま香か』はウチの母親のことらしいんだな」


    　いきなりそのように飛び出してきた爆ばく弾だん発言に、寛樹はぴたりとその場で固まった。


    「幼なじみだったようでな。もしかすると、あの中で出てくる『当まさ知かず』という親友の男は、寛樹のオヤジさんのことかもしれないなぁ」


    「ま、待った待った！」


    　次々と出てくる新事実に、頭が追っつかなくなって寛樹は手を広げる。


    「……どういうこと？　竹兄と桐きり子このお母さんが、春信さんの幼なじみ？」


    「そうだ。同級生だぞ」


    「オレの親おや父じとも？」


    「そうとも。……なんだ、知らなかったのか？」


    　そういえば、と寛ひろ樹きは思い出す。竹たけ雄おと桐きり子この母親である知とも子こさん。それと父親である尚なお人とが同級生だったと言う話は、とっくに以前から聞かされていた当たり前の事実であった。そもそも桐子とはそのような親同士の縁で、物心がつく前から幼なじみだったのだ。


    「他に！　他に何か春はる信のぶさんについて、知ってることってないの!?　作家になったときのこととか、その前のこととかさ!!」


    　寛樹はつい勢いあまって叩たたきつけるようにテーブルに両手をついた。


    　そんないきなり血相を変えた寛樹の顔を見ながら、竹雄は少しだけぎょっとしながら答える。


    「そ、そうは言ってもだなぁ……前にも言ったように春信さんの記き憶おくはほとんど覚えてないんだ。第一、春信さんのことをもっと聞きたいならオヤジさんに直接聞けば良いだろう？　意外だと思うが、二人は見てわかるほどめちゃくちゃに仲が良かった。どう見ても対照的なのにな」


    　そんな竹雄の話を、寛樹はぽかんと口を開けながらほとんど放心状態で聞いていた。


    　まさか松まつ乃ので伊い東とう春信という人物のことを一番わかっていそうなのが、よりにもよってあの父だったなんて、そんなこと寛樹にはまるで想像にも及ばなかった。


    　しばらくそのまま、身動き一つすることなく寛樹が固まり続けていると、


    「お、っと。そうだ。たった今もう一つ思い出したぞ」


    　そう言って、竹雄はスープを飲み干した丼どんぶりの中につまようじを投げる。


    「昔、一回だけ春信さんが家に遊びに来たことがあるんだ。確かこの本が出版されてすぐの頃ころだったと思う。当時の俺はまだ小学生で、小説なんかほとんど読まなかったんだが、それでも表紙の女の子が可か愛わいくてなぁ。可愛いだろあれ？　はっは」


    　父のことでショックを受けてた寛樹が、そんな竹雄の発言ではっと我に返った。可愛いと思ったのは自分だけではなかったと知り、そのまま彼の話にふんふんと耳を傾ける。


    「でな。この小説が松乃を舞台にした小説だっていうのは聞かされていたから、俺は春信さんに思い切って聞いてみたんだよ。表紙を指さしながら『この子は実際にいる人なんですか？』ってな」


    　寛樹が頷うなずく。


    「そしたら春信さんは『もちろんいる』と言った。だけどな、その直後でウチの母親は『いや、こんな子はいなかった』と言い出した」


    「……え？」


    　唖あ然ぜんとする寛樹に、竹雄は腕組みをしながらその場で首をひねる。


    「そのまま二人で『いる』『いない』の大口論になってなー。まだ赤ん坊だった桐子も泣き出すわで、当時の俺は『余計なことを言ってしまった』と大後悔したもんだ。まぁ結局はウチの母親が押し負けてしまった形になったんだが……、しかしあのときの春はる信のぶさんの様子はいつものものと全然違っていた」


    「違う？　どう全然違ってたの？」


    「普ふ段だんはものすごく穏やかな人だったんだが、あのときは絶対に譲れないといった目つきでウチの母親を睨にらみつけていた。あれだけ物腰がやわらかった人間がそうなるということは、よほどあの智ち夜やというヒロインのことを大事に思っていたんだろうな」


    　寛ひろ樹きはその場にあった椅い子すにへたり込む。


    　なぜだか胸がざわついて仕方なかった。きっとそれ自体は直接ノアの記き憶おくの手がかりになりそうな情報ではないと思うのに、それでも心のどこかではその情報がかなりノアにとっても重要なヒントになっているような気がしてしまうのである。


    　頭の中で、智夜とノアのイメージがどうしてもダブって見えてしまうせいだろうか。


    　まさかなとは思いながらも、寛樹は頭の中で一つの仮説を思いついて竹たけ雄おに尋ねた。


    「この小説が出版されたのっていつぐらいなの？」


    「今から一〇年前だな。春信さんが亡なくなったのはその二年後。寛樹たちが六歳の頃ころだ」


    　一〇年前じゃダメだ。寛樹は自みずからの仮説が間違っていたことを知ってがっくりと肩を落とす。


    　その仮説とは、「もしかすると野の乃の木ぎ春信は、過去にノアをイメージして智夜という女の子を作ったのでは無いか」といったものだった。


    　だが如何いかんせん一〇年前では、自分はおろかノアも幼児である。智夜というキャラクターの参考にするには、あまりにも年が幼すぎた。


    「しかし寛樹よ。そこまで春信さんのことを調べているのには何かわけがあるのか？」


    「読書感想文から思いついた、オレの自由研究課題だよ」


    　それだけを言って寛樹は席を立つ。この先は、帰ったら親おや父じに直接聞いてみることにしよう。


    　そう思って寛樹は食券機の前の行列までやってくると、


    「ん？」


    　ちょうど食堂から見えるプールサイドに、恒こう正せいと桐きり子この二人が立っているのが目に入った。恒正は何やら身振り手振りでスライダーのある方を指さし、桐子はそんな恒正に呆あきれた様な目線を送りながら微笑を浮かべている。


    「あいつら──」


    　食券機から吐はき出されたカレーの食券を手にして寛樹が再び顔を上げると、既すでに二人の姿は見えなくなってしまっていた。どうやら二人でスライダーへと向かって行ったらしい。


    「なんだよ。うまくやってるんじゃないか」


    　あれだけもどかしかった恒正の意外な行動に、寛樹は嬉うれしさを感じながら配はい膳ぜん所じよへと向かっていった。


    



    　やがて夕方になり、プールから歩いて帰ってきた一向は、誰だれが言い出すでもなく自然にそれぞれの部屋へと戻っていき、着替えとタオルを手にとって、旅館の温泉へと向かって行った。


    　なぜか誰よりも早く先へ行ってしまった恒こう正せいを不思議に思いながら、寛ひろ樹きもまた「男」と書かれたのれんをくぐって脱衣所へと辿たどりつく。


    　そのまま大浴場に向かう引き戸を引くと、広い湯船に浸つかっている恒正の姿を捉とらえた。


    　敢あえて声をかけずにこそこそと近づき、寛樹は盗み見るように恒正を背後から覗のぞき込んで、


    「よ。恒正」


    「ひ、寛樹!?　なんなんだよいきなり！」


    　慌あわてて股こ間かんを隠かくす恒正の横でかけ湯をして、寛樹も湯船の中へと身を沈ませる。


    「さっきのはどうだった？」


    「さっきの？」


    「昼ひる頃ごろ、桐きり子こと一いつ緒しよに二人っきりでいるの見かけたんだよ」


    「あれは別に……スライダーに一緒に行かないかって。二人で浮き輪に乗るのがあってさ」


    　顔の前で人差し指を合わせる恒正の顔に、寛樹は手元の湯を思いっきりひっかけた。


    「う、うわっ！　おいこら寛樹！　何すんだよっ！」


    「いよいよアタックする勇気でも湧わいた？」


    「……う」


    　恒正は顔の半分のところまで温泉の中に身を沈めていく。どうやら違ったらしい。


    「……ま。別にいいけど。言いにくいなら、何もこの夏に勝負を賭かけなくったっていいんだし」


    　寛樹の言葉に、恒正はしばらくぶくぶくと空気を吐はく音を立ててから、


    「明後日あさつての、花火……大会の時に、言う」


    　ゆっくりと上げた顔を赤くさせながら、ぽつりとそう呟つぶやいた。


    「……マジで？」


    　寛樹はたまらずそう聞き返す。予想外の答えであった。


    「うん。明日、水族館行くだろ？　その時に二人きりの時間を作る。良いムードにする！」


    「デートみたいに？」


    「うん。デートみたいに！」


    　頷うなずく恒正を見て、逆に寛樹の腰がひけてしまう。


    「寛樹もノアちゃんと二人っきりになりたいだろ？」


    　恒正の言葉を聞き、寛樹は今朝のプールの出来事を思い出してのぼせそうになる。


    「だから互いに協力しよう。寛樹はノアちゃんと。俺は桐子と一緒に水族館を観みて回るぞ」


    「た、竹たけ兄にいはどうするんだよ？」


    「なずなちゃんと一緒でいいんじゃないの。アザラシとイルカのショーがあるんだから、そっちにでも行かせておけば問題ないじゃないか」


    「恒こう正せい、お前……昼にも思ったけど、なんかどんどんと行動的になってきてないか？」


    「だってこんなチャンスがいつ来るかなんてわからないだろ。こうして遠くまでやってきて、旅行するような機会なんか、滅めつ多たにないじゃないか」


    　そう言って恒正は湯船から立ち上がる。


    　先ほどまであれだけ恥はずかしがっていたフルチン姿も気にせず、恒正はパノラマ大浴場から見える外の景色を見下ろすと、


    「ずっと、決めていたんだ。この夏に告白するって」


    　決意に満ちた声でそう言い切る。


    「それでもさ……実は一度だけ、本気でペットボトルロケットを桐きり子この家に飛ばそうかどうかって真剣に考えてもみたんだ。バカらしいと思うだろ？　でも面と向かって想おもいを口にするよりそっちの方がずっと気楽でさ」


    「本当にやらなくて良かったぞそれ。もしやったら絶対にアイツ怒いかり狂ってた」


    「わかってる。でも、いっそのことそうやって怒おこらせてみせるのもアリかなって思ったんだ」


    　その言葉の意味がわからずに寛ひろ樹きは首を傾かしげると、


    「……時々、お前のことをすごく羨うらやましく思う時があるよ」


    　そう言って、恒正は顔も見せずにそのまま湯船を出て行ってしまう。


    「なんだよそれ……。なんでオレなんかが羨ましいのよ」


    　そのような恒正の言葉に全く共感の出来ぬまま、一人でその場に残された寛樹は大浴場の窓からパノラマに広がる佐さ倉くら温泉の景色を見て、ぽつりと呟つぶやく。


    「羨ましく思われることなんて……なんにもないってのに……」


    



    　＊　＊　＊　


    



    　翌日。水族館に着き、それぞれが入場券を買ってゲートの中をくぐろうとしたその瞬しゆん間かん、いきなり恒正が桐子にチケットを押しつけた。


    「あ、あのさ。ちょっと俺のチケット持っててくれない？　トイレ行きたくて」


    「え？　んなの、寛樹に頼たのめば良いでしょ──ってちょっと！」


    「悪い！　そこで少しの間待っててくれっ!!」


    　そう言って恒正は桐子に無理矢理手渡すと、案内表示板を見てトイレの方へと走っていく。


    　前日に二人で打ち合わせた計画通りであった。


    「えぇー。どうすんのこれー」


    　桐子がうんざりしたような顔で恒正のチケットを見つめながらそんな声を上げる。そうして寛樹はゲート前の時計を見ながら、わざとらしくなずなに聞こえるような声で言った。


    「あー。やばいなー。そろそろアザラシのショーの時間だなー」


    　我ながら見事な棒演技だなと寛ひろ樹きは思った。


    　だが、そのような棒演技でもなずなには効果てきめんだったようで、


    「えぇーっ!?　なずなアザラシ楽しみにしてたのに!!」


    　と、急せかすように寛樹のシャツの裾すそをぐいぐいと引っ張り始めた。


    　寛樹は前日恒こう正せいと考えた、打ち合わせ通りの台詞せりふを桐きり子こへとすぐに告げる。


    「しゃーない。桐子はそこで恒正を待っててくれ。オレたちは先にショーの席取りに行くから」


    「えぇっ!?　なんであたしも行っちゃダメなのっ？」


    「恒正にはアシカのショーに行くなんて話をしてないだろ。じゃあオレたち先に行ってるから」


    　かなり強引ではあったが、それでも無理矢理会話を打ち切るようにして桐子から離はなれると、寛樹は残りの皆を引き連れながら、早足でショーの場所へと向かって行った。


    「ちょっとーっ！　おいこらーっ寛樹ーっっ！」


    　後のことを思うとぞっとしたが、とりあえず第一フェイズは完了だった。桐子のご機き嫌げんは恒正にどうにかしてもらおう、と寛樹は気持ちを切り替えてそんな風に思いこむことにした。


    　そうしてショーのあるステージまで四人でやってきたところで、寛樹はあらかじめ考えていた第二フェーズを発動させる。


    「ごめん竹たけ兄にい。ちょっとなずなを先につれて、ショーを観みに行っててくれないか？」


    「んん？　ここまで来ておいていきなりどうした？」


    　なずなに腕を引っ張られながらも、竹たけ雄おはびくともせずにこちらを振りかえる。そんな竹雄に、寛樹は後ろにいるノアの方をちらりと窺うかがいながら、わざと深刻そうに声を低めて言った。


    「実はさ──実は、ノアってアザラシ恐怖症なんだ」


    「なんだそれは」


    　即座に竹雄がツッコんでくる。明らかに怪しんでいる表情だった。


    　だがそれにひるまず寛樹は思いついたままの嘘うそをぺらぺらと適当に並べていく。


    「昔ノアが風か邪ぜを引いたときに、北海道土産みやげにもらったアザラシカレーを食べて、さらに体調が悪化したことがあったらしくて。それ以来ノアはアザラシを見るのも苦手なんだ」


    「それはアザラシのせいではなく、体調が悪いときにカレーを食べたのが悪いのではないか？」


    　仰おつしやる通りだった。ていうかこの人、なんでこんなときだけ無む駄だに冷静なんだ。


    「だけどそんなことを言ってもノアにはトラウマなんだよ！　アザラシが苦手なんだよ！」


    「んんむ……。まぁ苦手だというのであれば、そこまで無理強じいはしないが……」


    「早くーっ！　始まっちゃうぅーっ！」


    　そうして二人で話している間にも、なずなは顔を真っ赤にしながら竹雄の腕を引っ張り続けていた。竹雄はそうまでして焦あせっているなずなの姿を見て、納なつ得とくのいかぬ表情をしながらも、


    「わかった。では時間を決めて最初に入ってきたゲートにまた合流することにしよう。今から二時間後だ。それだけあれば一通りは満足して見て回れるだろう」


    「ごめん。竹たけ兄にい」


    　そうして去っていく竹たけ雄おの姿に手を振って寛ひろ樹きはほっと溜ため息いきをつく。第二フェイズ終了だ。


    「──ひろき」


    　その言葉でびくっと肩を震ふるわせてから、寛樹はおそるおそるノアの方に振りかえる。


    　ノアはいつものように無表情だったが、その視線の先が違っていた。なぜか寛樹の方を見ようとはせず、じっとその場で俯うつむいたままだ。


    　なんとも気まずい空気が二人の間を漂ただよい始めていた。間違いなく昨日のプールでのことが原因なのだろうが、かといってこの場でこうしてじっとしていてもしょうがない。


    　せっかく二人きりになれたのだから、どこかに向かった方が絶対にいい。


    　少しだけためらいがちに、寛樹は手を差し出してみた。


    「い、いこうノア」


    　口に出して、すぐに寛樹もノアから目線を逸そらしてしまう。ノアがそのまま手を繋つないでくれるのを待つか、それともいっそ寛樹から思いっきり手を握にぎってみるか。


    　──いや、そんなことで迷ってどうする!!


    　寛樹は伸ばした手とともにノアに一歩だけ近づき、一度ためらいがちに引いてみせてから、それでも勇気を振り絞って、伸ばした手でノアの右手をぎゅっと掴つかみとった。


    　肩が一いつ瞬しゆんだけびくんとして、ノアはそのまま困ったように顔を上げる。


    　そんな彼女の視線をしっかりと受け止めることが出来ないままに、寛樹は優しくノアの手を引いていった。


    　抵抗されたらどうしようと思っていた。手を振りほどかれてもおかしくないと思っていた。


    　それでもノアは、寛樹が引く力にゆっくりと、驚おどろくほどすんなりと、足を動かし始める。


    　無言の間を取り繕つくろうように、寛樹が声を上げる。


    「そ、そういえばノアってアザラシのことどう思ってるんだ？」


    　本当にひどい質問だと思った。どうでも良すぎて笑えてくるほどだった。


    　少しだけ間があった後、ノアはか細い声で言った。


    「わからない」


    



    　＊　＊　＊　


    



    　水族館は水槽にいる回遊魚を眺ながめる本館とは別に、ジンベイザメのいる施設や、ペンギンやラッコなどのいる施設など複数に分けられている。


    　アザラシのショーがあるステージも本館から少し離はなれたところにあり、寛樹はノアと一いつ緒しよに案内板を眺めて二人だけになれそうな施設の場所を探してみることにした。


    「ショーに行ってるなずなたちは別にして、桐きり子こたちと遭そう遇ぐうしないようにしなきゃな……」


    　ノアと手を繋つないだままぼそりとそんなことを呟つぶやくと、


    「きりこ？」


    　ノアが不思議そうな声で尋ねる。


    「う、ううん。なんでもない！」


    　慌あわてて首を振りながら再び案内板に目をやると、ちょうどジンベイザメの施設が目に入った。まさか桐きり子こがサメを好きなわけもないだろうと、そう楽観的に寛ひろ樹きは目的地をここに決める。


    　しかし恒こう正せいの方はどうやって桐子を別の場所へと誘さそいこむつもりなのだろうかと、そんな素朴な疑問がふと寛樹の脳裏を横切った。


    　その辺りはさっぱり聞いていなかったが、きっとうまくやるに違いないと思い、


    「ノア、サメを見に行ってみない？」


    　それまで顔が見られなかった寛樹も出来る限り勇気をだしてノアの方に振りかえってみた。繋いでいる手を意識しないように。ノアにもそのことを意識させないように明るく言った。


    「なに。さめ？」


    「そうサメ。口がでかくて歯がギザギザで、すごく大きな魚」


    　そう口で説明してもノアはよくわかっていなさそうな顔だった。まぁ実物を見た方が早いと思い、さっそく寛樹はジンベイザメのいる施設の方に向かってノアの手を引く。


    　その途中でお土産みやげコーナーが目に入り、寛樹はふと思いついたように進行方向を変えた。


    「そうだ。ノア。ちょっとこっち来て」


    　ノアと一いつ緒しよにお土産物屋へ入ると、その入り口のすぐ手前にスノードームがあった。


    　それはどうやら海の底をイメージしたものらしく、軽くそれを振ってみると海の底に向かってちらちらと雪が舞い落ちていく。なんだかとてもロマンチックな置物だ。


    　ちょうど二つしか無く、片方がヒトデのあるやつで、もう片方がタコのいるやつだった。寛樹は繋いだ手を離はなしてそれをレジに持って行ったあと、タコの方をノアに手渡して、


    「はいこれ。佐さ倉くら温泉に来た記念に」


    　そう言って渡された深海のスノードームを、ノアはぼーっと見つめながら目を輝かがやかせていた。


    　寛樹は鼻を掻かきながら、優しくそれを何度も振り続けるノアに向かって尋ねてみる。


    「気に入った？」


    「うん」


    　それだけしか言わなかったが、表情は明らかに喜んでくれている。自然と足取りも軽やかになり、寛樹は笑みをこぼしながら再びジンベイザメの施設に向かって歩き始めた。


    　本当ならもう一度手を繋ぎたかったのだが、ノアはじっと大切そうに両手でスノードームを抱えている。その反応を邪じや魔ましたくなくて、無理には手を取れなかった。


    　まぁそのうちまた機会がやってくるだろう。


    　ようやくデートっぽくなってきたなと思いながらいると、いよいよジンベイザメのいる施設が見えてきて、そこで寛ひろ樹きはふと看板に描えがかれたサメの絵を見てあの生き物のことを思い出した。


    　深海生物であるメガマウスによく似たあの生き物。別名大おお口ぐち鮫ざめ。おばあちゃんはノアが自身の名前とあの生き物の飼育方法だけを覚えていると言っていたが、今はあの時よりもノアの口数も多くなったし、もしかすると何か新しく思い出したこともあるかもしれない。


    「ノア。そういえば、あの生き物のことなんだけどさ──」


    　寛樹が振り返ると、そこにノアの姿はなかった。


    「またかよっ！」


    　図書館へ向かう時以来の失しつ踪そうであった。深海のスノードームに気を取られてまだあのお土産みやげ物もの屋にいたままかもしれない。そう思いながら、寛樹が元来た道を引き返そうとしたその時、


    「──あれ。寛樹？」


    「へ？」


    　振り返ると、サメの施設の入り口前には桐きり子こが一人だけで立っていた。


    「なずなちゃん達と一いつ緒しよにショーを観みに行ったんじゃなかったの？」


    「そ、そういうお前も、恒こう正せいと一緒だったんじゃないのかよ？」


    　なぜ桐子が一人だけでここにいるのか、寛樹にはまるで理解できずにいた。そもそも最初の時点から計画の想定外なことばかりが起こるため、これでは何をどうすれば当初の予定通りに行くのかもはや見当もつかなかった。


    　そもそも恒正はどこへいったのだろうか。寛樹の頭はさらに混乱を増していく。


    　そうしていつまでも黙ったまま立ち尽くしていると、桐子は水族館の出入りゲートがある本館を親指で示しながらゆっくりとここまでの事の経緯を話し始めた。


    「実はさ。寛樹たちが先に行ってから、あたしもトイレ行きたくなっちゃって。どうせ待っていた場所もゲートの前だったし、係員の人に恒正の特徴を伝えて、『戻ってきたら渡してあげてください』って言ってチケット預けて、そのままあたしもトイレに行ってきちゃった」


    「なん……だと」


    　確かにそんな状況になった桐子なら、性格からして決して有り得なくもない行動ではあったが、それでも恒正が不ふ憫びんでならないと寛樹は思った。騙だます予定のターゲットが本当にトイレに行きたくなるだなんて誰だれが想像出来る。


    「それでもすぐに用を足してゲートまで戻ったんだよ？　でも、恒正は係員さんからチケット受け取ってもういなくなっちゃってるし、ショーの方に行ったら人だらけで皆がどこにいるかわからなかったし。しょうがないからサメでも見ようかなーって」


    「だから、なんでそこでサメをチョイスするんだよ！」


    「なんでサメ見ちゃいけないのっ！　デカいし、カッコいいじゃないっ」


    　別にそのセンスを否定する気はないが、なぜこの状況に限ってという気分だ。


    「ていうか、寛ひろ樹きこそ何してんの。ショーはどうしたの？」


    「あ。ああえっと……」


    　寛樹は先ほどの竹たけ雄おに使った出まかせを使っても、すぐに嘘うそだと見破られそうな気がした。そもそもあの竹雄ですら懐かい疑ぎ的てきな反応だったのだから、桐きり子こならば言わずもがなだ。


    　しかし寛樹の頭ではあれ以上の言い訳も思いつきそうにない。ノアの行方も捜しに行かなきゃいけないし、恒こう正せいと合流して作戦も練り直さなければならなかった。


    　まさしく今、寛樹の脳内はフル回転でぐるぐるしておりほとんどパンク寸前になっていた。


    　事前に打ち合わせていたデートの計画は、もう完全に破は綻たんしていた。


    　何もかもがガタガタになった状態で、それでも寛樹は必死になって打開策を考えようとしていると、突然桐子が寛樹の手をぐいっと引っ張った。


    「お。おいっ！　ちょっと」


    「まぁまぁ。どうせだし、このまま一いつ緒しよにサメでも見ようよ？」


    「さっき一人で見たんじゃないのかよっ」


    「何度見たっていいじゃない。減るもんじゃないんだしさ」


    　そうして寛樹は桐子に強引に手を引っ張られて、真っ青なサメの水槽まで引きずられていく。


    「ね？　ね？　デカいよね。さっき一人で見てびっくりしたんだーっ」


    　確かにデカかった。


    　青いネオンに染まった水槽の中には二匹のジンベイザメが、その巨体をゆっくりと、優ゆう雅がに動かしながら泳いでいた。


    　水槽の上部を見上げるとどうやら密閉されているわけではないようで、施設内には磯いその香りがふんわりと漂ただよっている。


    「あたしね。サメって言ったら、あの有名な古い映画のサメをずっとイメージしてたんだ。でもこのサメは、なんだかそれとは違って大人しくて……優しそう」


    　寛樹にとって妙みように背せ筋すじがこそばゆくなることを桐子は言い放つ。


    「……まぁ。確かになんかイメージと違って、ジジくさいよな」


    　対する寛樹がそんな適当な感想を述べると、横から桐子の体当たりが飛んできた。


    「ほんっとムードとかないよね寛樹はっ。もう少し良い言い方とか出来ないわけ？」


    「思ったままを言っただけだろうがっ！」


    　ふんと鼻を鳴らすと、そこで何か思いついたように桐子は寛樹に向かって手招きをした。


    「そうだ。どうせ二人なんだから、ちょっとこっちについてきて」


    　なんだろうと思いつつ、多少警戒しながらも寛樹は桐子の後を追う。


    　本当にこんなことをしていていいんだろうかと思いながらも、桐子に従いながら水槽のある通路をぐるりと回って歩くと、ちょうど先ほどまで居た場所から真反対の位置にリクライニングで座れる二人がけのソファーが並べられていた。


    「じゃじゃーん。カップルシートでーすっ！」


    「はあああ？」


    　予想だにしていなかったものを見て戸と惑まどっていると、桐きり子こはその一つにどっかりと腰掛けて自みずからの真横に空あいた空間をぱんぱんと叩たたいた。


    「ほらほら。ここに座ってよ。いつか、誰だれかとデートした時の予行練習のつもりでさ」


    「ま、待てよ。マジで言ってんの？」


    「マジだよ」


    　確かに目は笑っていない。


    「ねぇ座ってよ寛ひろ樹き。お願い」


    　こんなことに予行練習など必要なのかとも思うが、それでもしつこくこちらを見つめてくる桐子を見て、仕方なく寛樹はその隣となりへと腰を下ろしてみた。


    「ど、どうだ。座ったぞ。こ、これで満足か？」


    　なるべく身体からだ同士が密着しないように腰を落ち着かせるも、すぐにその腰を浮かしたくてたまらなかった。頭の中には恒こう正せいのことばかりがぐるぐると駆け巡っていた。


    「もっと側そばに寄ってよ」


    　そんな人の気も知らないで、桐子はさらりとそう言ってのける。


    「こ、これで十分だろっ。予行練習なんだからっ！」


    　目が合わせられなかった。桐子が何を考えているかさっぱりわからなかったが、何を考えているかを考えることすらも放ほう棄きしていた。ひたすら時間が流れてくれるのを待つつもりだった。


    　そうして真正面にある水槽を見つめてみる。サメがこちらに近づいてきた。


    　どんどんとその姿が大きくなっていく。心臓の音が無意識に高まっている感じがする。サメは、まるで水槽のガラスがあることに気づいてないように寛樹たちへと近づいてきている。


    　ぶつかるんじゃないかと思ったが目が離はなせなかった。サメがぱかりと口を開ける。まるで客たちをエサか何かのように。大きく、大きくその口を開けて──


    　それでも、目は瞑つぶらなかった。


    　サメはダイナミックな旋せん回かいをしてガラスの端はしすれすれで引き返していく。寛樹はその姿を瞬まばたきもせずに眺ながめていた。近づいてから遠ざかっていくその瞬しゆん間かんまで、片時も目を離さなかった。


    　周りのカップル達からどよめきのような声があがる。実際そのくらいの大迫力だったと寛樹も思った。３Ｄメガネで観みる立体映画など目じゃないくらいに緊きん張ちようが高まって、一瞬だけこの薄うすいガラスをぶち破ってくるんじゃ無いかと、そう本気で思ってしまうほどにはすごかった。


    　そう思う寛樹の五感がふと研ぎ澄まされる。心臓の音が二つ感じられた。自らの胸を打つものとは別の──腕の方からも確かに、静かに鳴り響いてくる音がある。


    　とくん、とくんと。それが少しずつ早鳴って、そして大きくなっていく。


    　寛樹の腕には、桐子の身体がぴたりと寄せられていた。


    「……ビビってん……のかよ」


    　かすれた声で寛ひろ樹きは告げる。胸の感触が寛樹の腕に直じかで伝わっていた。


    「……ば……バカ、じゃないの」


    　桐きり子この声が震ふるえていた。


    「そん、そんなわけないじゃん……これも、よ、予行練習みたいなものなのっ」


    　寛樹には、それこそ「そんなわけないじゃん」であった。でもそれを否定出来るほどの冷静な頭も今の彼にはなかった。


    　そうして二人が見つめ合う。


    　寛樹は鼻で笑ってやろうと思った。しかしなぜかそうすることが出来ない。「嘘うそつくなよ」とか「震えてるじゃないか」と、そんな言葉はいくらでも思いつくのに、なぜかそれを口に出すことが出来ない。このようなぎこちないムードを取り払うことが全く出来ない。


    　じっと桐子との瞳ひとみが重なったまま、寛樹はどうしても視線を離はなすことが出来ない。


    　まるで金縛りだ、と思った。


    「本当にこれ……予行練習、なんだよな？」


    　ようやく出てきた寛樹の言葉がそれであった。しかし彼女からの返事はない。ただ無言で、そのままゆっくりと顔が近づいてくる。ゆっくりと、まるでスローモーションのように。


    　桐子の潤うるんだ瞳がゆっくりと閉じられていく。寛樹の唇くちびるが彼女のものと触ふれあいそうになる。
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    　何かがおかしいはずだというのは頭では理解していたはずなのに、そのような桐きり子この行動を寛ひろ樹きにはもう止める術すべがなかった。ひどく現実感のない光景のように思えてならなかった。


    　──どうして桐子はこんなことをしているのだろう。


    　そんなわかりきった問いかけを寛樹は今いま更さらになって心の中で何度もしてみせた。


    　わからないはずがなかった。桐子の頬ほおは赤みを帯びて、見てわかるほどに全身も震ふるえていた。勇気を出して、覚かく悟ごを決めているのが寛樹にもはっきりと伝わっていたのだった。


    　そんな彼女の健けな気げでまっすぐな想おもいに、寛樹も思わずその身を委ゆだねたくなってしまう。


    　桐子の唇くちびるが今まさに重なり合いそうになる──まさにその瞬しゆん間かんだった。


    　頭の中に恒こう正せいの顔がふっと思い浮かんだ寛樹は、ほとんど無意識のままに唇を近づけようとする桐子の身体からだをぐいと押しのけていた。


    　それは誰だれにでもわかるほど明らかな拒絶行為であった。


    　寛樹は確実にショックを受けているはずの桐子から目を逸そらして水槽を見つめる。


    　たった今、自分たちが何をしようとしていたのか。そんな自問自答をするも、もうここまできて寛樹にはわからないはずもなかった。そのような現実を寛樹は直視したくなかった。


    　しかし直後、その判断は間違いだったことに寛樹は気づかされる。


    　水槽に映っていた自分達の姿の後方で、恒正が姿が映っているのが見えた。つい今しがた頭に思い描えがいていたものとは違う、明らかな失意の表情を浮かべた現実の恒正の姿。


    　寛樹はすぐさまシートにもたせた身体を突然起き上がらせると。


    「……トイレだ」


    「……えっ？」


    　桐子の戸と惑まどう声も無視して立ち上がると、恒正がこちらに気づいて逃げ出すのが目に映った。


    「ま、待ってってば。ちょっと寛樹っ!!」


    「漏もれそうなんだよっ!!」


    　ほとんど攻こう撃げき的てきな口調で彼女にそう告げると、そのまま寛樹は桐子に対し何のフォローすることなく恒正を追いかけていく。


    　背筋に冷や汗が流れて、本当に信じられないほどの悪夢だと寛樹は思った。


    　実は目が覚めるとまだ自分は旅館の布ふ団とんの中で、今度こそこの悪夢の中で見た間違いを二度と犯さないよう、恒正に入り口などで桐子を引き留めないようにしっかりと忠告する。


    　そんな悪夢であってほしかった。そう懇願するように祈り続け、寛樹が恒正の姿を捉とらえる。


    「恒正っっ!!　待てったらっ!!」


    　ほとんど絶叫にも近い声で寛樹が叫ぶと、走っていた恒正の足がぴたりと止まる。周囲の客たちも何事かと、こちらを見て立ち止まるのが目の端はしから伝わってきた。


    「……違うんだ」


    　そんなどうしようもない言葉しか出てこない。


    「今のはさ……違うんだよ。恒こう正せい……」


    　本当に、なんて頼たよりない言葉なんだろう。寛ひろ樹きにはそう思えてならない。


    「──なにが？」


    　恒正は背を向けたまま、寛樹に向かってとぼけたように声を上げる。


    「なにがだよ寛樹……？　何が違うんだ？」


    　荒くなっていた息を少しずつ落ち着かせながら、寛樹は背を向けたままの恒正を見つめていると、恒正は少しずつ吸い込んだ空気をそのまま吐はき出すようにして喋しやべり始めた。


    「あー……なんかさ、……ちょっと放ほっといてくれないか？　頼たのむよ寛樹。なんて、いうかさ……俺も色々頭がうまくまとまってないんだ。だから」


    「本当に……違うんだ」


    「だから──っ!!　何が違うッてんだよっっ!!」


    　先ほどの寛樹の絶叫よりもさらに一回りデカい声で恒正がそう叫んだ。


    　そのような雰ふん囲い気きを察してか、それとも周囲の人間の誰だれかが呼びつけたのか、水族館の係員が二名こちらへと駆けつけてくる。


    「なにかありましたか？」


    　そう話しかけてくる係員に寛樹は頭を下げると、


    「すみません……な、んでもっ、ありません」


    　そんなしゃっくりにも似たような感じでたどたどしく告げると、恒正はその場を離はなれていく。


    「あなたも。どうかしましたか？」


    　もう一人の係員がこちらへとやってくる。


    「死にたくなってます」


    　寛樹はそれだけを言って、本館の方へと向かって行った。
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    　ゲートの前にある椅い子すに俯うつむいたまま座っていると、上から竹たけ雄おの声が飛んできた。


    「はっは。もう先に来ていたのか。ずいぶんと早いな」


    　顔を上げると、竹雄の横でなずながソフトクリームを嬉うれしそうに舐なめていた。


    「竹たけ兄にいに買ってもらっちゃったーっ」


    「松まつ乃の一の美人さんにご馳ち走そうするのは当然だろ。はっは」


    「いやーもう。竹兄ってばホント口がうまいんだからっ！」


    　どうやらしばらくは竹雄やなずなのテンションについていけそうにない。もしかすると、今自分は人生の中で最大に落ち込んでいるのかもしれないと、そんな風に思う。


    「そういえば、なずなちゃんとぐるぐると施設を回っている途中で、恒正と桐きり子こに会ったぞ。二人にも時間になったらここに集まるよう言っておいたから、大だい丈じよう夫ぶだとは思うがな」


    　無言で寛ひろ樹きは竹たけ雄おの言葉に耳を傾ける。


    「ところで寛樹。ノアちゃんはどうした？」


    　──ノア。


    　寛樹ははっと顔を上げて立ち上がった。そうだ、ノアを忘れていた。あんなことがあったせいですっかり失念していたが、ノアはどこに行ったのだろうか。


    「ちょ、ちょっと捜してきます!!」


    　そう言って、寛樹はゲート前を離はなれて本館の外に飛び出した。


    　それぞれの施設を順番に回っていくも、ノアの姿はどこにも見当たらなかった。深海生物のコーナーにやってきたところで、寛樹は闇やみ雲くもに捜し回ることを諦あきらめてその場に立ち止まる。


    　そんなに遠くには行けないはずだと思った。この水族館の外に出るにはゲートを通らなければ不可能で、ゲートを出ても車じゃなければ絶対に松まつ乃のには帰れない距きよ離りだった。


    　──それとも、もう帰るつもりがなくなってしまったとか？


    　寛樹の頭に一いつ瞬しゆんそんな不安がよぎる。もしかするとノアはふとしたことで記き憶おくを取り戻して、そのままいなくなってしまったのかもしれない。


    　そのようなことをついつい本気で考えてしまう。


    　先ほどの恒こう正せいとのやりとりで、寛樹はすっかり考え方がネガティブになってしまっていた。不安が胸を襲い、この場にいないノアのことでひどく心細さを感じてしまう。


    　そんなどうしようもない考えを吹き飛ばそうと、寛樹はその場で何度も頭をふってみせた。　そして今立っている場所をぐるりと見回してみる。周囲の壁の水槽に取り付けられたそれぞれの水槽は、大おお袈げ裟さに捉とらえれば海中のようにも見えなくもない。


    「水槽……」


    　もしかすると本当に彼女は深海で生きる海底人か何かなのかもしれない。あれだけスノードームを見て目を輝かがやかせていたのだ。そんな風に思えてもしょうがなかった。


    　しかしいくら海底人だからといって、こんな水槽を見ただけで自分が海の中にいると錯さつ覚かくなんてするだろうか。昔住んでいた場所を想起して記憶なんて元に戻るだろうか。


    　どれだけネガティブな感情で考えてみてもそれは非現実的すぎた。仮に何かその糸口のようなものを掴つかんだとしても、この風景だけを見て全すべてを思い出すなんてことは絶対にないはずだ。


    　根こん拠きよなんて何もないが、寛樹はそんな風に思えてならなかった。


    「一度……戻るか」


    　ゲートに行って、最悪の場合は係員に放送で呼び出してもらうおうか。しかしそんなものでノアは戻ってくるだろうか。どうしたらいいのだろうとゲートに戻ってみると、


    「──ノアっ!!」


    　ゲートの前で、ノアは皆のいる場所に集まって立っていた。気づけば桐きり子こや恒正もいて、寛樹はとんだ取り越し苦労だと思いながらも、ノアの顔を見てそれでもほっと安あん堵どした。


    「なんだか具合が悪くなったらしくて、救護室にいたそうだ」


    　竹たけ雄おは係員の人からそのような説明をされたらしく、そんな風に説明した。


    「ごめん、なさい」


    　捜しに行った寛ひろ樹きに申し訳なく思ったのか、ノアはそんな風に謝ってみせる。


    「ううん。いいよ」


    　とにかく無事でいて良かった。そう思いながら顔を上げると恒こう正せいと視線が合ってしまう。


    「…………」


    　すっと無言のまま目線を逸そらされてしまったが、寛樹の方だって何かを言うつもりもない。


    　何を言ったところでどうせ今は無む駄だだと思う。それだけのことをしてしまったのだから。


    「それじゃ、車に戻るかーっ！」


    「いえーいっ！」


    　竹雄となずながそう元気良く叫び、後ろの四人は無言のままゲートをくぐっていく。


    　楽しかった旅行のはずがどうしてこうなってしまったのだろう。


    　ちらりとノアの方を見てみると、ノアはお土産みやげの袋からドームを取り出してそれをいつまでも眺ながめ続けていた。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　そうして寛樹が帰宅して、父親の尚なお人とが帰ってきたのは夜もかなり更ふけた頃ころだった。


    「おぉ～い、今帰ったぞぉ……」


    「ちょっとお父さんっ！　こんなところで寝ちゃダメでしょう！」


    　そんな声が聞こえると同時に、寛樹は部屋を飛び出して尚人のいる玄関へと向かって行く。


    「親おや父じ。ちょっと話があるんだけど」


    「なんだぁ？　小遣いならやらんぞぉ」


    「そうじゃない」


    　くだらないやり取りは抜きにして、寛樹は手に持っていた小説をばんっと父親の座っている廊下の上に置いた。


    　プールで竹雄から聞いたとおり、尚人に直接聞きたいことがいくつもあった。


    「野の乃の木ぎ春はる信のぶ──親父の友達だった、伊い東とう春信さんのことについていろいろ聞きたいんだ」


    「はるのぶぅ～？」


    　ダメだ、完全に泥でい酔すいしてしまっている。これじゃまともに話しも出来そうにない。


    　諦あきらめムードで寛樹がそう思った瞬しゆん間かん、


    「おお。春信なぁ！　へぇー……お前、誰だれからそのこと聞いたんだ？」


    　急にしゃきっとしたような顔で尚なお人とが顔を上げた。そのいきなりの変へん貌ぼうっぷりに少し驚おどろきつつも、寛ひろ樹きは尚人に向かって小説をめくりながら尋ねる。


    「最初に聞いたのは伊い東とうのばあちゃんからだよ。それより、これから聞きたいことは親おや父じには少し答えにくいことがあったりするかもしれないけど、それでもいい？」


    「なんだ？　いやにもったいつけるな」


    　尚人はニヤニヤしながら寛樹の顔を見つめる。


    「答えにくいことなんかあるもんかよぉ。オレはあいつと親友なんだぜ？　あいつのことだったらなーんでも知ってんだよ。ほれ、言ってみ？　ん？」


    「んじゃ、聞くけど──」


    　寛樹は小説の中から適当に当まさ知かずの名前を捜して、そこを指さしながら尚人に見せる。


    「この当知って、親父のことなのか？」


    「……ああん？　なんだそれ？　あいつの書いた小説か？」


    　片かた眉まゆを吊つり上げながら、尚人がまじまじとそれを眺ながめるも、


    「あー……えー……。ちっ、ぜんっぜん駄だ目めだぁ！　酔よいすぎて文字が二重に見えるぞ！」


    「……ホントどうしようもないな、アンタ」


    「大体オレ、あいつの小説なんかこれっぽっちも読んだことねーんだ！　だって、いちいち書いてあることが小難しすぎるんだもんよ。こんな松まつ乃ののド田舎いなかでも、頭の中はいっつも宇宙だのなんだの考えてたのかっつーの！　山と田んぼしかねーぞこんな町。ぎゃはは！」


    　あまりの期待はずれな尚人のその返答を聞いて、寛樹は呆あきれを通り越して失望すら覚えた。


    　本当に親友だったのかすらももはや疑わしい。


    「もういいよ。それじゃ──」


    　そうして立ち上がろうとする寛樹の腕を、尚人ががしっと掴つかむ。


    「まぁまぁ。もうちょっと話をさせろや、アイツのこと」


    「なんだよ？　小説なんか読んだこともないんだろ？　だったらもう聞くことなんか──」


    「いいからいいから。そうだ。お前ちょっと居間で待ってろ。ちょっとオレも喉のどが渇かわいちまってよ。麦茶かなにかでも持ってくるわ」


    　尚人は寛樹の腕を頼たよりにして立ち上がると、千ち鳥どり足あしのまま廊下を歩いて行ってしまう。


    　そんな父親の背を見て、寛樹は大きな溜ため息いきをこぼしながら先に居間へと向かっていった。


    



    　数分ほどして、尚人は寛樹の分の麦茶も一いつ緒しよに持って居間にやってきた。その表情はさっきよりも酔いが覚めたのか、いくらか真ま面じ目めな顔つきに変わっている。


    「お前……あいつが亡なくなったことは知ってるんだろ？」


    　目の前に麦茶のグラスが置かれると、寛樹は無言のままゆっくりと頷うなずく。


    「もう八年も前になるなぁ……。お前は覚えてないかもしれんが、葬式にも通つ夜やにも、ウチの家族は全員で参列したんだ。まだ、なずなも小さかったなぁ」


    　しみじみとそう語りながら、尚なお人とは麦茶に軽く口をつける。


    「……ガンだった。スキルス性の胃がんだ。健康診断とかにもロクに行っていなかった。発見があまりにも遅おそくてな……既すでにわかった頃ころにはほとんど手て遅おくれの状態だった。あいつは、最後にオレにこう言ってくれたんだ。『お前という友人がいてくれて、本当に嬉うれしかった』ってな」


    「嬉しかった……？」


    「今までそんなこと、面と向かって言ってくれたこともなかったから、オレもさすがにこれにはぶわーっと目頭が熱くなってな」


    　そうして軽く笑い飛ばすようにしてから、尚人はぽつりと麦茶のグラスを持ちながら呟つぶやく。


    「なんというか……たまらない気分だったよ」


    　寛ひろ樹きは恒こう正せいのことを思った。もし自分が春はる信のぶさんと同じ立場だった場合、自分は恒正に向かってそんな言葉を率直に口に出せるだろうか。


    　しみじみとした父の口調は、それだけで仲の良さを十分に窺うかがわせる何かがそこにあった。


    「その小説のことも、そういや言ってたな。あの夏がどうたら、ってヤツだろ？」


    　と、突然尚人は寛樹の持っている小説へと親指を傾ける。


    「その小説が世に出回った後のことだ。突然家に押し掛けてきて、『中学二年の頃の、あの夏休みのことをお前は覚えているか？』って言い出しやがる。なんでも以前、この家にあった写真の中に智ち夜やが写っていたことを思い出したんだってな」


    　尚人はそこまで言って立ち上がると、戸棚の中からアルバムを取りだして戻ってくる。


    「これだ。オレと知とも子こと春信が写っている。野の乃の木ぎ海岸で泳いだときの写真だ」


    　そこには三人で笑い合っている、中学校時代の父親の姿が写っていた。


    　尚人は今よりもずっと喧けん嘩か早ぱやそうな目つきをしており、ガキ大将っぽい雰ふん囲い気きだ。


    　桐きり子この母親の知子は、今とは随ずい分ぶん面おも影かげが違っていた。今の知子は化粧が濃くてキツい印象を受けるからかもしれないが、この頃の彼女はどちらかと言えばずっと地味目な印象だ。


    　そうして寛樹は、この時初めて春信の写真を見た。


    　春信は、本当に尚人と友達だったのかと思わせるほど華きや奢しやで小柄な少年だった。尚人に半なかば強制的に肩を組まされたのか、海パン姿のまま気弱そうな顔で尚人を見つめている。


    「この写真の奥に見えるのが、今もある隕いん石せきの落下地点だ。ほら寛樹、よく見てみるとその落下地点の近くにちっこく女の子っぽいのが写っているだろ？」


    　寛樹が目を凝こらすと、確かにそこには少女らしき姿があるのがわかる。だがこれほど小さい姿の少女の写真だけで、それが智夜という女の子だと断定することは不可能な気がした。


    「お前の言いたいことはわかるぞ、寛樹」


    　尚人がくつくつと笑いながら、写真を見つめる寛樹に向かって言う。


    「こんなちっこく写っている女を見て、『この子が智夜です』だなんておかしな話だろう？　オレも笑っちまったんだよ。でもあいつはマジな顔で『この子は智ち夜やなんだ』って言いはるんだ」


    　尚なお人との話を聞きながら、寛ひろ樹きはゆっくりと顔をあげた。


    「おかしくなんかない……」


    「あん？」


    「もしかしたら……本当にその智夜って子はいたのかも……。いや、多分いたんだ。実際に、この松まつ乃のにやってきていたんだ……」


    「お、おいおい。寛樹までそんなこと言うのかよ」


    　大おお袈げ裟さに首を左右に振ると、尚人は指でとんとんと机を小突きながら寛樹を見る。


    「言っておくがこの年の夏休みに撮った写真ってのはこれだけじゃない。春はる信のぶの言うとおりなら、この子と遊んだ写真がもっとあるはずだろ？　なのにあるのはこのちっこい写真だけだ。そんなの本当にそんな子が居ただなんて言えるのか？」


    「それは──」


    　わからない。確かに父親の言うとおりなのかもしれないと思う。


    　でも、寛樹にはなんとなく春信がこの小さく写っている女の子のことを、智夜だと断定した理由はわかったような気がした。なぜなら──


    「白い……ワンピースだから」


    「は？」


    　寛樹はそうぼそりと呟つぶやき、あらためてその写真を見つめる。


    　そこに写っているのは、紛まぎれもなく白いワンピースの少女だったのだ。小説に描写されたそのままの姿の智夜が、そこにはっきりと写って示されているのだ。


    「だから、春信さんのことを……オレは信じる。きっと、智夜って子は本当にいたんだ。きっと何かが原因で、町の皆はみんな忘れてしまったんだ……」


    「やれやれ……さすが中学生というべきか、想像力もたくましいな」


    　少しだけ呆あきれたようにそう言ってのけると、尚人はぐっと麦茶を飲み干して立ち上がった。


    　最後だけどな、と尚人は居間の扉を開けながら寛樹に告げる。


    「そこに出てくる主人公の友達の名前は『当てる知る』と書いて、『とうち』と読むのが正しいそうだ。本になる段階で、間違って『まさかず』と表記されてしまったらしい」


    「とうち……？」


    　それに何らかの意味があるのだろうかと寛樹が思っていると、


    「春信はもし何か思い出したことがあった時には、必ずその小説を読んで欲しいと言っていた。オレはまだ何も思い出せはしないから、その本は開かないし、読まない。だけど、お前ならその本に書かれていることの何かが、もしかしたらわかったりするんじゃないのか？」


    　残された寛樹は、写真をアルバムの中に戻すと、つい今しがた尚人が言った『とうち』という名前のことを考えてみる。


    　わざわざそうやって尚なお人とに名前の指摘をするほどに、その名前には意味があったと思うべきだ。でも一体どんな意味をこの名前に込めたのかはわからなかった。


    　寛ひろ樹きは小説をめくって、他の登場人物の名前を探ってみる。智ち夜や、当とう知ち、環たま香か。どれだけ字面だけを見て考えても、そこに共通点らしきものは見当たらない。


    　しかしその中でも智夜という名前は、なんとなく寛樹の予想では実際の現実にも同じ名前のような気がした。そもそも尚人の話によると、春はる信のぶさん自身も電話で当時の彼女のことを智夜と呼んでいたらしいし、それはきっとそのままなのだろう。


    　仮にもそういう風に仮定すると、意味が込められたと考えられるのは他の人物である。つまり弘ひろ文ふみと当知と環香だ。こちらの方に何か隠された意味があるに違いない。


    　とうち、ひろふみ、たまか──


    　寛樹はそれぞれの名前を適当なノートにひらがなで書いてみた。あらためて見ると「とうち」というのはかなり変わった名前である。


    「うーん……」


    　しかしやはり、どれだけ考えてみてもわからなかった。何かのアナグラムだろうかとも思って、あれこれ文字を移動させてみたけれども、それでも妙な言葉になるだけでそこに意味っぽいものを見出だすことは出来なかった。仕方無くぱらぱらとめくっていると、ページを押さえた指が小説のラストシーンに入るところで止まった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　小さな山の上にある神社の本殿。その裏側から入ることの出来る細く険しい抜け道を目指し、弘文はほとんど無意識に駆け出していた。どん、と空を打つ音がする。市内の中心地から聞こえてくる、一発目の花火の打ち上がった音だ。


    　それまで金魚すくいや射撃をしていた人達も、その音を聞いて一斉に夜空へと顔を上げた。


    　そうして鮮やかな光の美しさに見み惚ほれる群ぐん衆しゆうの顔を全て置き去りにし、それでも弘文は足を止めることなく走り続けた。人の波を掻かき分わけ、石段を二段飛ばしで上がってようやく神社の境けい内だいまで辿たどり着くと、すぐさま本殿の裏に回り込んで悪あく路ろへと足を踏ふみ入れる。


    　二発目の花火が打ち上がる音がした。さすがに明かりもないこの先の道では走ることも出来ない。弘文は一歩ずつ慎重に歩きながら草木を掻き分けていく。途中で急勾配になる場所も、辺りの木々の枝を掴つかんでゆっくりと登り切る。


    　次々と舞い上がっていく花火の音を聞きながら、弘文は少しずつ少女と過ごしたこの夏休みのことを思い出し始めていた。出会った場所も、初めて挨あい拶さつを交わした場所も、共に過ごしたり遊んだりした場所も、そのどれもが幼い時からずっと見飽きていた場所だった。


    　なのにそこに一人の少女が混ざり合うことで、そのどれもが新鮮さを帯びて頭の中に描えがかれ、そして塗り替えられていく。うだるような夏の日ひ射ざしの下に照らされたいつもの風景が、まるでスポットライトに照らされたステージのように、特別で非日常な場所だと錯さつ覚かくさせられた。


    　──それは、何故だろう？


    　考えているうちに、ようやく弘ひろ文ふみは一つの結論に辿たどり着つく。


    　きっと、これが恋をするという感覚なのだ。


    　──会いたい。


    　ようやく、最後の難関である三メートルほどの土の壁が弘文の目の前に現れた。


    　ここを登りきれば山の頂上だ。弘文は壁に埋もれた石を探してそれに飛びつく。


    　そうして正確な数などわからなくなってしまった何十発目かの花火が打ち上がったとき、弘文は山の頂上まで登り切って、その鮮やかな光を見つめている智ち夜やの後ろ姿を発見した。


    「智夜」


    　白いワンピースの少女が振りかえる。しばらく何を言うべきか迷うような表情をしてから智夜は、


    「──わたしね、この花火が全部終わったら戻ってこいって言われてるんだ」


    　そう弘文に向かってなるべく寂さびしさをみせないように明るくそう言ってみせた。しかし、そんなバレバレな態度は返って本音で話されるよりも聞いている側としては辛つらく思えてくるものだ。


    　弘文は何も言わず智夜に近づくと、そのまま智夜の身体からだを強引に抱だき寄せた。


    「どこにも……いかないでほしい」


    　そう告げる弘文に、智夜は涙の入り交じった声で答える。


    「駄目……だよ」


    　弘文に抱き寄せられたまま、智夜も弘文の身体に両手を回した。


    「最後の花火が終わったら夏休みはもう終わり……わたしは元の町に帰らなきゃならないんだよ。そうしてみんな、いつも通りの毎日がやってくるの。弘文クンもそう……わたしも──」


    　そうして智夜はすっと寄り添った身体を離はなして、


    「わたし、こんなに強く男の人に抱きしめられたことなんて生まれて初めて……。ねぇ、もっと強く抱きしめて──」


    　言われるままに、弘文は智夜の身体を抱きしめる。強く強く──愛しい人物の存在がここにあることを確かめようとする。


    「僕は──智夜のことが好きだ。大好きなんだ！」


    　智夜が吹き出すように笑った。


    「あーあ。なんだか押し切られたみたいだなぁ……。知ってる？　わたしホントは当まさ知かずクンのことが好きだったんだ」


    　そうして二人は顔を見合わせる。そのままゆっくりと顔が近づき、唇くちびるが触ふれあったところで大きな最後の花火が打ち上がった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　寛ひろ樹きはそこでふとページを押さえた指がばらばらと、最後に載っているあとがきのページまで滑すべってしまった。元のページに戻ろうと反対の指でそのページをつまんだところで、そういえば徹てつ夜やして最後まで読み切った当日は、その達成感のせいであとがきを読んでいなかったことに気がついた。


    　これだけ知ってしまった以上、もう一度ちゃんと読み直す必要があるのではないだろうか。


    　そう思った寛樹は少しでも、ノアに関する記き憶おくに繋つながりそうな何かがあることを祈ってページをめくった。


    



    　──この小説を執筆するにあたり、私は久しぶりに故郷の松まつ乃のへと戻り、そこで久々の懐なつかしい友人と出会ったり、当時遊んでいた場所などを気ままに歩き回ったりしてみました。


    　大切な友人や家族、その他大勢の人に支えられて、自分はあの小さな田舎いなか町まちで育ってきたんだなぁと、そうしみじみ思います。この小説はそのような思いに溢あふれた小説です。


    　そうして出来上がったこの作品は、編集部の方々から大クレームをいただきまして、「どうしていつものようなＳＦ小説じゃないんだ！」というきついお叱しかりを受けてしまいました。


    　ですがこの場所を借りて言わせていただくならば、この作品は紛まぎれもなくＳＦの要素を多分に含んだ小説であります。


    　これを読んでくださっていた多くの読者の方々も、おそらく首を傾かしげてこのあとがきを見ていることでしょう。


    　でも本当にこれはそういう本なのです。


    　最後に。実はこの小説には僕が特に気に入っている点がありまして、それは奈な央おという名前が智ち夜やの口から語られるあの一連のやりとりの部分です。ここだけはどうしても入れたくて、担当編集の方にも前後の関係を打ち合わせしながら残した部分なのです。


    　本当に良いシーンだと思っております。その後のひまわりの種の部分も、僕にとって本当にかけがえのない大好きなシーンです。


    　紆う余よ曲きよく折せつがありつつも最高の一冊になりました。読んでいただきありがとうございます。


    



    「けほっ、けほ。……ここにも……ひまわりの種か」


    　咳せき払ばらいをして寛樹はそう呟つぶやく。山の頂上にどれだけ探しても見つからなかったはずのものが、ここにも出てきたことで、より確信めいた思いが胸の中に湧わいた。


    　やはりあの山の頂上のどこかに、ひまわりの種と呼ばれるものがあるのだ。


    「それにしてもＳＦって……」


    　あらためてあとがきを眺ながめながら寛ひろ樹きは片手でティッシュを捜して洟はなをかんだ。


    　作者がそう言うのであれば、おそらくそういったエッセンスは何かしら含まれているのかもしれないが、少なくともＳＦの教養がゼロである寛樹には、この小説がＳＦだといわれても大いに首を傾かしげざるを得ない。


    　この小説はどこからどう見たって青春小説であり恋愛小説だ。唯ゆい一いつあるとすれば、序じよ盤ばんの方に隕いん石せきの落下地点へ行く話があるだけで、あとはその落下地点に行くことすらまったくない。


    　他にも、「奈な央お」という名前への異常なこだわりもうかがえる一文──


    　唸うなり声をあげて寛樹は腕を組んだ。やはりこの小説には何かがあると思えてならない。


    　だけれどもそこに秘められたメッセージのようなものがあまりにもわかりにくすぎて、中学生の寛樹にはとてもじゃないがそのメッセージにまでたどり着く自信がなかった。


    　諦あきらめて時間を見てみると、既すでに時計は零時を指していた。


    　そろそろ寝た方がいいかもしれない。そう思った瞬しゆん間かん、


    「へっくしょいっ！」


    　寒気がして、寛樹は腕をさすりながら救急箱を捜した。やはりちょっとずつ夏なつ風か邪ぜが悪化していたのだろうか。そう思ってごくりと唾つばを飲み込むと少しだけ喉のども痛んでいることに気づく。


    「薬、薬っと……」


    　そうして総合感冒薬を口に含んで麦茶でそれを流し込むと、偶然目についた救急箱の中のマスクを手にしてそれも一いつ緒しよにつけることにした。さすがにエアコンを点つけずに眠ることなど出来ない暑さだし、かといってこのままマスクもしないで寝たら、部屋が乾燥して喉をさらに痛めてしまうかもしれない。


    　明日はお祭りもあることだし、今日は早めに休んで体調を回復させよう。


    　一瞬恒こう正せいと桐きり子この顔がよぎって、行くのをやめようか迷ったが、全すべては明日になってから考えればいいと思い、そのまま小説を尻しりのポケットに突っ込んだのも忘れて自室へと戻っていった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　しんと静まりかえった夜、布ふ団とんに入っていたノアはゆっくりとその身体からだを起こした。


    　奥の部屋では伊い東とうのおばあちゃんの寝息が聞こえる。それを確認するとノアはゆっくりと身体を起こし、以前ナズナからもらったペンライトを持ってそろそろと庭の方に向かっていく。


    　昼間に水族館という場所に行ったとき、ノアの周囲を泳ぎ回る魚と、そこにある水の景色を眺ながめて気分がひどく悪くなり、様子がおかしいと思った周囲の人がノアを休めるところまで運んでくれたのだった。


    　なぜそんな風に具合が悪くなったのかはまるでわからなかった。何かを思い出せそうな気がしたが、それでもノアはいまだに記き憶おくが戻っていない。何か大切なことを忘れている。


    　自分はどうしてここに来たのだろうか。何の目的があったのだろうか。


    「わから、ない……」


    　考えようとすればするほど、頭痛がひどくなる。もう頭の包帯はとれたというのに。何かを思い出そうとすると、どうしてもそれを邪じや魔まするように頭がずきずきと痛むのだった。


    　庭の外に出る。音を立てずにサンダルを履はいてふと目線を下ろすと、どこから来たのかわからない生き物がノアをじっと見つめてこう言った。


    『イトウ……ハルノブ……』


    　もはや何度目になるかわからない名前を呼ぶと、その生き物はすっとノアから目線を逸そらす。


    　ノアがその生き物の頭を撫なでると、いつもとは違う奇き妙みような肌はだ触ざわりをしていることに気づいた。


    　まるで石のように硬い。そう思った途と端たん、急にその生き物は口をぱかりと開けて黄色い息を吐はき出し始める。


    　びっくりして声をあげそうになった。嫌いやな予感がしてそのままその生き物から身を退ひくと、ほとんど逃げ出すような感じで、ノアは庭から伊い東とう商店の建物を回り込んで店の前に出た。


    　なぜだかわからないが、あの息を吸ったらマズい気がした。


    　直感でそう思うと、そのまま足早に当初の目的場所を目指してノアは歩き出す。


    　──イトウハルノブ。


    　おそらく自分はその人に会いにここにやって来たんだと、そうノアは思った。記憶のない頭でも、その名前はとても非常に大切な人のことだったような気がしてならなかった。


    　その人がどこにいるかはわからないが会えばきっと思い出すはず。そう思ってノアは神社のある山を目指し徐々に歩みを早めていった。春はる信のぶの居場所はわからなくても、以前に寛ひろ樹きが教えてくれた山の頂上の秘密は手にすることが出来るかも知れない。そうノアは思っていた。


    　神社に着き、本殿の裏に回り込んでけもの道を踏ふみしめる。最初に来た時とは違って、踏みしめた道の跡はずいぶんと歩きやすくなっていた。


    　しかしその反面、前に来たときとは違って辺りは真っ暗で見通しが悪い。


    　ノアはすぐに持ってきたペンライトを照らすと、さらに奥へと足を進めていった。


    　そうして土の壁の前までやってくると、ノアは以前ヒロキとともに結びつけたロープの片かた端はしを捜した。辺りをライトで照らして左の方にそれがあることを発見すると、一度そのロープを強く引っ張って強度を確かめる。


    　問題はない。ノアはペンライトを口でくわえながら壁に足をかけて登っていく。


    　頂上に到着しても、そこは前に来たときとまったく変わっていなかった。ノアは口にくわえたペンライトを再び手に持って、注意深く辺りを照らしていく。


    　あの生き物によく似た岩を、特に丹たん念ねんに調べてみた。


    　表側というか、顔のような形をしている場所から後ろへと回り込み、さらに上から下まで丹念に観察をしていくと、とうとう岩の下から何かビニールの袋の端のようなものが見えていることにノアは気づいた。


    　ペンライトの尻しりの部分で土を軽く掘ってみると、ビニールの端がさらにはっきりと姿を見せ始める。それほど深く埋うめられているわけではないと判断したノアは、そのビニールのある地面をひたすらペンライトで掘り進めていった。


    　やがて、ビニールにくるまれた少し大きめのマグカップくらいの「ひまわりの種」と書かれた缶が姿を見せる。


    　ノアは土を両手で掻かき分けてその缶をペンライトで照らしてみる。ビニール袋を取り払って出てきた缶を開封すると、中には手紙が三枚。


    　そこで突とつ如じよノアはまたしてもひどい頭痛に襲われた。


    　それでも手紙に目を通そうと必死にその一枚を開き始める。


    　鈍器で頭をガンガンと打ちつけられている気分だった。ノアはペンライトを手にしながらその光を紙に向かって当ててみる。


    　そこには小さく丸い字でこう書かれていた。


    



    　──拝啓。春はる信のぶ様へ。


    　このタイムカプセルという不思議な文化のお話をつい先ほど聞かされて、私はいまだにその仕組みが理解出来ていないまま、今こうして筆を取っています。


    　このままあなたが、このお手紙を読んでくれる日はやってくるのでしょうか。


    　正直なところ、それはきっと永遠に叶かなわないだろうなと私は思っています。これを読む前にあなたはこの「ひまわりの種」を埋めた日の夜、花火大会の最後の花火が打ち上がったと同時に、私に関することを全すべて忘れてしまいます。あなただけじゃなく、尚なお人とや知とも子こもみんな。


    　この手紙はその花を咲かすことなく、ずっと土に眠ったままになるのです。


    　全てはこの日に帰ることが決まっていて、またそうしなければならない事情がありました。


    　さようなら春信。


    　もしまた会うことがあれば──その時、私はあなたの想おもいを受け止めようと思います。


    
      智ち夜や──

    


    



    「……ち、や……？」


    　なぜか涙がこぼれ出ると、ノアは直すぐさま次の手紙を読み始める。


    　二枚目を読み、そして三枚目を読んだところで、その事実に愕がく然ぜんとする。


    　その時だった。


    　まるでこれまでの人生の全てがフラッシュバックしていくように、ノアの脳内を物もの凄すごいスピードで駆かけ巡めぐっていく。


    　それから失っていた記き憶おくが一気に奥の方から引き出されていく感覚があった。そんな情報の洪こう水ずいがほんの数秒もしないうちに押し寄せてくる。


    　地面に落ちたペンライトを再び握にぎって、ノアは頭を押さえながらゆっくりと身体からだを起こす。


    「おもい……だした……」


    　ノアは自みずからの近くにあった手紙を一つ一つ拾い上げながら、涙をぽろぽろとこぼしてそれを何度も、何度も読み返していく。


    「ぜんぶ……おもいだした……でも──」


    　伊い東とう春はる信のぶを捜しにやってきたこと。


    　そうして彼に伝ようと思っていたこと。


    　自分にとっての大切な人──智ち夜やのこと。


    　どうしても彼に会って、そして話さなければいけないことがあった。


    　自分のことを、どうしても知ってもらいたくて。


    　それでここまでやってきたというのに。


    「叶かなわなかった──」


    　伊東春信はおそらくもうこの世にはいない。


    　中に書いてある手紙の文面で、ノアはそのことを察してしまった。


    　自らがやってきたその目的が叶わなかったことを知り、ノアは涙がとめどなく溢あふれて止まらなくなる。


    　残された時間は、もう残りわずかだった。


    



    　花火大会の日の、朝がやってくる。

  


  
    



    　第四章


    



    　花火大会当日の朝、寛ひろ樹きはマスクをしたままの状態で即座に玄関へと向かっていく。寝る前に薬を飲んだのに体調は全まつたく変わっていない気がした。鼻が詰まって頭がぼんやりする。


    　結局目が覚めても、寛樹は桐きり子こと恒こう正せいに会うのが気まずいままで何も変わらなかった。考えてみればあれだけの喧けん嘩かをしたのだから当たり前かもしれない。


    　でも、かといってこのままにしておくわけにもいかない。何を言うべきかもわからなかったが、昨夜の尚なお人とと春はる信のぶさんの友情を聞かされたせいで寛樹は今無む性しように恒正に会いたくなっていた。


    　会いに行ったところで何も聞く耳を持ってはくれないかもしれなかったが、それでも自みずからの言葉ではっきりと寛樹は恒正に伝えなければならないことがある気がした。


    　そしてその後で桐子にも謝りに行こうと思っていた。


    　昨日水族館であれだけの明確な拒絶まで示してしまったのだから当然だろうと思う。それに寛樹は昨日の件で、今まで自分がどれだけ鈍にぶかったのかを痛感させられてしまった。


    　実際に唇くちびるが触ふれる直前まで、彼女の気持ちには何も気づいていなかったのだから。


    　これまでにも向こうからのサインは何度もあったのだろうと寛樹は思う。ただそのどれにも気づかないまま、桐子の気持ちを無自覚に傷つけてしまっていたような気がしていた。


    　幼なじみとして大切に思っているからこそ、ちゃんと言わなければならないことがある。


    　はっきりと言わなければならない、そうしなくきゃならない理由が寛樹にはあった。


    　ノアのことである。


    　日に日にノアは寛樹自身の心の中で大きな存在となっていた。もはや寛樹の脳内は彼女のことでいっぱいだった。出会いの時ほどではないにせよ、会えば胸がドキドキとしていた。


    　最初はおそらく一目惚れのようなものだったと思う。それがいつしかどんどんと彼女に惹かれていき、今回の旅行でようやく自身の気持ちを確信した。


    　不思議なものだと寛樹でも思う。思えばこれまでそういった気分になる女の子が、本当に一人もいなかったのだろう。


    　いつまでも側そばにいたい、会いたい。


    　小説の中で弘ひろ文ふみや恒正が言っていた言葉の意味が、気持ちが、今は少しだけ理解出来る。


    　今は、ノアに会いたい。ずっと一いつ緒しよにいたかった。


    　そうして一緒にいられる間は出来る限りのことをしてあげたい。願わくば夏が終わり秋がやってきても、ノアにはずっとこの松まつ乃のに残っていて欲しかった。そうして同じ中学を卒業して、高校へと進学し、たとえ記き憶おくが戻ったとしても、いつまでもこの町を自分の故郷のように思っていて欲しい。


    　ようやくそのことに気づけた気がした。


    　恒こう正せいと桐きり子こに謝罪したらノアを花火大会に誘さそおう。そう思いながら、靴くつに履はき替えていると、


    「……お兄ちゃん、どっか行くの？　花火は夜からだよ？」


    　パジャマ姿で大きなあくびをしながら部屋から出てきたなずなが、玄関にいる寛ひろ樹きを見てそんな風に尋ねてきた。


    「……ていうか、なんでマスクしてんの？　風か邪ぜ？」


    「わからん。ただ喉のどがちょっと痛むから、とりあえずな」


    「うわっバイ菌持ちだ。伝う染つさないでよーっ？」


    　そんな憎にくたらしいことを言うので、寛樹はわざと大おお袈げ裟さにげほげほ言いながらなずなに向かって咳せきを喰くらわせてやった。


    　なずなは叫びながら、慌あわてて廊下の奥へと逃げていくと、


    「ば、バカ兄っ！　ぎゃああーっ！」


    　そう言って居間の方へと逃げていく。その様子が可お笑かしくて寛樹はけらけら笑うと、


    「お前も今日はお祭り行って花火見るんだろ？　恒正と桐子とノアを今から誘いに行ってくる。だからお前も夕方頃ごろには神社の境けい内だいで待ってろよ」


    　誰だれがお前と一いつ緒しよに行くか的なことをなずなが言うと、てっきりそう寛樹は思っていた。


    　ところがなずなは急に寛樹の言葉を聞いてきょとんとすると、


    「……ノアってだれのこと？」


    　と、そんな風に首を傾かしげるのである。まだ寝ぼけているのかと思ったが、先ほどの会話の様子からしてそんな風にも思えない。不思議に思ったが、いちいちなずなにも構ってられず、


    「とにかく、また後でなっ！」


    　と、妙みように思いながら玄関を飛び出し、そのまま恒正の家へと向かおうとして足を止めた。


    「……いや待てよ。もしかしたら恒正、家じゃなくて学校の方にいるかもな」


    　まだ朝も早いしロケットを打ち上げるような気分ではないかもしれないが、それでも寛樹は学校の方に身体からだの向きを変えて歩くことにした。


    　そうして歩いていると、なんだか辺りの景色が妙に黄色がかって見えていることに寛樹は気がついた。


    「あれ……？」


    　目がおかしくなったのかなと思ってこすってみるも、その風景の色に変化はない。気にはなるけれども、あくまでそう見えるだけで実際にはほとんどいつもと変わらない町の景色だった。


    　そこで突然肺の奥の方から強きよう烈れつな咳が出てきた。


    　もしかすると風邪の諸しよ症しよう状じようというやつだろうか。思えば熱中症でぶっ倒たおれた時も、町の景色が少し歪ゆがんで見えたような気がする。あまり無理はしたくなかったが、せっかく今日は年に一度の花火大会なのだ。最悪ぶっ倒れてしまっても構わないと思っていた。


    　そうやって、皆で今年の夏休みを締しめくくる最後の花火を見てみたかった。


    



    　そうして寛ひろ樹きが中学校の近くまでやってくると、ぷしゅーっと大量の水を噴き出しながらロケットが上がるのが見えた。直感が当たった。


    　寛樹は校門の前で立ち止まると、そのままこっそりと校庭の方を覗のぞき込んでみる。


    　とその瞬しゆん間かん、たった今打ち上がったロケットがそのまま寛樹の目の前へと落ちてきた。


    「ひぃっ!!　な、なんでここに落ちるんだよ！」


    　アスファルトにこつんっと軽い音を立てて転がるそれを見て、寛樹は急いで身を隠かくす場所を探した。いくらなんでもまだ心の準備が出来ていなかった。


    「──寛樹？」


    　にも拘かかわらず、校庭から身を翻ひるがえした寛樹の背中に、恒こう正せいのそんな言葉が飛んでくる。


    　寛樹はその足を止めざるを得なかった。


    　言わなくちゃいけない。


    　肩を強こわ張ばらせてゆっくりと振りかえると、


    「お前……それどうしたんだよ、風か邪ぜなのか？」


    　恒正は寛樹のマスク姿を見て、そんな心配そうな声をあげてみせる。


    　あまりにも予想に反したその態度に、寛樹はついぽかんと口を開けてしまった。


    「まさかエアコン点つけっぱなしで寝てたとかじゃないのか？　寛樹は風邪を引くといつも長引くから、そういうところはもっと気をつけた方がいいって」


    　それはあまりにも普通で、普通過ぎる言葉だった。


    「まさか熱なんてないだろうな？　それだったら、こんなところ出歩いてないで……」


    「恒正──」


    　その言葉で、恒正の開きかけた口がぴたっと結ばれる。


    「……桐きり子ことは、本当になんでもなかったんだ」


    　まっすぐに恒正の瞳ひとみを見つめて、真剣な表情でそう告げる。


    「……昨日のことは、なんていうか……オレ自身もよくわかってなくて。頭の中でうまく整理が出来てなくて。こんなことを言っても、何もわからないと思うけど……でも信じて欲しい。恒正は、オレの大切な友達で、相談相手で、いつも馬ば鹿か話出来る仲間で──」


    　ぐっと言葉が詰まって、それからはっきりと言う。


    「誰だれよりも尊敬できる……そんな、かけがえのない親友だと思ってるから」


    　涙をこらえながらそう言った時だった。


    「そうか」


    　恒正がゆっくりと寛樹のほうに近づいてくる。


    「なら、これでチャラにしてやるから歯を食いしばれ──」


    　そう言って大きく振りかぶった恒こう正せいの拳こぶしに、たまらず寛ひろ樹きは両目を瞑つぶって身構えた。


    　すると、


    「──ぷ」


    「……へ？」


    　恒正は抑えきれないといった様子で肩を震ふるわせると、そのまま大声を上げて笑い始めた。


    「あはははっ!!　待て待てっ。いくらなんでもそんなにビビることないだろ？」


    「な……っ」


    「はー。しかし笑った。貴重な顔が見れたもんな。なんとなく少しだけ胸もすっとしたし」


    「お、お前な……」


    　恥はずかしさで震える寛樹に、恒正はくるりと振りかえる。


    「お前さ、そうやって尊敬できるとか、そんなむず痒がゆいこと言い出すキャラじゃないだろ？」


    「え……」


    「お前ってヤツは、いつも俺の言うことにキツいツッコミを浴びせながらも、時折バカでスケベなことを恥ずかしげもなく大声で触ふれ回る──」


    　笑いすぎて涙が出たのか、恒正はそこまでいうと目め尻じりの涙を拭ぬぐって、


    「そんなヤツだろうよ、俺の親友はさ。……ったく誰だれの受け売りだよ、その変な台詞せりふは」


    　それから笑顔のまま右手でゆっくりと落ちたロケットを指さした。


    「てことで俺のロケットを拾ってくれよ。これからもう一回打ち上げるんだ」


    「……あ、ああっ！」


    　そうして寛樹はすかさずロケットを拾おうとすると、そのロケットの色が以前のようなピンク色ではなく透明なままになっていることに気づく。


    　寛樹はそのロケットを拾って、恒正が差し出した手にゆっくりと乗せると、


    「──今日のお祭りで、桐きり子こに告白する」


    　恒正は受け取ったロケットを見つめながらそう呟つぶやいた。


    「別にさ。駄だ目めでもいいんだ。でも言わなくちゃいけないって。男ってのは、覚かく悟ごが大事だろ」


    　恒正はそのまま水飲み場までロケットを持って歩き出す。そんな恒正の後ろに並ぶようにして寛樹もその後を追いかけた。


    「寛樹のことがどうとか、本当はそんなのどうでも良かったんだ。ただずっと勇気が出なくって、行動を起こせない自分がすごく大だい嫌きらいだった。仮にもし寛樹も桐子のことが好きだって言っても、多分そんなことはどうでも良かった」


    　ロケットに水を入れて、恒正がキャップを閉めながらこちらに顔をあげる。


    「だって、俺の方が絶対桐子のこと好きに決まってるんだし。たとえ桐子に好きな相手がいるとしたって、俺の方を振り向かせてやる。絶対にそうしてやるって──そう誓ちかったんだ」


    「いきなり抱きついてみるとか、積極性をアピールするのはどうよ？　意外とイケるかも」


    　そんな風に胸を張って言ってのける恒こう正せいに、寛ひろ樹きはジョークっぽくそう漏もらすと、


    「ぶん殴なぐられるな、きっと」


    　そう言って、いつものように笑ってくれたのだった。


    



    　そうしてしばらく、二人でいろんな昔話をした。


    　幼稚園の時のこと。小学校の時のこと。いつも三人で一いつ緒しよに駆け回っていた松まつ乃のの、様々な懐なつかしいエピソードをお互いに共有しあった。


    　笑えた話もあれば恥はずかしかった話もあって、ずっとこの松乃でともに育ってきた者同士にしかわからないその思い出話は、その気になればいつまでだって続けられそうな気がした。


    　そんな話をしながら互いに交代しあって空気を入れあい、ようやくペットボトルロケットの準備が完成する。


    「このロケットな。実は、一番高く飛ぶことだけを意識して作った完成版なんだ」


    　恒正が自信満々の笑みでそう言ってのける。


    「マジかよ。じゃあ、星まで届いちゃうかもな」


    　寛樹は以前聞いたノアの言葉を思い出してそんな冗じよう談だんを言ってみせるも、


    「なんだそれ。でもその台詞せりふなかなかロマンチックだな。頂くぞ」


    　と、突然恒正はおかしことを言って笑い出す。その言い方になんだか違和感が残ったが、そんな寛樹のことなど気にも留めずに恒正は発射台のジョイント部分を摘つまむと、


    「寛樹。俺は今夜玉ぎよく砕さい覚かく悟ごで桐きり子こに告白をする！」


    「おういいぞ。いいぞ」


    「思えばここまでの改良に至る、様々な苦労と迷いがこのロケットに込められ──」


    「いいから早く打ち上げろよ。前置きがいつも長いんだよ」


    「うるさいぞ寛樹。こういうのはもっと雰ふん囲い気き重視でいくもんなんだよ」


    　じろりと恒正に睨にらみつけられ、寛樹は肩をすくめる。


    「俺は桐子のことが好きだ」


    　恒正は濁にごすこともなく、堂々とそう言い放つ。


    「口やかましいとこも、胸がちっちゃいのも、いたずらっ子ぽく笑ってみせるところも、全部大好きだ。もう隠かくすことなんてないし、恥ずかしがることもない。寛樹を見て羨うらやましがることも、引け目を感じるようなことも何もないんだ」


    　何も言わずに、寛樹は恒正を見つめる。


    「俺は俺だ。俺だけが桐子を好きなんだ。他の誰だれでもない俺だけが桐子の良いところを知ってる。俺だけが桐子のことを見ている。誰にも負けないくらい俺はあいつのことを愛してる!!」


    　恒正の手にぐっと力がこもる。


    「星に届くほどに飛んでいきやがれ──この、くそったれええええええええっっっ!!」


    　恒こう正せいが誰だれかの前でくそったれなんて吐はいてみせたのは初めてだった。


    　ロケットがしぶきを上げて打ち上がる。スピードに乗ってどこまでも。まるで、本当に大気を突き抜けるんじゃないかと思うほど高く高く舞い上がる。


    　そんなロケットを見守りながら、恒正は天に高く両手の拳こぶしを突き上げた。


    「あああああああああっっ!!」


    　そして咆ほう哮こうする。そのような恒正の背中を見つめながら、寛ひろ樹きは咳せきばらいをして思う。


    　やっぱり恒正はオレなんかよりも、ずっとすごいヤツだった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　恒正と夕方に落ち合う約束をして、次に寛樹は桐きり子この家へと向かっていくことにした。


    　黄色がかった靄もやのようなものは、先ほどよりもずっと色濃くなっている気がする。


    「なんなんだ……これ」


    　マスクをずらして、匂においでもあるのだろうかと鼻をひくつかせてみる。しかしこれといった匂いも感じられず再びマスクを戻すと、やがて少しずつずきずきと頭痛までし始めてきた。


    　そんな状態のまま桐子の家までやってくると、ちょうど門のところで昨日乗せてもらった車の洗車をしている竹たけ雄おの姿が目に映る。


    「お。寛樹。はっは！　どうしたんだそのマスクは？　風か邪ぜなのか？」


    「桐子……いる？」


    　先ほどよりも喉のどの痛みが悪化していた。熱も上がってきている気がする。


    　竹雄は、あぁと声をあげると、


    「桐子なら今はいないぞ。お祭りに浴衣ゆかたを着ていくんだと、親しん戚せきの家まで浴衣を取りに行った。そうだ。そういえば──」


    　そう言って、洗車に使っていたホースを止めて車の中に上半身を突っ込ませた。いったい何をしているんだと思っていると、竹雄は桐子のデジカメを取り出して、


    「これを桐子から預かっててな。中のデータをプリントしておいてくれと頼まれてたんだが、あいにく俺もこれから市外まで出かけなきゃならなくなった。良かったら代わりに、お前の家の帰り道にある写真屋に持って行ってくれないか？」


    「い、いいよ……それくらいなら……」


    　俯うつむいて頭を押さえる寛樹の顔を覗のぞき込みながら、竹雄は怪け訝げんな表情で告げる。


    「おい、本当に大だい丈じよう夫ぶか？　すごく具合が悪そうだが。もし無理なら別に──」


    「い、いい……渡すだけでしょ？　大丈夫……だから」


    　仕方なく桐子に会うのは後回しにして、寛樹は次の目的地である伊い東とう商店に足を向ける。


    　そうして歩いて行く寛樹の行く方向が、写真屋でも寛樹の家でもないことに気づいた竹雄は、


    「おいおい！　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか!?　お前の家はそっちの方向じゃないだろ!?」


    　そう言われ、そこで寛ひろ樹きは、はたと思った。


    　そういえば、自分はなぜ風か邪ぜ気ぎ味みの身体からだなのにそんなところへ行こうとしていたのだろう。


    　確かにこれ以上は身体も辛つらいし、桐きり子こがいないのであれば一度家に帰って休めばいいのに。


    　寛樹はゆっくりと竹たけ雄おの方に振りかえる。


    「伊い東とう商店に……行こうとしてたんだけど」


    「そんな状態なのに、駄だ菓が子しを買いに行くつもりだったのか？」


    「いや……そうじゃなかった気がするんだけど」


    　なんだろう。なぜだかすごく大切なことだったような気がするのだが、考えようとすると頭がずきずきと痛み出してくる。考えるのをやめて、素直に家に戻った方がいいのかもしれない。頭痛がするということは症状が悪化してきた証しよう拠こだと思った。喉のどもかなりじんじんしている。


    「本当に大丈夫か。寛樹？」


    　しかしそれでも頭の中には、ずっと引っかかり続けている何かがあった。


    　自分は伊東商店にも用事があったのだ。絶対に行かなければならない大切な用事が。


    　寛樹は竹雄に手をあげると、


    「だ、大丈夫……。多分、行けば思い出すと思うから」


    　とそれだけを告げて、デジカメをぶら下げたまま桐子の家を離はなれていった。


    



    　＊　＊　＊　


    



    　伊東商店に着いても、頭痛はちっとも治まる気配がない。


    　寛樹は頭を両手で押さえ込みながら中へと入ると、そんな様子を見てびっくりしたおばあちゃんが座敷の奥からやってきた。


    「ど、どうしたんだい寛樹っ!?　そんな体調が悪そうに……」


    「おばあ……ちゃん。オレ……ここに、なにか大切な用事があった気がするんだけど……」


    「あんたにゃ何も頼たのんじゃいないよ。それよりも本当に大丈夫かい？　頭痛薬でも持ってこようか」


    　そう言って、おばあちゃんは再び座敷の奥へと消えていく。


    　寛樹は伊東商店をぐるりと見回して、自分が忘れていたことを懸けん命めいに思い出そうとする。そのヒントがどこかにあるはずだと、目を凝こらして辺りの商品や小物、家具にいたるまで全すべてを丹たん念ねんに目で追っていく。


    「……駄だ目めだ」


    　やはり何も思い出すことができない。


    　けど、ここに何かがあることは確実なのだ。


    　そう思って寛ひろ樹きは勝手に座敷へと上がり込むと、縁側の方に向かってゆっくりと歩いて行く。


    　そうして庭が見える場所まで辿たどり着くも、そこには家庭菜園とその横にある小さめのテントほどもある大きな岩以外、めぼしいものは何もなかった。唯ゆい一いつ不思議に思ったのは、以前ここに上がった時にはあったはずのひまわりの花が一本も残らずなくなってしまっていることだ。


    「あらあら！　寛樹、そんなとこまで行って！」


    　寛樹が勝手に座敷に上がったことは咎とがめずに、おばあちゃんはお盆に載せた頭痛薬と水を持ってこっちにやってくる。


    「……ばあちゃん、ひまわりは？」


    「え？」


    「ひまわりだよ。前に育ててたって言ってたじゃないか……」


    「そういえば──」


    　どうやらおばあちゃんは、ここにあったひまわりが無くなってしまったことにたった今気づいたらしい。寛樹はそのままフラつく足取りで、他の手がかりになりそうなものを探し回る。


    「こ、こら寛樹……あんた」


    　おばあちゃんの言葉も無視して奥のふすまを開けると、そこには一枚の布ふ団とんが敷しかれたままになっていた。


    「ばあちゃん……この布団は？」


    「えぇ？　……いや、おかしいね。わたしはこんなところでは寝てないし、誰だれかを泊めた覚えもないんだけれど……」


    　そこでさらに強い頭痛が襲おそってきて、とうとう寛樹は立っていられなくなった。


    　この部屋にあった何かが目の端はしに止まった途と端たん、急に痛みが襲ってきた。


    　──なんだ。今一いつ瞬しゆん、何が目に入って……。


    　鋭するどくなる痛みに耐たえながら、寛樹はじっとそれを眺ながめる。


    　部屋の隅すみに転がっていたそれに、ゆっくりと視界が定まっていく。


    「深海の……スノー……ドーム……？」


    　何かが思い出せそうで、でも何も思い出せない。喉のど元もとまで出かかっているはずなのに、それがどうしても出てこなくて、すごくもどかしい気持ちになる。


    　頭がさらにガンガンと痛み出して、寛樹はその場にうずくまる。


    「うう……っ！」


    　寛樹は頭を押さえながら、ゆっくりとその深海のスノードームを手に取ってみせる。これは何か忘れていたものと関係があったはずだ。そうに違いないのだ。


    　どれもこれも夏休みに触れたものばかりなのに。忘れるはずがないものばかりなのに。


    　そこではっとして、寛樹はずっと胸にぶら下げたままだったデジカメを手に取った。これは、桐きり子こが残していた夏休みの間の記録だ。電源を入れると、寛樹はすぐさま画像ファイルを夏休みの最初の日付のものから順番に写真を眺ながめていく。


    　そうしてようやく見つかった決定的な写真を見て、寛ひろ樹きはぽつりと呟つぶやいた。


    「これは……これは、隕いん石せきの……墜つい落らく地ちで撮った写真……」


    　そこに並んでいる顔は、恒こう正せい、桐きり子こ、なずな、竹たけ雄お。そして隣となりに並んだ最後の人物──


    「伊い東とう──ノア」


    



    　そう呟いた途と端たん、脳の奥底から何かが勢い良く引っ張り出される感覚があった。フラッシュバックのように夏休みに起きたことの全すべてが洪こう水ずいのように寛樹の脳内になだれ込んでくる。


    　そうして頭の痛みがすぅっと情報の蓄ちく積せきとともに遠ざかっていき、喉のどの痛みだけが残ると、


    「ノア……そうだ、ノアだ!!」


    　そう叫んで寛樹は立ち上がった。おばあちゃんは心底驚おどろいたように「ひゃっ」と声を上げて尻しり餅もちをつくも、そんなことにすら構う余裕なく寛樹はおばあちゃんの両肩を掴つかんだ。


    「ばあちゃんっ!?　ノアは!?　ノアはどこに行ったんだよ？　あの変な生き物もっ!?」


    「ひ……寛樹？　いったい何を？」


    「忘れてたんだ！　今の今まで！　校庭にいたときまでは覚えていたのに、いきなりどうしてだかわからないけれど、あの深海のスノードームを見るまで、オレはずっとノアのことを忘れてた！　ばあちゃんだってそうだろ!?　あれ見てみろよ、何か思い出さないか？　ノアのことをなんでもいいから思い出さないかって!?」


    「な、何もしらないよわたしはぁ！」


    　そう叫んだおばあちゃんから目を離はなして、寛樹は隅すみの深海のスノードームを拾い上げる。


    　まさか、あの時一いつ緒しよに買ったこれがこんなところで大だい活かつ躍やくするなんて。


    　そう思いながら、寛樹は今ノアがどのような状況に置かれているかを考えてみる。


    　おそらくどこかの何者かによって無理矢理連れてかれたというわけではないのだろう。もしそうであれば、この部屋ももう少し乱れているだろうし、ノアを匿かくまっていたおばあちゃんもこんな風に無事でいられるはずがない。


    　では他の可能性はなんだろうと思い、そこで寛樹はつい今の今まで自分の身に起こっていた頭痛のことを思い出した。


    　これがもし記き憶おくを戻すきっかけのような、その際に起こる反動のようなものだったとしたら。


    「ばあちゃん、ごめんな。いきなり取り乱して」


    　そう言って寛樹は伊東のばあちゃんに対する非礼を詫わびると、そのままデジカメと共に深海のスノードームを抱えて伊東商店の外へと飛び出した。


    　しかしそれにしても、自分はどのタイミングで記憶を失ってしまったのか。


    　寛樹は町の中を走り回りながらそんなことを考えた。確か家を出たときには、今日何をしに伊東商店に行こうとしていたのかもはっきりしていたはずだった。ということは記憶を失ったのはその後ということになる。


    　家を出てから伊い東とう商店に辿たどり着く前に寄ったところと言えば、恒こう正せいと出会った中学校と桐きり子この家。その間の時間辺りで、急激に記き憶おくが失われて体調が悪化した気がする。


    　その間にしたことと言えば、今も周囲に広がっている黄色がかったもやの匂においを嗅かごうとしてマスクを──


    「……あっ!!」


    　寛ひろ樹きは道のど真ん中で立ち止まった。そうだマスクだ。マスクを外した時に辺りの匂いを嗅いで、それから頭が痛くなったのだった


    　そこで寛樹は、ようやく家を出たときにも感じた外の景色の異様さを注意深く観察する。


    「黄色い……景色だ。家を出たときと同じ……」


    　桐子の家に向かった時よりもその色は薄うすくなってきてはいるけれども、これがもしかすると記憶を失ってしまった原因なのかもしれない。マスクで防げる程度ということは、そこまで細かな粒子というわけでもないらしい。おそらく春に飛ぶスギ花粉のような──


    「花粉……？」


    　ひまわりのことを思い出して、寛樹ははっとした。


    「まさかコレは……あの生き物が……？」


    　伊東商店を振りかえる。そういえばさっきおばあちゃんの家庭菜園の横には、あの生き物とそっくりの岩があった。もしかしてあれが、あの謎なぞの生き物なのか？


    　かといってすぐに確かめにはいけなかった。どんな原理でこの花粉のようなものが人の記憶をなくさせるのかはわからなかったが、いつまでもこれを吸い続けているのはヤバイ気がした。


    　そう思った寛樹は、すぐにでもこの花粉のようなものが届かなくなるような場所まで移動することにした。既すでにもう少量は吸ってしまっているかもしれないが、それだけならばすぐに記憶が無くなることもおそらくないのだろう。


    　確信はないけれども、自分はまだノアのことを覚えている。だからまだ大だい丈じよう夫ぶなはずだ。


    「ノア……っ！」


    　寛樹は名な残ごり惜おしそうにそう漏もらすと、松まつ乃のの外へ向かって駆け出していった。


    



    　野の乃の木ぎ海岸までやってくると、外の空気の色はほとんど普ふ段だんと変わらないように見えた。


    　寛樹はマスクを取って息苦しさから脱すると、すぅっと大きな深呼吸をしてみせる。


    「……よし。多分大丈夫だ」


    　そうは言ってみるものの実際にはほとんどわかるはずもなく、完全に自分にそう言い聞かせているようなものだった。


    　寛樹は念のために深海のスノードームを手元に置くと、何度もノアの名前を心の中で呟つぶやき、それからようやくそこで事の成り行きを冷静に考え始めることにした。


    　まず、これは何が起こったのかということ。


    　先ほど考えたように、もしノアが記き憶おくを取り戻したのだとすると、どうしてここまでする必要があったのか。自みずからの存在を誰だれにも知られることなく、ひっそりといなくなろうとでも思ったのだろうか。


    　でもどうして──


    　そこで、寛ひろ樹きは小説のことを思い出した。そういえば春はる信のぶさんは智ち夜やという少女のことを覚えており、父や桐きり子この母親の知とも子こさんはそのことを覚えていなかった。


    　これまでごちゃごちゃのままに聞いてきた情報をどうにかつなぎ合わせてみると、寛樹の頭の中に一つの結論が浮かんでくる。


    



    　──智夜という少女は昔、確かに以前にこの松まつ乃のにやってきたことがあった。しかし、なぜかそのことを春信さん以外、誰も覚えていなかった。


    



    　これは、今の寛樹の状況とかなり酷こく似じしている。実際のところ寛樹はまだおばあちゃんだけにしか、確実に忘れたという事実の裏付けをとってはいないのだけれども、おそらくそう結論づけても早計とまでは至らないだろう。思えば今朝のなずなの様子もその後の恒こう正せいの様子も、振りかえって考えてみると会話がいまいち噛かみ合ってなかった気がする。


    　つまりこれらのことから考えると、何十年か前にやってきたという智夜と名乗る少女とノアは、限りなくその存在として近しい人間関係にある可能性が高い。そう寛樹は思った。


    　──だが、それがわかったからといってどうなるんだ？


    　ノアはいない。皆は記憶を忘れ始めている。もしまたあの空気の中に戻ってしまえば、他の人と同じようにノアの記憶を全て忘れてしまう可能性があったと思った。


    　今の寛樹にとって確実にわかるものなどなにもなかった。ノアが何者なのかもわからないし、どうしてこんなことをしたのかさえも完全に理解の範はん疇ちゆうの外であった。


    　──皆に知られてはいけない存在なのか？


    　だとしてもなぜ知られてはいけないのだろうか。


    　そうしていつまでも結論が出ないままどんどんと苛立ちは募っていき、気づけば寛樹は目の前に落ちていた看板を無意識に全力で蹴り上げていた。


    「ふざけんなよ……ちくしょう……っ！」


    　別に恩に着せようと思っていたわけじゃない。少しでも安心してゆっくりと記憶が戻ってくれればそれで良い──寛樹はこれまでそのつもりで彼女と接していたはずだった。


    　だが本心はそうじゃなかった。


    　今蹴り上げた看板を見て、ようやく寛樹は自分自身のことをはっきりと理解する。


    　──恩に着せようと思っていたわけじゃない？


    　──ゆっくりと記き憶おくが戻ってくれればそれで良い？


    　そうも軽々と綺き麗れい事を心の中で思いついて並べ立てられる自身のいやらしさに、寛ひろ樹きはふざけるなと言いたい気分だった。そんなのは全て欺ぎ瞞まんだった。


    　本心では、ただノアという少女に気に入られようという下心だけで彼女と接していた。


    　でなければこんなにも苛いら立だつことなんてない。ノアの記憶が戻って彼女が静かにこの場を去っていったのなら、そのことを喜ぶ以外に寛樹はもう何も思うところはないはずだった。


    　なのに、こんなにも苛ついている。


    　それがまさしく自みずからの本性だったのだと、そう気づかされてしまう。


    「ちくしょうっ！」


    　いてもたってもいられず、再びその場で叫んだ。


    　結局どこまでも愚おろかで、自分勝手でいい加減でスケベなどこにでもいる中学二年生の田舎いなか者もの。


    　それが自分なのだと、寛樹はそうした自分の嫌いやなところを初めてまざまざと見せつけられた気分だった。自己嫌悪でくしゃりと前髪を掴つかむと、その場に顔を埋うずめて座り込む。


    「どこにいるんだよ……ノア……」


    　こんな汚れた心の自分だけれども、それでも寛樹はノアのことを諦あきらめきれなかった。


    　そうしてじりじりと焼き照らす太陽の光に負けて、彼は砂浜からゆっくりと立ち上がる。


    　いつまでもここにいたら干ひからびてしまう。そう思ってバスセンターへ向かうことにした。


    　その時何やらお尻しりの方に異い物ぶつ感かんがあって、寛樹は尻ポケットの辺りをまさぐってみると、昨日父親の尚なお人とから話を聞いた後から入れっぱなしになっていた小説が入っていた。


    　結局これにまつわる話を聞いたところで、何も成果は上げられなかったなと思いながら、寛樹は眠たそうな目でぱらぱらとページをめくってみせる。


    　すると、なぜだか昨日とは全く違う天てん啓けいのような考えが、突然寛樹の頭に降って沸いた。


    　それはまさしく偶ぐう然ぜんとしか言い様のない思いつきであった。小説の中に出てくる弘ひろ文ふみとい名前をぼーっと考えていたら、ふと弘文の最初の字である「ひ」という文字と、春はる信のぶの最初の字の「は」という字が同じハ行だなと思っただけだ。でもここに大きなヒントがあった。


    「まさか……っ！」


    　寛樹は野の乃の木ぎ海かい岸がんの砂浜まで向かうと、適当に見つけた小枝を使って「あいうえお」の順列を一から全て書き上げてみせる。そうして弘文の「ひ」の一つ前の文字である、「は」に丸をつける。次に弘文の「ろ」を二つ前の文字である「る」に丸を。そのように以下も「ふ」を三つ前「の」、「み」の四つ前である「ふ」の字に丸をつけて、


    「『はるのふ』……階段上に１つずつ字を戻していき、濁点を入れると──春信になる！」


    　そうして、次に「当知」という文字を解読しようと試みた──が、ここでまたしても寛樹は詰まってしまう。「まさかず」の「ま」の一つ前の字は「ほ」であり、「さ」の二つ前の字は「け」だ。先ほどのような直し方では「ほけうけ」という謎なぞ単語になってしまう。


    　そこで重大な勘違いに気付いた寛ひろ樹きは、まさかずという言葉を一度頭から打ち払った。


    「そうだっ。親おや父じが言ってたじゃないか！　当とう知ちは『まさかず』じゃなく、本来は『とうち』と読むんだって──」


    　そうしてもう一度、階段上で人名にならないか考え直してみる。


    「これは最初の『と』が一文字下がって『な』、『う』が二文字下げの『お』。そして『ち』が三つ下がって『と』！　なおと……尚なお人と！　親父の名前だ！」


    　とすると、最後は環たま香かである。これだけはどこを階段上にしても変な単語になってしまい、全然別のルールでつけられていると思われた。


    「もしかして……男の人名と女の人名で違うのかな……って、あっ！」


    　そのまま環香の『た』を小枝でつつきながら、ダイナミックに『と』まで先を滑らせて丸をつける。同じように『ま』を『も』、『か』を『こ』まで滑らせると、桐きり子この母親である「知とも子こ」という名前になった。しかしそうして出てきた結果を、一体どう受け止めればいいのか。


    　そう思いながらふとであとがきを思い出す。


    「奈な央お……子どもの名前。智ち夜やが子どもにつけようとしていた名前だ。これをまさか女の人名のルールでスライドさせれば──」


    　──ノア。


    「……ノアはやっぱり智夜と関係があった……ノアはきっと──智夜の子どもなんだ」


    



    　＊　＊　＊　


    



    　そうして全ての謎がわかった後で、寛樹はバスセンターへと移動してベンチで休んでいた。


    　そろそろ花火大会が始まる時間だった。


    「よっと……」


    　もう町に戻っても大丈夫だろうか。時間が経っていくらか冷静になった頭でそう思いながら、寛樹はバスセンターを出ると、まっすぐ松まつ乃のへと向かう道を眺めてぽつりと呟く。


    「出来ればノアと、最後の花火を一緒に見たかったな……」


    　それは寛樹にとって外ならぬ自分自身の欲のためであった。決してノアの為を思ったわけじゃないことも今でははっきりと自覚している。もちろんノアにも喜んで欲しいとは思っているけれども、その思いの本質はただノアが喜んでくれることで自分のことを好きになってくれないかなという、そんなささやかで浅ましい考えからであった。


    　思えば万事がそうだったなと寛樹は自じ嘲ちよう気ぎ味みに笑った。そのような浅ましい考えをずっと建前で覆おおい隠し、これまで好きな女の子に見せられそうな「寛樹」だけを演じ続けてきた。


    　しかしそうまでしてノアに気に入られたかったんだと気づくと、途と端たんに可お笑かしくなる。もしもこんな醜みにくい心を覗のぞかれでもしたら嫌われてしまうかもしれないと、少しだけ不安になる。


    　だがそれでも止められなかった。それでも寛ひろ樹きはノアが大好きであった。


    　そこだけ愚おろかになっても一生懸命に恋をした自分を、今は少しだけ許してあげてもいいかもしれない──そんな風に少しだけ思い直しながら、寛樹は松まつ乃のへと目指す道を歩いて行く。


    



    　そうして松乃に着いたのは一八時を少しだけ回った頃ころだった。夕暮れの町の景色だと、あの黄色い空気がまだ残っているのかどうかすらわからない。


    　寛樹はおそるおそるマスクを外してみる。何度もノアの名前を心の中で叫んでみるが、ノアとの記き憶おくがなくなっていくような感じはしない。


    　いつしか風か邪ぜの調子も多少は良くなっているようだった。


    「──寛樹」


    　その声に振りかえると、ちょうど神社の鳥居がある場所から少し離はなれたトンネルの前で、浴衣ゆかた姿の桐きり子こが立っていた。


    　気まずい空気が流れ出す。あの水族館のカップルシートで急に逃げ出したことは、桐子をどれだけ傷つけたのだろうか。


    「あ。あの、さっ」


    　そんな桐子の声に、寛樹は顔を上げる。


    「ど、どうかな？　あたしの浴衣」


    　そう言って両手の袖そでを持ち上げながら、桐子は寛樹の前でくるりと回ってみせる。


    「今日のために、親しん戚せきの家までいってもらってきたんだ。お下がりだけど、そこそこ良い生地のものがあるって聞いて……」


    　何も言うことができずにそのまま寛樹は立ち尽くしていた。


    　どんな言葉をかければいいのかわからない。デジカメをぶら下げ、深海のスノードームを見つめながら考えていると、


    「──ゴメン」


    　ぽつりと桐子がそう呟つぶやいて、再び寛樹は顔をあげる。


    「昨日は……ゴメン。なんていうか……さ。ちょっと、本当にあの時はああいう予行練習をしてみたかったんだ」


    　嘘うそだ。


    「将来すっごくカッコいい彼氏が出来た時に、震ふるえてたりしたら恥はずかしいじゃない？　だからああやって実際に試してみたくて。寛樹だって彼女が出来た時にキョドったらイヤでしょ？」


    　嘘だ。


    「まぁでも、ちょっと押しつけがましかったかもね。あはは……。まぁあたしのことは全然気にしなくていいから──」


    「──可か愛わいいよ」


    　それ以上嘘うそで押し通されそうになる前に、寛ひろ樹きは自みずからの本音を桐きり子この嘘に覆おおい被かぶせた。


    　そうすることで、これ以上うやむやにしてしまうのを避さけたかった。恒こう正せいの覚かく悟ごを聞いた後で、桐子の気持ちに気づいた後で、そんな卑ひ怯きような真ま似ねなどできるはずない。そう思った。


    　寛樹はこうして桐子と向かい合ってみるまで、ずっと最初にかける言葉を悩んでいた。


    　水族館での罪悪感がいつまでも尾を引いていたからだった。何を言っても桐子を傷つけてしまいそうで、だからこそなるべく傷つかない言葉を、出来る限り慎しん重ちように選びたかった。


    　けれど実際に出てきたのは、そんな罪悪感から出るはずのものとは全く異質の言葉だった。


    　なぜなら本当に可愛いと思ったから。それはお世せ辞じでもなんでもなく、今日の桐子はいつものがさつな印象とはまるで違うように寛樹の目には映った。


    　そんな桐子を見て、逆に自分がこれからしなければならないことに気づく。


    　──桐子はあの時のことをなかったことにしようとしている。


    　これまでのような関係をまだ続けようと思っているのだ。そういう誤ご魔ま化かしが、態度と言動で丸わかりだったからこそ、寛樹は迷いを断ち切った。断ち切ろうと思ったのだった。


    　──だからこそ、はっきりと言わないといけない。


    　可愛いと思ったのは真実だ。だから、もうこれから話すことに欺ぎ瞞まんや嘘を絶対並べ立てないように誓ちかう。たとえ桐子が忘れているかもしれない、ノアの名前をここで出したとしても。


    　可愛いと言ったその言葉は、そうした相手をはっきり傷つけてしまうという覚悟を決めた寛樹にとっての、最も大事な始まりへの一言だった。


    「──うれしい……っ」


    　そんな寛樹の言葉を聞いた桐子は、顔の前で両手の指を合わせながら気き恥はずかしそうに俯うつむく。


    「多分寛樹がそうやって言ってくれたの……はじめてだね」


    　いつもの元気な声とは違い、しみじみとその想おもいを噛かみしめるようにして桐子は静かに寛樹へと微笑ほほえんでみせる。神社の方からは祭り囃ばや子しが流れ出し始めていた。


    「いつも……茶ちや化かして……そんな風に言ったことなかった……えへへ。本当にうれしいな」


    　そうした一つ一つの仕草全すべてが。


    　言葉の一つ一つが、寛樹の胸を激しくしめつける。


    　でも──


    「桐子」


    　寛樹はぎゅっと自らの胸を掴つかみながら、ゆっくりと伏せていた顔を持ち上げた。


    「オレ……ノアのことが、好きなんだ」


    　わかるわけないと思いながら、それでも寛樹は正直にそう告白する。


    　今や松まつ乃のの皆はあの黄色い花粉のようなもので記き憶おくを奪うばわれて、そして何もかもノアのことなんてキレイさっぱりとなかったことになっている。


    　それは桐きり子こだって例外じゃないはずだ。


    「……わっかんないなぁ」


    　桐子が呟つぶやく。そうに決まっていた。


    　いきなり知らない女の子の名前を出したところでわかるはずもなかった。


    　だがそうわかっていても、寛ひろ樹きは今自分が告げたことを撤てつ回かいするつもりはない。


    　絶対的に桐子の気持ちを傷つけてしまったとしても、それだけは言わなければならなかった。


    「本当に、わかんないんだけど……ねぇ、寛樹？　どうして？」


    「ごめん。だから──」


    　だから、桐子の気持ちには応こたえられそうもない。


    　そこまで言って、そのままゆっくりと頭を下げ始めたその時だった。


    「……だって──だって!!　ノアちゃんってさっ、寛樹のこと全然よく知らないのに……」


    　寛樹はそんな桐子の言葉にばっと顔を上げる。


    「……ううん違う。そうじゃなくて……そういうことが言いたいんじゃないのに……っ！　ええと……あたしは……。寛樹、あたしはね」


    「……桐子。お前……なんで？」


    「そう。そうだっ！　ノアちゃんは可か愛わいいからっ。あたしと違って、綺き麗れいだし……でも、でもだけどさっ!!　……ううん。これも違うな……」


    　自分の言った言葉に混乱している様子で狼狽うろたえる桐子を見ながら、ようやく寛樹はあっと声を上げて、つい先ほど桐子自身が告げた言葉を思い出した。


    



    　──今日のために、親しん戚せきの家までいってもらってきたんだ。


    



    「桐子……お前、ノアのことをまだ覚えてた……のか……？」


    　そんな寛樹の言葉も聞こえてないように、桐子は首を何度も振ってみせる。


    「違うんだ……違う。あたし、こういうこと言いたかったんじゃないの……ただ、ただ今日は、寛樹と一いつ緒しよにさ……笑いながら、出店とか見てさ……それで……ノアちゃんのことも、寛樹のことも……ちゃんとわかろうとしたし……ダメだ。これも違う。どうしたかったんだろ……？」


    　声に涙が混じっているのがはっきりとわかった。


    「あた……し……どうしたかったんだろぉ……ね？」


    　そこまで言うと後はただの嗚お咽えつになって、それが感情の引き金となったのか、桐子はぼろぼろとこぼす涙を拭ぬぐいながら寛樹の顔を見つめていた。


    「ダメ、だ……っ。あたし……っ。こ、んなのっ！　こ、こんなはずじゃ……っ!!」


    「桐子」


    「あ、あたしさ……っ。ホンットかわ、かわいくなくて……っ。なんてっ、いうか……ずっと、こんな自分がイヤだっ、って……ひろき、にっ……き……嫌きらわれちゃう、って……っ」


    　しゃくり上げながら、桐きり子こはそれでも懸けん命めいに自分の気持ちを寛ひろ樹きへ伝えようとする。


    「ま、まい……に、ちっ。ずっと……そ、そんなふ、風で……なずなちゃんにも……そ、相談、とか、したりして……っさ。もう、ほんとに……っ。がん、がんば、ってさ……っ！」


    　何も言えない。


    「で、でもば、ばか……っみたいだ……っ。こ、こんな、に、泣いてっ、ばか、みたい……っ。で、でも……っ、す、すきだから……っっ！　ず、ずっと……、すきで……すきでっ！」


    「……ごめん」


    　ようやく出てきた言葉がそれかと思うと、本当に自分を絞め殺したくなる。


    「今まで……本当にごめん」


    　その時、一発目の花火が打ち上がる。


    　寛樹は反射的に頭上の夜空を見上げた。色とりどりの光がぱっと闇やみ夜よに咲いて、それがノアと登った山頂を一瞬だけ照らしてすぐに儚はかなげに散っていく。本当に一瞬の光だ。


    　だがそのわずかな一瞬の光で照らされた部分に、ちらと少女の姿が見えた気がして──


    「ノア……っ！」


    　そうして駆け出そうとする寛樹の手を、桐子が掴つかむ。


    「いか、ないで……っ!!」
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    　寛ひろ樹きは焦あせりながら、頂上と桐きり子こを交互に見る。


    　二発目の花火が打ち上がった。すぐさま頂上を睨にらみつけるも、もうノアらしき姿は見えない。


    　今すぐ、この足の行き先を決めなければならない気がした。ここでゆっくりと考えていたら、もう二度と彼女には会えないような──そんな予感が脳裏をよぎる。


    「ひろきぃっっ!!」


    　懇こん願がんするように叫ぶ桐子の顔が見れない。感じたことのない胸の痛みが襲おそっていた。


    　けれどもどうにか掴つかまれた腕を振り切ってみせると、後はもう迷うことなく全力で走り出す。


    「ばかああああああああああっっ!!」


    　背中から聞こえる桐子の絶叫に顔を歪ゆがめながらも、寛樹は無我夢中で鳥居に向かっていく。


    　間に合うかどうかなんてわかるわけない。それどころか、本当にいるのかすらもわからない。


    　だけど、とにかく全速力で花火が終わる前に山の頂上へと向かおうと思った。


    　──ノアは、このまま黙だまって松まつ乃のから去って行くつもりだ。


    　そんな寛樹の予感は、今や確信となっていた。


    　──これ以上松乃にいる必要がなくなったからこそ、あの花粉をばらまき始めたんだ。


    　あの生き物はノアが連れてきたものだ。ノアが何の目的でこの松乃にやってきたかはわからないけれども、もしノアが記き憶おくをなくす前にそのような花粉をばらまくことを命令していたのだとすれば納なつ得とくがいく。


    　──おそらくノアは誰だれにも気づかれずにこの町へ来て、すぐに去っていくつもりだった。


    　これがおそらく一番しっくりくる答えだった。


    　でも、なぜかノアは途中で記憶をなくしてしまった。自分自身に関する記憶の全すべてを。


    　もしかすると、ノアが記憶をなくした理由は彼女もあの花粉を以前に吸ってしまったからなんじゃないだろうか。


    　自分に関する記憶をなくす花粉を、よりにもよって自分自身が間違えて吸ってしまったことによって彼女自身も記憶喪そう失しつになっていた──


    　あり得る話かもしれない。本当にそうだとは断言出来ないけれども、そんな気がした。


    　そうして鳥居をくぐると寛樹は石段を二段、三段飛ばしで駆け上がった。


    　花火はそんな寛樹の必死さなど知る由よしもなく、どんどんと夜空に光の花を咲かせていく。


    　本殿が見えると、躊ちゆう躇ちよなく裏に回ってけもの道の入り口へと向かっていく。そうしてその場に立ってみると、けもの道は昼間と比べてずっと薄うす暗ぐらくなっていた。


    　思わず身がすくむ。鳥居から並び続けている屋台の明かりで夜でもすっかり目が光に慣れてしまい、そのせいかほとんど何も見えないと言ってもいい状況だ。


    「こんなところを春はる信のぶさんが……!?」


    　にわかには信じられなかった。ラストシーンでは、このような暗い道を弘ひろ文ふみが急いで向かって行くシーンがある。だが実際には明るく賑にぎやかな表側の本殿とは桁けた違ちがいに、吸い込まれそうな闇やみがそこに広がっているだけだ。懐かい中ちゆう電灯か何かを持ってこなければ、寛ひろ樹きは自分がどこを歩いているかもわからないだろう。


    　そう思うと同時に花火が打ち上がって、それによって一いつ瞬しゆんだけけもの道が照らし出される瞬間があることに寛樹は気づいた。


    　これ以上、臆おくしている暇ひまはない。


    　寛樹はその後に打ち上がった花火で照らされた道を、目に焼き付けるようにして飛び込んでいく。前にある程度道をならしたことがあったが、今思えばもう少し時間をかけてはっきりとした道のように作っておくべきだったと後こう悔かいする。


    　花火が打ち上がるごとに、それまで走りぬけたこともなかったけもの道を走っていく。


    　そうして何度か途中でつまずき、最後の土の壁が寛樹の前へと立ちはだかった時だった。一度だけ深呼吸をしてから、まだ自分が記き憶おくを失っていないことを再確認する。


    



    　……大だい丈じよう夫ぶ。ちゃんと覚えていた。


    　すぐに寛樹は以前に持ってきたロープを捜した。どこだろうと辺りを闇雲に捜すも、なぜかロープはどこにも見当たらない。焦あせりが徐々に募つのってくる。あと何回打ち上がったら、花火は終わってしまうのだろうか。もしかするともう打ち上がらないのではないだろうか。


    　寛樹はなりふり構わず手の届きそうな一番高い部分から突き出ている石に手をかけた。


    　──いし。とちゅう、き、のぼった。


    　ノアのそんな言葉を思い出しながら、花火が打ち上がると同時に辺りを見回す。


    　すると今掴つかんでいる石のすぐ下には、かなり足場の安定しそうな平らな石が突き出していた。もしかすると前にノアはここを足場にして木の枝に飛び移ったのかもしれない。


    　寛樹は岩を両手で掴んで、精いっぱい身体からだを上へと持ち上げる。ちょっとした懸けん垂すい状態だった。


    「んぎぎぎぎっ！」


    　どうにかして足を持ち上げると、そのまま木の方へと飛び移って枝へと移動する。


    　あとは、この枝の上から壁の上へと飛び移るだけだ。


    　真っ暗な闇の中で、ごくりと生なま唾つばを飲み込む。次の花火の明かりで自分の飛び移る先をはっきりと把は握あくしなければ着地を失敗しそうだ。


    　しかしいくら待っても花火はやってこなかった。


    　これまでに打ち上がったものが何発だったかなんて数えちゃいなかった。だから当然のごとく先ほどのが最後かどうかもわからない。そもそも何発打ち上がるのかさえ知らなかった。


    「本当に……これで、終わりなの……か」


    　それまで気を張っていた全身の力がどんどんと抜け落ちていきそうになる。


    　所しよ詮せん、自分はあの小説の弘ひろ文ふみのように──春はる信のぶさんのようにはいかないのだろうか。


    　自分は、そのような主人公の器でもなんでもないのだろうか。大事な時に判断を迷うし、暗くら闇やみの中では思いっきり進むのを躊ちゆう躇ちよしてしまう。


    　現実の男子中学生の限界はここまでなのか。


    　そんな脳内の全すべての迷いを振り切るように、


    「終わらせる……もんか」


    　ゆっくりと立ち上がる。飛び移る先も、今自分が立っている足下もまだ何も見えない。


    　しかしそれでも、


    「……オレはノアが好きなんだ」


    　だから、どこにも行って欲しくない。


    「うおおおおおおおおおおおっっっ!!」


    　気持ちを奮ふるい立たせるように大声でそう叫んだ。そうすることで無理矢理にでも恐怖を消し飛ばそうとした。大だい丈じよう夫ぶだ。届く。出来る。飛び越える。絶対にいける。


    「ああああああああああっっ!!」


    　そう叫びながら一気にジャンプした。


    　落ちたら死ぬ──いや、死にはしなくても一〇〇パーセント大怪け我がをする。


    　文字通り決死の覚かく悟ごであった。着地するまでの距きよ離りがどのくらいあるかなんてわからなくても、全力で飛べば絶対に届く距離だと思った。行ける。自分は飛べる。


    　その気合いが右足に伝わったのか、とんと地面につく感触。


    「よっ───」


    　よっしゃと声を上げようとしたその瞬しゆん間かん、寛ひろ樹きの左足がずるっと頂上から滑すべり落ちる。


    　右足は確実に地面に着いて何も問題はなかった。だが半歩ほどしかついていなかった左足が、頂上の崖がけの土を崩くずしてそのまま大きく空から滑すべりしてしまった。


    　そのせいでバランスを崩した寛樹は、そのまま着地していたはずの右足まで崖に向かって持って行かれそうになる。


    　このまま落下してしまうのだろうかと、そうでたらめに右手を伸ばしたところで──


    「──ひろきっ！」


    　突然暗くら闇やみの中から現れた両手が、寛樹の伸ばした手をがっしりと掴つかんだ。


    　寛樹はその掴まれた両手を頼たよりに、滑り落ちた左足をどうにかして頂上へと引き戻す。そうしてやっとの思いでどちらの足も頂上の土を踏ふむと、


    「ひろき……どうして……」


    　すぐにぱっと目の前に小さな光が照らされる。しかしそれがノアの持つペンライトだと脳が認識するには、少々時間がかった。


    「ひろき……どうして……、きおくが……」


    　そうして自みずからに向かって不思議そうに問いかけてくるノアの姿を見て我に返った寛樹は、ペンライトを持ったままのノアを無理矢理自分の身体からだに抱だき寄せた。


    「……っ!!」


    　何をされているかわからない様子のノアの耳元で、寛ひろ樹きは静かに口を開く。


    「……良かった」


    　声が擦かすれてしまっていた。自然とノアを抱いている手にも力がこもっていく。


    「また会えて……本当に良かった」


    「ひろ……き……」


    　そうしてノアを抱きしめた寛樹を祝福するかのように、どん、と大きな花火が打ち上がる。


    　まだ花火は終わってはいなかったのだ。


    　汗ばんだ身体に伝わるノアの体温に心音に触ふれて、寛樹は安あん堵どしながら涙を浮かべた。


    



    「ノア、もしかして記き憶おくが」


    　そのまま寛樹はゆっくりと身体を引くと、ノアは無言で頷うなずいた。


    「ノアは……智ち夜やって名前を知ってる？」


    「どうして、そのこと」


    　驚おどろいた顔で見つめる彼女にポケットから小説を取り出す。


    「この本は春はる信のぶさんが書いた本なんだ。前に一いつ緒しよに読んだ『ノアの方舟』のような物語で、この物語の中に春信さんがこっそりとノアという名前を暗号のように入れこんでいたんだ」


    「はるのぶが……」


    　寛樹が見せた本を手にとって、ノアはペンライトでそれを照らし出しながら、


    「……ちやは、わたしのおかあさんのこと」


    　そうしてノアはゆっくりと自みずからの知っていることを話し始めた。


    「ちや、りっぱなしごと、していた。ちきゅうの、わたしたちのための、しごと。それで、まつのに、きた。そこで──はるのぶ、あった。はるのぶ、わすれられなかった」


    　そこまで聞いて寛樹は、今ノアの言っている話の部分が、実際に小説の中に描かれている時の話だと直感した。


    「だから、ちや、いけないことした。また、はるのぶ、あいにいった」


    「また……？」


    　ノアは頷く。


    「じゅう、ご、ねん……？　くらい、まえ。ちや、また、はるのぶ、あいにいった。それ、だめなこと。きんじられてる、こと。だから、ちや、おこられた。すごく。すごく」


    「ってことは……」


    　この小説で書かれた出来事の後にも、春信は智夜にまた会っていた──ということか？


    「ちや、もう、これなくなった。でも、はるのぶ、わすれられない。ずっと、わたしに、いっていた。はるのぶ、だいじなひと。わたしにとっても──」


    　そう言ってノアは小さな缶を差し出した。寛ひろ樹きはノアのペンライトを借りると、中に入っていた三枚の手紙を手に取ってみる。一つは、智ち夜やからのものだった。そこに書かれている文章を読んで、寛樹はようやくこの缶が小説に記されていた「ひまわりの種」だったことを知った。


    　そうして続けて読んだ二つ目は、先ほどの智夜とおそらく同年代に書かれたものらしかった。


    



    　──智夜へ。


    　タイムカプセルは我ながら名案だろ？　君が大好きだと言っていた花の種ってことで、いつかこれを読み返すことをイメージして名づけてみたんだ。土に埋めるところも似てるしね。


    　そんなわけで何年後かの智夜。どうもはじめまして。いや、久しぶりとも言うべきかな。


    　これを読んでいる頃ころ、僕や智夜、そして尚なお人とや知とも子こはどんな大人になっているのでしょう。智夜は変わらず都会の町に住んでるのだろうか。僕は……どうだろうね。きっとそんなに今と変わらずに、仕事をしながら大好きな小説をいつまでも読みふけっているかもしれません。


    　そういえば、あれだけ何度も何度もノアという名前になりたかったとごねていたけど、僕はやっぱり智夜という名前の方がずっと素敵だと思います。


    　とても可愛かわいいと思うし、絶対に君にしか似合わない名前だ。


    　もしそれでも名付けたいのならば、子どもの名前とかどうでしょう──なんて。


    　またいつか、ここで二人で会おうね。絶対に約束だ。


    　君と過ごした夏休みは本当に楽しかった。僕の一生に残る大切な思い出になった。


    　そんな夏休みを二人で振りかえりながら、いろんなことを話してみたいです。


    　その時、僕らの関係が少しは変わっているといいな。


    　そうして二人でこの手紙を読んでいるはずだと、今はそう信じてます。


    
      春はる信のぶ──

    


    



    「これは……」


    　これはおそらくあの小説の中で、弘ひろ文ふみが初めて智夜をこの頂上の景色に連れてきた時に埋めたものだと寛樹は思った。


    　そしてここに書かれている手紙のノアという文字を読んでゆっくり振り返ると、彼女はそんな寛樹の顔を見て、小さく頷うなずいた。


    「はるのぶは──わたしのおとうさん」


    　そう告げるノアの声は少しだけ震ふるえていた。


    「でも、はるのぶはいない……。なくなってた。わたし、あいにきた。ちやが──おかあさんが、すきなひと。だいすきなひと。なのに、いなかった」


    　何も言えなかった。やっと記き憶おくが戻ったのに、自分が一番逢いたかった人が亡くなっていたら。その辛つらさは経験しなくてもわかることであった。


    　寛ひろ樹きは再び手紙に目を落とす。二人の手紙の内容を見比べながら、最後に比較的経年劣化のない三枚目の手紙に手をつける。一体これはなんなのだろうと思って開いてみると、


    



    　──智ち夜やへ。


    　ここに残されていた手紙をいつか手に取ってくれることを願って、僕はここにひまわりの種を埋め直すことにした。


    　実は、僕にはもうあまり時間がない。


    　君と会うことはもう叶かなわないかも知れないけれど、それでもどうしてもキミに伝えたいことがあったからここに記そうと思う。


    　あの日、東京で再び出会ったときにキミはすごく責任を感じていたね。来てはいけないのに、それでも僕に会いに来てくれた。


    　でも、そのおかげで僕は今もこうしてキミのことを覚えている。


    　キミに会えて、本当にうれしかったと思っている。


    　忘れていたときも、心の中でずっと強く想おもい続ける何かが常に引っかかっていた。


    　キミと共に過ごした時間は、ここにある二枚の手紙のようには色褪あせちゃいなかった。


    　あの夏、最後に見た打ち上げ花火は──ずっと僕の胸の中で輝き続けていたんだ。


    　大好きだ。智夜。


    　こんなつまらない僕に、そのような素敵な気持ちをくれてありがとう。


    
      春はる信のぶ──

    


    「春信さん……っ」


    　寛樹の頬ほおに一筋の涙が流れる。そのまま蹲うずくまると、嗚お咽えつがあふれ出してきて止まらなかった。


    　ようやく、春信さんがどのような思いであの小説を書き上げたのかわかったような気がした。これまでずっと追い続けていた春信さんの心情が今は痛いほどよくわかった。だから──


    　その時、花火がどんと空を華か麗れいに打ち上がった。


    　まるでひまわりのような黄色い光を見て、寛樹はあの花粉のことを連想してしまった。


    　嫌いやな予感がした。


    　その予感を確かめるように振りかえった。その瞬間、


    「痛っ！」


    　暗くら闇やみの中で何か針のようなものが、ふとももを刺したような気がして寛樹はその場を後ずさる。だが、そうして立ち上がった瞬間、がくりと膝ひざの力が抜けてその場に崩れ落ちた。


    「……なっ。なんだこれ……」


    　足にまったく力が入らなかった。すぐに寛樹はペンライトでノアの姿を捜す。


    　ノアは、町の景色と花火がよく見えそうな場所で立っていた。


    「……ごめんなさい」


    　背を向けたまま、ノアはそんな風に寛ひろ樹きへと告げる。


    「……待って、待ってくれよ」


    　寛樹はノアを引き留めるためにと立ち上がろうとする。だが、なぜか膝ひざがどうしても言うことを聞かない。がくがくと痙けい攣れんして何度叩たたいてみても収まりはしなかった。


    「そろそろ……じかん。ごめんなさい」


    「ノア……」


    「そろそろ、むかえが──」


    　こちらに背を向けたノアがゆっくりと顔を上げると、寛樹がいる近くの茂みからがさがさと音を立てて何かが現れた。すかさず寛樹がそれにライトを当てると、


    「あの……メガ……マウスじゃないか……」


    　それはあの伊い東とう商店の庭にいたメガマウスとそっくりだったが、ペンライトの光をあててよく見ると、少しだけ色も体格も違っていた。


    　そのメガマウスのような生き物が口をぱかりと開けると、あの黄色い花粉をいっぱいに吐き出し始める。


    「もういっかい、まちにとばす。まだ、おぼえているひと、いるかもしれない」


    　寛樹は桐きり子このことが、ふっと頭をよぎる。


    「このまちだけじゃない、もっと、もっととおくまで」


    「ま、待って!!」


    　慌てて手を伸ばすも、足の動かないままの状態では離はなれたノアに届くことも叶かなわなかった。


    　あまりにも不ぶ格かつ好こうな体たい勢せいで、寛樹はその場に倒たおれ込む。


    「待ってくれ……どこに……どこにいっちゃうつもりなんだよ……？」


    　口の中に地面の土が入りながらもそう寛樹は呟つぶやいてみせる。だがノアは悲しそうな顔で首を振ってみせるだけで、何も喋しやべろうとはしなかった。


    　そうして動けない寛樹の元にやってくると、ノアは彼の首に提げられていたデジカメをすっと取り上げて、


    「……いえ……ない。どうしても……ごめん、なさい」


    　と、デジカメをメガマウスに差し出した。


    　そうしてその生き物がデジカメを丸ごと飲み干してしまったのを確かめてから


    「……こわかった……きおくなくて……すごく、ふあんだった。でもおばあちゃんも……なずなも、きりこも。みんな、とてもやさしかった」


    「……ノア……っ！」


    「みんな、いた」


    　そう言って振りかえるノアの瞳ひとみには、涙がにじんでいた。


    「ひろきが、いた」


    　そう言ってぼろっと涙を流しながらも、ノアはこれまでにないほど美しく笑ってみせる。


    「いままで……ありがとう──ひろき」


    　彼女の笑顔はこれまでに見たどの表情よりも愛おしくて、そして悲しい。


    「すごく……すてきな、おと……こんなおと……だったんだ…………っ」


    　そうして呟つぶやくノアに向かって、寛ひろ樹きは地面の土を思いっきり掴つかむと、


    「……好き、なんだよ」


    　涙声で絞り上げるようにそう漏もらした。


    「好きなんだ……。だからこれからもずっと!!　ずっと一いつ緒しよにここにいよう!!　ノアっ!!」


    「ひろき……」


    「ずっと……ずっと、離はなれたくないんだよ……っ!!」


    　叫んだその瞬しゆん間かん、ゆっくりと花火がまさに空へと昇っていく。そんな一筋の光が視界に映ったところで、寛樹はこれまでのありったけの想おもいをノアに向かってぶつけてみせた。


    「オレは──ノアのことが大好きなんだよっっ!!」


    　どん、と腰にまで響ひびきそうな鈍にぶい音を立てて、夜空に今年最後の大きな花火が咲き開く。光と共に雲を染め上げると、その三六〇度に広がった無数の光線がそれぞれ独特の色を伴ともない、


    　ゆっくりと名な残ごり惜おしそうに寛樹の目の前にある夜空のキャンパスを──


    　静かに、光を失って、消えていく。　


    「忘れ……ない……っ！　オレは、オレは絶対に忘れない!!」


    　意識が徐々に奪うばわれていく中で。


    　その一瞬の輝かがやきの時間の中で、寛樹は這はいずりながらノアにそう呼びかける。


    　徐々に夜空から失われていく光の筋が、完全に見えなくなるまで何度も叫んだ。


    「忘れないぞっ!!　忘れるもんか!!　忘れて……わ……す……」


    　何度目になるかわからないその言葉を告げた直後、ノアの背後から大きな銀色の光が現れる。


    　目が眩くらみ、一瞬でノアの姿が見えなくなって、


    「ひろき」


    　それでも聞こえる声に向かって、寛樹は全身の力が奪われそうになりながらも声を上げる。


    「ノ……ア……っ!!」


    　細い指とちいさな手の平が、顔を覆おおう感触がした。


    「わたしも……すき……ひろき……」


    　そうして抱えられた顔に向かって、優しく、柔らかな感触が唇くちびるに伝わり──


    



    　そこで、目の前が真っ暗になった。
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    　終章


    



    『それでは本日のトピックです。アメリカ航空宇宙局ＮＡＳＡと欧州宇宙機関ＥＳＡの共同探査によるＥＪＳＭ計画に、新しいニュースが飛び込んで参りました──』


    「いってきまーす」


    　ニュースを耳にして玄関を出ると、すっかり空は秋の様子を呈していた。あれだけ主張をしていたはずの入にゆう道どう雲ぐもは姿を消し、細長く薄うすい雲がまるでベールのように青い空にかかっている。


    「お兄ちゃん、まった」


    「あん？」


    　そのまま学校へ行こうと一歩踏ふみ出したところで、なずながそう呼び止める。


    　なずなはランドセルを揺ゆらしながら先を行く寛ひろ樹きに追いつくように走ってくると、


    「へへー」


    　となぜかわざとらしくそんな笑みを浮かべて寛樹を見た。


    「なんだよその気持ち悪い笑いは。そもそも、なんだって急に一いつ緒しよに登校しようなんて言い出し始めたんだ？」


    「いやいや。お兄ちゃんってさ、なんだか不ふ憫びんな人だよねーって思ってさ」


    「なにが？」


    　黄色い帽子を被かぶり直すようにいじってみせると、なずなはふふんと鼻を鳴らす。


    「いやね。実はなずな知ってるんだよねー。お祭りの日にお兄ちゃんが、キリちゃんから告こくられていたことをさ」


    　思わずぶっと吹き出してしまう。すっかり友人同士の間では有名な話とともに、軽くタブー視されている話題でもあるのだが、まさかそんな話を今さらになって妹から持ち出されるとは。


    　本当に田舎いなかは噂うわさが早いなと思う。誰だれかが漏もらさなければ絶対にバレないことだと思うのだが、いったいどこで仕入れているのやら、と寛樹は思う。


    　実はあの花火大会の日の夜、いつまで経たっても家に戻ってこない寛樹のことで、松まつ乃のの町はこれまでにないほどの大おお騒さわぎとなっていた。当然、町の大人たちは総出で集まり、警察まで出動して山という山の中をとにかく大だい捜そう索さくしたらしい。


    　結局、寛樹自身は神社のある山の頂上で気を失っているところを発見され、そのまま病院送り。高熱にうなされたまま、意識を戻したのはその二日後の朝であった。


    　熱もなかなか下がらぬまま、残りの夏休みはずっと病院の中で過ごすことになってしまったわけだが、しかしどうして自分は花火大会の時にあのような場所にいたのだろうと思う。


    　あの日は朝から具合も悪かったはずなのに、どうしてなのだろう。


    　そんなことを思っていると、突然なずなが寛樹の顔を見て思いだしたように振りかえった。


    「そういやお兄ちゃん、キリちゃんから告白受けた時に、他に好きな人がいるって言ったらしいけど、その人って結局誰だれなのさ？　妹としてはそういうの、ちょっと気になるお年とし頃ごろなのですがっ」


    　どんなお年頃だと思いながら、寛ひろ樹きは鼻を掻かいて恥はずかしそうに告げる。


    「ゆ……夢の中に出てくる子だよ」


    「……は？」


    「だからーっ！　夢の中に出てくるんだよっ！　そこのバス停に立ってて、オレはその子に好きって言うんだ。そしたら向こうも好きって言ってくれて……なんていうか、相思相愛？」


    　本気でどん引きしているなずなの顔を見て、寛樹はすぐさまぽかりと殴なぐりつけた。


    「いったーっ！　もー暴力反対なんだけどっ！」


    「お前があからさまにオレの作り話を聞いて、どん引きしてたからだっ！」


    　なずなは頭をさすりながら、


    「……んでもさ。なんていうか、結果的に良かったよね。恒こう正せいくんと桐きり子こちゃん付き合うことになってさ。なんかすっごいらぶらぶなんだよ？　こっちがひいちゃうくらいにさ」


    「……そうだな」


    　そのおかげで最近の恒正は、全く構ってくれなくなったけれども。


    　果たして友情とは一体なんだったのだろうかという気になる。夏休みの間に、なんだかんだと友情の再確認をしたような気がするのに、気づけばここ最近の自分はずっとぼっち生活の引き籠こもりがちな日々だ。大体外に出るとしても伊い東とう商店で駄だ菓が子しを買うか、スーパーの一角にある雑誌コーナーで立ち読みをする程度。


    　出来れば自分にも、もう少し恒正の幸せっぷりを分けて欲しいと寛樹は思う。


    「まぁーそんなわけで、そんな不ふ憫びんなお兄ちゃんをなずなは少しだけ癒いやしてあげようと、こうして毎日一いつ緒しよに通学しているわけだよ」


    「あ、そうだったの？」


    「そうだったのですっ！」


    　そう胸を張ってみせるも全く胸のない妹である。大体このようなポーズを取るときは褒ほめて欲しい時だと相場が決まっているので、寛樹はなずなの頭に両手を置くと、


    「褒めてつかわすぞーっ！」


    「ぎゃあああっ！　ら、乱暴だっ！　頭がぐしゃぐしゃになるじゃん！　バカ兄っ！」


    　と、そんなわけで少し寂さびしくはあるけれども、それなりに温かい秋の季節だった。


    　ふとそこで、寛樹は今しがた話していた「夢の中に出てくるという作り話」の場所である、廃線になったバス停の方を振りかえった。


    「どうしたの、お兄ちゃん？」


    　先を行くなずながこちらを見る。


    「白い帽子と……白いワンピース」


    　そして、まっすぐに伸びた黒い髪の少女。


    　廃線になったバス停。ひまわりの花。大きな入にゆう道どう雲ぐも。


    　誰だれしもが示し合わせたように。どこか懐なつかしさを覚えるような──そんな風景。


    　もしかすると、他の誰かもそういった少女に恋をした夏休みがあったのではないだろうか。


    　ついついそんな馬ば鹿かげたことを考えてしまうほどに、そのような少女のイメージが頭の中にはしっかりと残り続けていた。夢で出会った少女と、自分はどこか遠い記き憶おくの中で出会ったような気がしてならない。


    　その時、少しだけ強い風が吹いた。


    　前髪を揺ゆらしたその風は山の方へと舞い上がっていき、神社のある山の頂上へと飛んでいくように思えた。


    　それはたった今呟つぶやいたばかりの寛ひろ樹きの言葉を、さらっていくかのように。


    　まるで、あの一夏に出会ったはずの少女との記憶をこれ以上思い出させないように──


    



    　そういえば。


    　つい先日伊い東とう商店の庭に置いてあった巨大な岩が、近所の人たちの協力もあってとうとう無事に取り除かれたのだった。


    　そもそも何ど処この誰があんな巨大な岩を置いたのかも、何のために置かれたものかも定かじゃない。存在自体が既すでに不気味だというのに、当の伊東のおばあちゃんは、そんな岩がなくなる際に「なんだかわからないけど、寂さびしくなるねぇ」と言ったそうだから、全く呆あきれてしまう。


    　そんな岩なのだが、先日、その取り除かれた岩の下から妙みようなものが掘り出されたのだ。


    　未いまだに寛樹も、なんでそんなものが伊東商店の庭から出てきたのかわからないでいる。確かにそれは、夏休みに自分が水族館で買ったはずのモノと同じものだと思うのだけれども。


    　それはいつの間にか、家の中から消えてしまっていたはずの深海のスノードームだった。


    　中身は確かヒトデだったような気がするのだが、それがどういうことかタコに変わっており、伊東商店の庭の下からひょっこり出てきたというのだから驚おどろきだ。


    　スノードームのガラス部分には、まるで花火のように様々な色のフェルトペンでこう書かれていた。


    



    　えっちで、ばかで、だけどとてもすてきなひと。


    　わたしはそんなあなたのことが、だいすきです。


    　あのなつ、さいごにみたうちあげはなびは──わたしのたからもの。


    
      （了）

    

  


  
    



    　　あとがき


    



    　はじめまして、助すけ供ともといいます。カレーとラーメンとハンバーグが大好物な子供舌です。


    　まずは賞のお電話を頂いた時のことから。僕はあの日、大好きなネトゲをぶっ通しでプレイし続けた後の爆ばく睡すい状態でした。いきなりこんなこと書くともうこの時点で「あぁ……」って思われるかもしれませんが、とにかくそんな中、突然小学館様からのお電話を頂きました。


    　寝起きのテンションではいはい頷うなずき、電話を切ってしばらくして「へぇ、そうなんだー」と。


    　今思えば何が「そうなんだー」という感じなのですが、まぁそんなわけであれよこれよと出版までのスケジュールが決まり、あたふたしながらも頭の中の整理もつけてこうしてあとがきを書いているわけなのです。つまりたった今ようやく自覚が出てきたところです。遅おせーよ。


    　しかし……僕はいつも何か作品を書く度たびに「あとがきはこんな風に書こう」とかあれこれ考えるキショい人間だったわけなのですが、いざ書くとなるとまさかこんなにも悩むものとは。


    　特に作品の内容に触れるようなことはとても書けません。「こんな思いを込めたんです」みたいなのが全然言葉に出てこないんですよね。「白いワンピースの女の子の魅力ってやっぱり云うん々ぬん」とか書くのも野や暮ぼだし。執筆途中で機関銃を持たせてババーッと町の皆で殺し合う熱い展開とかも考えていたんですが、今はそうしなくて良かったなぁと……あ、冗談ですよ？


    　あと今回の受賞で、いろんな知人と久しぶりに話す機会が出来て嬉うれしかったです。しばらく会っていなかった方たちとの会話はとても懐なつかしく、でも普段から活字を読むような方たちはあまりいなくて、ほとんど寝起きのようなテンションで「へぇ、そうなんだー」と。


    　今思えば何が「そうなんだー」という感じなのですが。あれですね。類は友を呼ぶみたいな。


    　真ま面じ目めに書くと恥はずかしいのですが、僕はこれまで出会ってきた方たち全部ひっくるめて今の僕の文章があると思っていまして。あくまで僕自身は、本をたくさん読むことだけでなくそうした全すべての方との出会いもためになった気がして、その中には当然好きな方も嫌いな方もいるわけなのですが、この作品はそうした全てがあって生まれたような、そんな気がしています。


    　この本を手に取って頂いた全ての方、これからもどうぞ助供珠たま樹きをよろしくお願いします。


    　そのうち「あ。実はコイツちょっと面倒臭いな」と思われたりすることもあるやもしれませんがどうかご容よう赦しやいただきたいです。本当にお願いします。切にお願いします。後ご生しようです。


    　最後になりますが、イラストレーターの春夏冬あきなしゆうさん、本当に素晴らしいキャラの絵を描いて頂き感かん無む量りようです。眺める度に溜ため息いきしか出てきません。担当編集のＳさん、僕が面倒臭いヤツだというのをきっと直に感じられたかと思います。本当に申し訳ないと同時にありがとうございました。他にも本の制作に関わってた全ての方々には感謝し尽くせない思いです。


    　えー僕にとっての、あの夏、最後に見た打ち上げ花火は──って、んなリア充な記憶ないわ。


    　ちくしょうちくしょう……てことで、またどこかでお会い出来ればと思います。どん。

  


  
    助供珠樹


    Tamaki Suketomo


    



    この度、第９回小学館ライトノベル大賞の優秀賞を受賞しました。まだド新人の若輩者のペーペーですが、どうぞお手柔らかによろしくお願いします。夏祭りで必ず買うのは焼きそばです。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    あの夏、最後に見た打ち上げ花火は
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